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プロローグ　初めて交わした約束












「俺たちが大人になったら、結婚しよう。約束だ」

　もう大人になったから分かっている。

　子どもの頃にした他愛ない約束なんて、とうに時効を迎えていることくらい。

　いつの間にか、何を成すこともなく大人になってもう久しい。

　それでも、記憶の中の彼は、いつも目を輝かせていて。

「俺が必ず、凛りんを迎えに行く。凛はシンデレラが大好きだろう？　あれみたいに、凛とパーティーで踊ってみたいんだ」

　かれこれもう、この約束をしてから十五年が経とうとしている。

　この時の凛は幸せだった。

　優しかった母は生きていて、家には温かい食事があって、ふかふかの布団の上でぐっすり眠って。

　仲良くしてくれる近所のお兄さんもいた。

　確か……凛より四歳年上の、背の高い中学生の男の子。

　名前は、誠二せいじ。なんとか誠二くんだ。

「俺はいつか自分で会社を創って、うんとお金持ちになる！　それで、凛と一緒に大豪邸で暮らすんだ！」

　そんな夢物語を本気にしてしまうくらい、この時の凛は幼かった。

　当時、齢は九歳。

　この先の未来はどこまでも輝いていた……はずだった。

「凛は会社の社長令嬢だろう？　それなら、俺が自分の会社を創って社長になって、凛と肩を並べられる男になる！　そうしたら、凛のお母さんも結婚を認めてくれるはずだ！」

　もう、結婚を認めてくれる母はいない。最愛の母は、十三年前に乳癌で亡き人となった。

　その後、すぐに継母と暮らすようになったが、仲は最悪だ。

　家のどこにも、居場所なんてものはない。

　父も女の凛より、継母との間に生まれた弟に社長を継がせるらしい。

　なんとか高校までは卒業させてくれたものの、小間使いとしての生活を強いられ、今では自由に外に出ることも許されない。

　太陽の下を歩かなくなって、何年が過ぎただろう。

　朝は家政婦とともに洗濯と掃除と炊事、その後は父の会社の雑務を夜までさせられ、夕食を食べる暇もなくアイロンかけと入浴の準備。

　かつて仲良しだった友人らはみな、大学を卒業して好きな会社に就職したけれど、凛はこの先も永遠に、暗闇の中で暮らすことしか許されない。

「凛。俺たちは、ずっと一緒だ。絶対に、俺以外の男と結婚するなんて言うなよ？」

　幼い頃に交わした、誠二との約束だけが心の拠り所だった。

『迎えに行く』

　その言葉だけを信じて、絶望の中で二十四歳まで生きてきた。

　いつかあのシンデレラの物語ように、誠二が迎えに来てくれると、僅かながらに信じたい。

　……それなのに。

（ごめんなさい。誠二くん）

　現実はいつだって厳しくて、辛く苦しい日々を過ごすだけで、凛の心はすり減っていき……。

　今ではもう、優しかった彼の顔さえも、思い出すことができずにいる────。

















第一章　初めて着たドレス












　最近、日に日に身体が弱っていくのを感じる。

　家から外出することを許されない絹川きぬがわ凛は、十分な食事も摂らずに、毎日ひたすら家事と仕事の小間使いに明け暮れている。

　お腹は空いているはずなのに、いざご飯を目の前に出されると、気持ち悪くなって嘔吐を繰り返すことが多くなった。

　そのことに気づいた、凛の継母である絹川美優みゆうは、「せっかくお前のために食事を用意したのに、粗末にするならやらないよ」と、凛にそう吐き捨てた。

（外の空気が吸いたい。外は、どんな匂いがしたんだっけ？）

　まるで足枷がつけられたように、高校卒業後からずっと、この家に閉じ込められている。

　父はどうやら、凛の母が存命だった頃から、美優と不倫関係にあったらしい。母が死んでから『お前には弟がいる』といきなり紹介され、その後すぐに、父と美優は再婚した。

　そして、弟は今年二十歳の誕生日を迎え、免許を取った記念にと、日本でも有名な高級外車をプレゼントされていた。それを横目に見ながら、いつしか凛は、自分の誕生日さえもいつだったか忘れてしまっていた。

（お母さん。今日も、私は頑張ったよね？）

　母は十三年前に乳癌でこの世を去った。凛を置いて去ることを最期まで気に掛けてくれた母は、今の凛の姿を見てどう思うだろうか。

　二十四歳にもなって、結婚して家を出て行くことさえ許されない。一生、小間使いとしてコキ使ってやろうと考えている美優のせいで、凛は外で人と会うこともできないのだ。

　絹川運輸株式会社。

　ここは実父が起業した全国展開の貨物運送業者で、凛はいわゆる社長令嬢として生を受けた。しかし、今の凛の生活は、人間として最低限の生活よりも下回っている。

　母が死ぬことさえなければ、凛の人生はまともなものとなっていただろう。

　だが、そんな『たられば』話は、考えるだけ無駄だ。

　この状況は、どうあろうと覆らない。継母に虐げられ、弟は凛を嘲笑い、父は徹底した無関心。凛を愛してくれる人は、もうこの家に一人として居ない。

「姉さん」

　朝から具合が悪く、お手洗いにしばらくこもっていた凛に、弟の仁也じんやが声を掛けてくる。

「……何でしょうか」

「今日の味噌汁、不味かった。冬瓜？　とかいうの、これからは入れないでくれる？」

「はい。申し訳ございませんでした」

　凛は深く頭を下げ、仁也に謝罪をする。

　歳は仁也の方が四歳下だが、この家での立場は彼の方が数段上だ。凛に口答えをする資格なんてものはなく、何を投げつけられようが、暴言を吐かれようが、凛は黙って耐え忍ぶことしか許されない。

　仁也は母の美優に似て、ツンと気の強そうな顔立ちをしていて、染めた茶髪には手入れの面倒そうなパーマがかかっている。身長は百七十五とそこまで高くはないものの、定期的にパーソナルジムに通っているため、無駄な贅肉がない。その鍛え上げられた肉体は、世の女性を魅了するために作られたものだろうが、凛にとっては暴力を振るうためにあるものでしかなかった。

　現在は私立の有名大学に通っていて、二十歳を迎えたばかりの仁也の趣味は、夜な夜なパーティーに繰り出すことだ。聞くところによると、そういう関係にある女性は複数名いるらしく、普段から羽振りの良い彼は、男女ともに友人がたくさんいるらしい。

「あと。そのエプロン、臭いよ。不衛生だし、いい加減洗ったら？」

　仁也はクスッと笑いながら、凛がいつも着用している、安物のピンクのエプロンを指さす。

　エプロンはもう三年近く同じものを使っている。毎日のように使用しているから、汚れで黒ずみ、見栄えも悪い。

　その下のワンピースに至っては、五年以上着用している年季の入ったものだ。汚れは目立たないけれど、何度も洗濯を繰り返したことで、徐々に生地が薄くなってきている。

「申し訳ございません。後で洗っておきます」

　すると、仁也は目を細めて笑いながら、凛を罵倒する言葉を浴びせた。

「ほんと、姉さんって冴えないよね。二十四って、女性にとって一番見栄えの良い時期じゃないの？　いつもぐしゃぐしゃの髪で、化粧もろくにしないで、臭いし笑顔もないし、そんなんだからどこにも嫁にいけないんじゃないの？」

「はい。仰る通りです」

　凛は反抗することもなく、謝罪を口にする。

　しかし、仁也はそれが癪に障ったのか、苛立った様子で言った。

「肯定するなら、自分で言えよ。『私は醜くて、臭くて、どうしようもない馬鹿女です』って」

　こういう時、自分にもプライドがあったら、少しは言い返せるのだろうか。

（でも、私が言い返したところで……状況はより悪化するだけ）

　それが分かっているから、凛はいつしか、抵抗することを諦めてしまった。

「私は醜くて、臭くて、どうしようもない馬鹿女です」

　それを聞いた仁也は、凛のことを鼻で笑う。

「ハッ。プライドはないのかよ！　ほんと、こんな女と半分は血が繋がってると思ったら、気持ち悪くて仕方ないな！」

　そう吐き捨てて、仁也は露骨に鼻をつまみながらその場を去っていく。

　やっと仁也の戯れから解放された凛はと言うと、安堵から深く息を吐いた。

（これでいいの。私はただ、耐え忍ぶだけ。私が口ごたえしなければ、いつかは去っていくんだから。私は自分の殻に閉じこもって、嵐が過ぎ去るのを待てばいい）

　冷水であかぎれを起こした両手は、カサカサと乾燥して痛い。

　けれど、外出が許されない凛は、薬を貰いに病院に行くことさえできない。風邪を引いても、今までずっと、薬ものまずに自力で治してきた。

　最近は身体の調子も良くないが、大病だったらそのまま死ねるかもしれない。

　それは、凛にとって『救い』でもあった。

（ああ。このまま目を瞑って、夢を見るように死ねたらいいのに）

　ここ数年、凛は死に場所を探すようになった。炊事をする時、包丁を持つ手が震える。

　この包丁を、そのまま喉に突き刺せば──。

　そんなことを考えて、寸手のところで手が止まる。

（死ぬ勇気もない、惨めな自分……。生きてても良いことなんて一つもないのに、独りぼっちのまま人生を終わらせることも怖い）

　この家の者としか関わりを持たない凛は、思考がどんどん狭まっていく。

　外の世界は自由なのかもしれない。分かっているけれど、いつからか、檻を出る気力さえなくなった。

　学生時代、授業で聞いたことがある。それはとある実験だ。

　家畜に痛みを与え続けると、次第に家畜は逃げる力すらも失っていく。はじめのうちは檻から逃げようともがくらしいが、時が経てば、檻に鍵がかかっていなくても逃げ出すことはないらしい。

　今の凛が、まさしくそれだ。

　ここから逃げたところで、どこにも居場所なんてない。外の空気が吸いたいと思うが、思うだけだ。この先も一生、凛はこの痛みを受け入れて生きていく他ないのだから。

「ちょっと。アンタ」

　仁也と別れてすぐ、今度は美優から声を掛けられる。

　美優は御年五十五歳。厚化粧に、いつも高級な着物を着用している美優は、家政婦たちからも恐れられている。使えないと判断されると、すぐに首を切られてしまうのだ。

　長い黒髪は着物に似合うよう、いつも後ろで綺麗に結ってあるが、この支度が上手くできない家政婦も多い。自分の気に入らないスタイリングをされると、美優は屋敷中に響き渡るような大声で家政婦を叱責する。

　凛も、今まで何度も暴言を吐かれてきた。そのせいで、今では怒らせないように振舞う、一種の癖のようなものがついている。

「はい。なんでしょうか」

　凛が返事をすると、美優は不快そうに顔をしかめる。

「相っ変わらず、臭いわね……。ホームレスみたい」

「申し訳ございません」

「まぁいいわ。話があるの。こっちに来なさい」

「承知しました」

　この程度の暴言には慣れている。だが、直々に美優から呼び出しを受けるのはいつぶりだろう。凛は後ろをついて行くと、父の書斎がある部屋の前で立ち止まった。

「入りなさい」

「かしこまりました」

　凛が書斎に入ると、そこには父の一成かずなりがソファに座っている。

　書斎は木製のテーブルと、それを囲む四つのソファ。その奥に、父が作業をするためのデスクが置かれている。

　一成は今年で六十歳を迎え、髪も少しずつであるが薄くなってきている。良いものばかり食べてきた一成の下腹部は脂肪で覆われ、月のように丸い顔は険しい表情のままだ。

　一成は沸点が低く、思うようにいかないことがあるとすぐに暴言を吐く。その点は美優と同じだが、一成の低い声で叱責されると、美優以上に恐怖を感じるのだ。

「連れてきたか」

　一成がそれだけ言うと、美優は鼻をつまんだ。

「臭いから、さっさと話を済ませましょう？　長居はダメよ」

「そうだな」

　美優はそのまま、一成の向かいのソファに座る。だが、凛には座る権利などない。

　凛はソファの後ろに立ったまま、一成の話を傾聴した。

「今週の土曜日、横浜でパーティーが開かれる。いわば、社交界のようなものだ。一流の起業家が集まって、交流を深める会だと思えばいい」

「……はい」

　凛は返事をする。だが、話の意図はまったく見えてこない。

「その社交界に、ノクターンの副社長、高野たかの清隆きよたかが参加すると聞いた。お前も聞いたことくらいはあるだろう？　ノクターンは日本の大手ファッション通販会社。だが、現在は商品の輸送手段にうちの会社を利用していない」

「……はい」

「これはチャンスだと思ってな。ノクターンと契約できれば、うちの会社は何十億と営業利益を伸ばせる。そのためにも、高野とは今後も懇意になりたい」

（それは要するに……私を、高野さんに輿入れさせるということ？）

　そんな甘い考えをしたことを後悔するほどに、二人の口から出てきた言葉は最悪なものだった。

「凛。お前は身体で高野を篭絡しろ。奴は見境なしの女好きらしい。綺麗に着飾ればお前であろうと相手にしてくれるはずだ」

「そうよ。ここまで育ててあげたんだから、少しは絹川の役に立ちなさい。アンタは身体を売って、その証拠を残すの。それを利用して、私たちはノクターンと業務提携を結ぶ」

　耳を疑うような話だが、二人の顔は至って真剣だ。

（もしかして、この私に美人局をしろと仰っているの？　臭くて醜い、この私に？）

「業務提携の話は私がする。お前はただ、高野清隆と肉体関係を持って、交渉の切り札となってくれればそれでいい。あぁ、そうだ。言い忘れていた。この仕事が完遂できたら、お前に暇をやろう。高野と暮らすも良し、どこへなりとも自由に行けばいい」

「でも、失敗したらどうなるか……分かってるわよね？」

「……」

　凛は二人の命令に、すぐさま首を縦に振ることができない。

（私が男性を篭絡？　できるわけない。そんな知識なんて一つもないもの。男の人に気に入られる仕草だって分からない）

「ノクターンとの業務提携は、絹川の悲願だ。今まで何度も営業しているのに、向こうさんは何故かうちを利用したがらない。ついこの前、高野とは商談の約束までは漕ぎつけたが、会う直前になって社長の月山つきやまが約束を反故にしてきやがった。こうなったら、高野がうちと契約したいと思わせるような『何か』が必要だろう」

「良かったじゃない。アンタにもまだ利用価値が残っていたのよ？　喜びなさいな！」

　凛は不安から、エプロンの裾をぐしゃりと掴む。

　二人の命令に、断る権利なんてない。『やれ』と言われたら、やるしかない。

　分かっているけれど……。

「私には、できないと思います」

　ぽつりと、小さく呟く。

　すると、一成はピクリと眉を寄せた。

「やってもないのに『できない』なんて、よく言えたものだな」

「……それは」

「お前のためにドレスも用意させる。当日は化粧もして、送迎もつけさせる。お前は腐っても絹川の人間だ。この程度のこともできないようであれば、お前に飯を食わせる金が勿体ない」

「……はい」

　一成は一枚の写真を懐から取り出す。

「これが高野の顔だ。よく覚えておけ。お前がこれから抱かれる男だ」

　そこに写っていたのは、二十代後半と思われる若い男性だった。

　遊び人として名前を馳せるだけのことはあり、艶やかな色っぽさのある男性だ。七三分けにされた黒髪はワックスで前髪を流していて、日本人離れした白い肌が印象的だった。鼻筋はスッと通り、彫りの深い顔はいわゆる、醤油顔というのだろうか。二重の瞳は目力が強く、ドラマの主演俳優も務まりそうな整った容姿は、写真だけでも見惚れるほどに美しい。

「パーティーまで時間がない。まずは、その臭い身体をどうにかしろ。その後は美容院に行って、ネイルでもしてもらえ。かかった費用はすべて払う」

「まぁ。ネイルなんて、良かったじゃない！　そのぼさぼさな髪も綺麗にしてやるんだから、有難いと思いなさいな！」

「……はい」

　今は頷くことしかできないが、内心は気が気でない。

　自分なんかに、美人局が務まる訳がない。でも、失敗したらその時は……。

（やるしかない。私には、この道しか残されてないのだから）

「精一杯、努めさせていただきます」

　凛が頭を下げると、二人は満足げに笑みを浮かべる。

「ふふ。見ものね。アンタがどこまで使える人間か、よぉく拝ませてもらうわ」

「腐っても絹川の女だ。期待しているからな」

　両親の眼差しが、全身をヒリヒリと刺激する。

　自分には重すぎる期待に、胃酸が止まらず溢れて食道を逆流する感覚があった。

　凛はごくんと唾を飲み込むと、頭を下げる。

「それでは、入浴してきます」

「ああ。最低でも三回はシャンプーをしろ」

「かしこまりました」

　凛は深く頭を下げて、込み上げる吐き気を抑えながら、父の書斎を後にした。







■　　　■　　　■








　パーティー当日の、十二時半。

　凛は所有する唯一の一張羅である、ピンクの花があしらわれた可愛らしいワンピースを着用して、久しぶりに化粧を施す。化粧品は高校生の時に使用していたものだから、六年も昔のものだ。肌は乾燥と栄養失調で荒れているが、ファンデーションでなんとかそれを隠した。全体的に清楚な印象のメイクをして、薄いピンクのグロスを塗る。

　美容院を訪れるのは、いつ以来だろうか。長く伸び切った髪はいつも、自分でハサミを使って切ってきた。左右の長さが違っても、咎める者は誰もいない。クスクスと遠目で笑われるだけだ。前髪を作るのも面倒で、ここ五年はセンター分けにした髪を腰骨辺りの長さまで伸ばし、一つに結わいていた。

　今日のために何度も入浴したから、身体は臭くはないと信じたい。けれど、これまでの人生、臭い臭いと周囲から罵られてきた凛にとって、外出そのものが勇気の要ることだった。

　施術してくれる美容師は、凛の頭を嗅いで、臭いと思わないだろうか？

　醜いこの姿を見て、鼻で笑われはしないだろうか？

　そんな漠然とした不安を抱えながら、代官山にあるお洒落な美容院に入店する。

　広々とした店内に明るい照明。綺麗にスタイリングされた、美男美女ばかりが働く忙しない雰囲気に気圧されながら、凛は受付をした。

「じゅ、十三時に予約しました……。絹川です」

　すると、予約を確認したスタイリストが笑顔で頷く。

「ご来店ありがとうございます。お荷物をお預かりします。こちらの席までどうぞ」

　凛の施術を担当してくれるスタイリストは、金髪で背の低い、可愛らしい丸顔の女性だった。歳は二十五歳くらいだろうか。まだ駆け出しだと思うが、接客は堂々としている。さすがは高級店といったところだろう。彼女は嫌な顔一つせず、凛の髪を触って何度か頷いてみせる。

「どのような髪型にしたいですか？」

「……分からないです」

　美容院に行けとは言われたが、具体的にどうすればいいかまでは聞いていない。

　こんなにも醜い自分に、似合う髪型なんてないだろう。容姿を罵倒されて生きてきた凛にとって、したい髪型なんてものはない。

　すると、スタイリストは笑顔で言う。

「では、お任せでもよろしいですか？　絶対に可愛くしますから！」

「はい。それでお願いします」

「まずはシャンプーからしましょうか！」

「はい」

　曖昧に頷いて、凛は言われるがまま、シャンプー台に向かう。

　今回のメニューは美優が予約したものだが、トリートメントも付けてくれたようだ。頭皮マッサージまでしっかり受けて、凛は施術席に腰かける。

　スタイリストは、迷うことなく凛の髪にハサミを入れる。長い髪がはらりと床に落ちて、凛は自然と緊張を覚えた。

「綺麗な黒髪ですね」

「へっ？」

　凛が不思議そうに首を傾げると、クスクスとスタイリストは笑う。

「短くしちゃいましたが、心配しないでください。今より可愛くなりますよ！」

　長さを鎖骨辺りで一通り揃えてから、続けて前髪を作る。左に流すような形で前髪を作ってから、スタイリストは鏡を見てうんうん、と頷いた。

　続けてハサミを変えると、素早い手さばきで髪をすいていく。長らく髪を自分で切ってきた凛にとって、すきバサミを入れるのは久しぶりだ。ずっと量が多くて重たかった印象の髪が、大量にすかれることによって軽くなる。

　床には髪が散乱して、終わった頃には鏡に映る自分が別人のようだった。

「うん……。なるほど」

　今のままでも、十分に素敵だ。久しぶりに、女性らしい整った髪型になったと思う。

　前髪があることで女性らしさが増し、鎖骨辺りの長さに揃えられたミディアムヘア。内巻きに入った髪は可愛らしく、十分に満足のいく仕上がりだった。

　しかし、スタイリストはまだ納得のいっていない様子だ。

「ご提案なのですが、カラーもいかがでしょう？　今のままでも素敵なんですが、少し重たい印象があって。肌の色も白いですし、明るい髪色も似合うと思うのですが」

　今日は、会計のために持参した絹川運輸の法人クレジットカードがある。

　施術にかかった金額はすべて出すと言われているから、凛は流されるままに頷いた。

「お願いします」

　カラーの色味表を見て、スタイリストと一緒に色を選ぶ。明るい茶色と決めてから、染色剤を髪に塗布してもらった。

　しばらくして、シャンプー台で染色剤を洗い流すと、いつの間にか髪色が明るくなっている。ドライヤーで乾かし終わった時には、別人のように印象が異なっていた。

「うん。やっぱり！　似合いますね！　アイロンで丸みをつけたら、もっと可愛いかも」

　仕上げにカールアイロンで毛先を遊ばせて、スタイリストは鏡を取り出す。

「こんな感じです。どうですか？」

　後ろ髪も綺麗にまとまって、全体的に可愛らしい印象だ。黒髪から茶髪になったことで、垢抜けた印象があり、少しだけ自分に自信が持てる。

「ありがとうございます。素敵です」

　続けて、席を移動してからネイリストにネイルも施してもらう。パーティーに行くことを話したら、桜柄の綺麗なネイルを描いてくれた。

　ネイルをした後の手は、見ているだけで心が躍るようだ。完成した両手指をじっと見つめて、凛は深々と頭を下げた。

「嬉しいです。こんな素敵なネイル、生まれて初めてです」

「気に入ってもらえて良かったです！」

　会計をして、店を出る。

　すると、出口の前には黒塗りの絹川家が所有するリムジンが停車していて、凛は黙ってそれに乗り込んだ。

　車窓に薄っすらと映る自分を見つめて、凛は胸がドキドキするのを感じる。運転手は何も言わずに車を発進すると、絹川家に向かって走り出した。

　凛は綺麗に整えられた爪を見て小さく微笑むと、両手を裏返す。しかし、その皮が剥けた、ささくれだらけの指先を見て、凛は途端に現実へ引き戻された。

（いくら身なりを綺麗にしたところで、あかぎれがひどい手先や長年の猫背はそのまま。意識して腰骨を立てても、長くは続かない。こんな状態ではとても、男性を落とすなんて……）

　だが、今夜にはパーティーが開かれる。

　そこで高野を落とさなければ、凛は絹川家で居場所を失ってしまう。

　無一文で絹川家を追い出されたところで、行く宛てなどない。最悪の場合、路上で野垂れ死んでしまうかもしれないのだ。

　車は絹川家に到着し、凛は運転手に礼を告げて車を出る。

　すると、玄関には既に美優が立っていて、凛の顔を見るなりふんと鼻を鳴らした。

「やっと帰ってきたわね。こっちに来なさい」

「はい」

　美優は、今の凛の姿を見ても何も言わない。すぐに背中を向けると、美優は凛を衣装部屋へ連れていった。

「今日はこのドレスを着なさいな。言っておくけど、汚したら承知しないからね」

「かしこまりました」

　それは、水色の綺麗なＡラインシルエットのドレスだった。ハイネックで、ウエストの部分には切り替えがあり、胸の辺りにレースの刺繍が施されている。裾はふわりと広がって、凛には勿体ないほどの上物だ。

「ほら。ぼさっとしないで、さっさと着替えなさい！」

「はい」

　凛は急いで着用していたピンクのワンピースを脱ぐと、ドレスへと着替える。背中についたファスナーを上げて、凛は鏡の前に立って変なところがないかを確認した。

　その時、鏡に映る自分が、今までの自分とあまりにもかけ離れていて、一瞬だけ我を忘れてしまう。

　じっと、鏡の中の自分を見つめて、凛はそっと笑みを作った。

　すると、鏡の中の自分も微笑んで、凛は胸をときめかせる。

「ふふっ。ふふふっ」

　それを見ていた美優は、おかしいものでも見たように、大声を出して笑いだした。

「なぁに？　鏡に映る自分に見惚れでもしたの？　言っておくけど、大したことないから安心しなさいな！」

「申し訳ございません。お見苦しいところをお見せしました」

　すぐさま頭を下げ、凛は謝罪をする。

　美優はくるりと背中を向けると、面倒そうに言った。

「準備ができたんなら、さっさと車に乗りなさい。会場へは早く着いた方がいいでしょうから」

「はい」

　凛はパーティー用に用意された白のドレスバッグを手にして、玄関へ向かう。

　そこには見たことのない八センチヒールの白い靴が用意されており、美優は何も言わないが、今日はこれを履いていけということだろう。凛はその靴に足を通して、家の外へ出る。

　ヒールを履いたことで、普段から見慣れた景色も高く見えた。凛の身長は百五十八センチだが、この靴のおかげですらりと高身長に見える。

　家の門を出たところに、先ほども乗車したリムジンが停止していた。スタスタと歩く美優に置いていかれぬよう、急いでリムジンまで向かうと、履き慣れない靴のせいで足首をガクンと捻ってしまう。

「っ……」

　痺れるような痛みが走り、思わずその場にうずくまる。

　その様子を見ていた美優は、口元に手を当てて凛を嘲笑した。

「あらあら。ヒールの歩き方すら知らないの？」

「……申し訳ございません」

『痛い』なんて、言っている暇はない。

　今はすぐにでもこの靴を履きこなして、高野清隆を落とすことに神経を集中させなければならないのだから。

　凛がなんとかリムジンの前まで辿り着くと、後部座席のドアの前で美優が言う。

「これを持っていきなさい」

　そう言って差し出されたのは、一台のスマートフォンだった。

「……スマホ？」

「高野とホテルに行った証拠を、そこに残しておきなさい。分かったわね？」

　凛は普段から、自分のスマホを持っていない。これはおそらく、今日のために絹川家が用意してくれたものだろう。

　凛はスマホを受け取ってから、深く頭を下げる。

「かしこまりました。では、行って参ります」

「ふん。せいぜい頑張りなさいな」

　美優は鼻で笑って、凛に背中を向けるなり、屋敷の中へ戻っていく。

　凛は顔を上げると、リムジンの後部座席に乗り込み、バッグの中に入れておいた高野清隆の写真を見つめた。

（こんなに美しい人が、私なんかを相手にしてくれる訳がない……）

　凛を乗せたリムジンが、絹川家を出てパーティー会場へ向かう。

　時刻は十八時を過ぎたころ。

　空はすっかり暗くなり、パーティードレスだけでは肌寒く感じた。

　凛はこの寒さにあてられて、気持ちまで弱気になってしまう。

　けれど、今は弱音を吐いている場合ではなかった。

（大丈夫。ここまで準備したのだから、会話くらいならできるはず）

　ここから先、凛は独りで両親の望みを遂行しなければならない。

　高野清隆を篭絡し、絹川運輸とノクターンの業務提携の架け橋になる。

　そんな大役を、生まれて初めて命じられたのだから。

「……はぁ」

　そっと瞳を閉じる。

　このまま消えてなくなってしまえたら、どれだけ楽だっただろう。

　簡単には死ねないことくらい、嫌というほど分かっている。

　それでも、今はこの現実から、少しでも長く逃避していたい。

（私は……何がしたくて、今日まで生きてきたんだろう）

「お嬢様。到着しました」

　運転手の声とともに、凛は顔を上げた。

　車窓からは、大きな白壁の建物が見える。おそらく、ここが今日のパーティー会場なのだろう。外には既に大勢の人が立っていて、フォーマルな恰好をした男女が会話を楽しんでいた。

「はい。ありがとうございます」

　運転手は恭しくリムジンの後部座席のドアを開けて、凛に向かって一礼する。

「行ってらっしゃいませ。お嬢様」

　コツン、とヒールを赤いカーペットにつけて、凛はスッと立ち上がった。

　刹那、周りを取り囲む大勢の人の目が、凛に集中する。

　どうやら、立派なリムジンでここまで来ることは、このパーティーでも珍しいことのようだ。

（さぁ。ここからが、私の正念場よ）

　建物の中に入ると、まずは入口の天井に吊るされた、立派なシャンデリアが目を惹いた。眩しいくらいの照明の下には、会場へと続く真っ白な大階段がある。凛は慣れないヒールで失態を犯さぬよう、一段ずつ丁寧に階段を上っていくと、会場の中に足を踏み入れた。

　そこは、大勢で社交ダンスでも踊れそうなほどに大きなホールだった。中央にある長テーブルには白いクロスが敷かれ、美味しそうな食事がずらりと並んでいる。それを取り囲むように、小さな丸テーブルが幾つか置かれており、何人かの男女がそこで会話を楽しんでいた。その間を縫うようにして、ウェイターがシャンパンの入ったグラスを提供している。

「どうぞ」

「ありがとうございます」

　凛もシャンパンを受け取り、会場の中をしばらく歩く。

　ふと横に目を向けると、会場の外にはナイトプールも併設されており、ビーチチェアに座る男女が身体を触りながらはしゃいでいる。

　だが、そこに高野清隆の姿はない。

（まだ会場には到着していない？　いや。探し足りないのかも）

　と、その時、テーブルに並ぶローストビーフの美味しそうな匂いが鼻腔をくすぐって、凛の身体が空腹を訴えた。

　凛は今日、朝から準備で忙しく、何も食べていない。昨夜は夕飯も食べていないから、最後に食べた食事は昨日の昼食だ。

（ううん。ダメ。今は食事より、任務を優先しなくちゃ）

　なんとか気を取り直し、凛は食事を摂ることなく歩き出す。

　会場の奥まで進むと、ソファ席の方から、不意に甘ったるい女性の声が聞こえてきた。

「ね～ぇ？　今日は、私に会いに来てくれたんじゃないの？」

「え～？　私に会いに来たんでしょ？」

　見ると、男性の両隣には、二人の女性が甘えるように身体を寄せて座っている。男性はゆったりとソファに腰かけたまま、器用に二人の女性の話を聞いていた。

「二人とも甘えん坊だな。何か欲しいものでもあるのか？」

「えっとね？　欲しいバッグがあって～」

「あ、ずる～い。私も時計が欲しいな？」

「いいぞいいぞ。二人とも、好きなものを買ってやる」

「やった～！」

　その男性の顔には、確かに見覚えがあった。

（あの人が、高野副社長……？）

　じりじりと近寄って、凛はその顔を凝視する。そして理解した。

　彼こそが、あの大手通販会社ノクターンの副社長、高野清隆だ。

「っ」

　絶対に、無理だ────。

　この時、凛は確信してしまった。

　彼の纏う空気、女性を見つめる眼差し、非の打ちどころがないような美しい体躯。

　あれは、正真正銘の一流だ。

　選ばれた人間だけが近づける、近づくことを許される、絶対不可侵の領域。

　そこに、間違っても凛のような育ちの人間が、割って入ることなど許されない。

「ねえねえ。さっきから、あの女がこっち見てくるんだけど」

「私も思った～。追い払って」

　凛はハッとする。

　清隆にばかり気を取られて、周りを囲む女性の目を気にするのを失念していた。

「何の用だ？」

　ついに、清隆から話しかけられる。

　凛は頭が真っ白になって、ひとまず何か言おうと口をパクパクさせた。

「あ、あの……！　私……」

「さっさと答えろ。俺が質問しているんだぞ」

　ダメだ。ダメだ。ダメだ。

　一挙手一投足、一つでもここで間違えれば、すべてが終わりだ。

　凛は浅い呼吸を繰り返しながら、バクバクと音を立てる心臓に手を当てる。

「……っ。高野さん、ですよね？　その……少し、お話したいと思いまして」

　その、勇気を振り絞って出した言葉を、清隆は気にも留めない。

　ただただ、凛のあるがままの姿を見て、彼は鼻で笑った。

「お前は、ドレスに着られているな」

「？」

　凛が小さく首を傾げると、清隆は続ける。

「大方、ドレスなんて片手で数えられるほどしか人生で着用していない。言葉遣いもそうだ。ろくな教育を受けていないんだろう。その痩せ細った身体も、女としての魅力が欠片もない。お前程度の女のために、どうして俺が時間を割いてやらねばならないんだ？」

　彼はまるで、汚物を見るような眼差しで凛を見つめてくる。

　その眼差しは、これまで絹川家で受けたものと相違ないはずだ。

　しかし、今まで感じたこともないような、恐ろしい、凄まじい威力があった。

「ごめんなさい……」

「とっとと失せろ。金が欲しいなら、最低限の教養は身に付けて男に媚びるんだな」

「はい。申し訳ございませんでした」

　凛は何度も謝罪を口にして、すぐさま背中を向けると、シャンパングラスを傍にあったテーブルに置いて会場を出る。

　ヒールで足を捻りながらも急いで階段を下りて、外の空気を思い切り吸い込んだ途端、全身が震えだすのを感じた。

（……ほら。やっぱりダメだった）

　──ろくな教育を受けていない。

　彼は、当たり前のようにそれを見抜いた。あの一、二分ほどの出来事で、だ。

（最初から、私なんかに達成できるミッションじゃなかった。私はろくな教育なんて受けてないんだもの。受けたくても、受けられなかったのだから）

　どうしようもない敗北感と、ここまで着飾っても何も中身は変わっていないのだという絶望で、自然と涙が溢れてくる。

　いつから、泣くのを諦めただろう。泣いても無駄だと悟ったのは、何歳の頃だったか。

「私だって……」

　悔しい。悲しい。寂しい。好きでこんな人生を歩んできたわけではない。

　こうするしかなかった。これしか道は与えられなかった。

（私が今まで、どれだけの想いで生きてきたか、あの人は知りもしないくせに……！）

　拳をぎゅっと握りしめる。この怒りは、悲しみは、一体どこに向ければ──。

「泣いたら、せっかくの化粧が台無しですよ。お嬢さん」

「……？」

　不意に、誰かから声を掛けられた。

　凛は鼻を啜って顔を上げると、そこには明るいベージュの髪色をした男性が立っている。

　年齢は、凛よりも五歳ほど年上だろうか。フレームのないスタイリッシュな眼鏡をかけたその人は、身長もすらりと高く、百八十は超えているだろう。二重の瞳はハッキリとしていて、色白な肌に色づく唇は血色の良いピンク色をしている。気品のある物腰は育ちの良さを感じ、全体的な印象は眉目秀麗と表現するのが正しいかもしれない。顎の形もシャープで、日本人離れした美しさがあった。

　グレーのスーツを着用した肉体は、普段から鍛えているのだろう、肩幅から胸筋にかけてしっかりと筋肉がついている。

「どちら様、ですか？」

　凛の口を突いて出た言葉に、男性はどこか寂しそうに目を細めた。

「どちら様……か。そうか。そうですよね」

　そう呟いてから、彼は気を取り直したように自己紹介を始める。

「俺の名前は、月山誠二。貴方が今しがた話しかけた、高野のビジネスパートナーです。現在は株式会社ノクターンの代表取締役社長を務めています」

（社長？　この人が？　それに……）

「誠二……？」

　単なる偶然だろうか。その名前は、かつて凛のことを『迎えに行く』と約束してくれた男性と同じものだった。

　そのせいで、凛は思わず名前を呼び捨てにしてしまうと、誠二はクスッと笑う。

「おや。下の名前で呼んでくださるなんて、嬉しいですね」

　凛はハッとして、慌てて謝罪をする。

「ごめんなさいっ。……月山さん」

　慌てて言い直すも、誠二は首を傾げた。

「どうして苗字で呼ぶんです？　一度は誠二と呼んでくださったのですから、以後もそう呼んでください」

「……」

　それには、すぐに返事ができない。

　このまま、下の名前で呼んでもいいのだろうか……？

「じゃ、じゃあ、誠二さん」

　おそるおそる凛が名前で呼ぶと、誠二は花が咲いたような笑顔を見せた。

「ええ。それがいい」

　そう言って、誠二は笑みを浮かべたまま、核心をつく。

「ところで、つかぬことをお聞きしますが、高野と何が話したかったんです？　絹川運輸の社長令嬢様が」

（嘘……。全部、見抜かれてる？）

　しかし、凛の存在は外の人間に秘匿にされているはずだ。

　どうして誠二は、凛の存在を認知しているのだろう。

　だが、今はそんなことなど関係ない。ひとまず、彼には謝罪をするべきだ。

「ごめんなさい。私……」

「謝ってばかりじゃ分かりませんよ。怒らないので、理由をお聞きしても？」

「……！」

　高野清隆と肉体関係を持ちたかった、なんて言ったら、どう思われるだろう？

　きっと、いやらしい女と思うだろう。なんて浅ましい、醜い女と笑われるかもしれない。

　だが、どんなに真実を包み隠そうと、彼には無意味な気がしてしまう。

　なにせ、凛の存在を知っているのだ。絹川運輸の内情のことも、既に熟知しているのかもしれない。

「私は、高野副社長と肉体関係を持って、それを利用して絹川運輸とノクターンの業務提携の話を進めようとした、美人局です……！」

　凛は隠すことなく、嘘偽りのない事実を申告した。

「ごめんなさいっ。私は最低な人間です！　ノクターンの敵です！　だから、貴方の敵でもあります……！　申し訳ございませんでした！」

　凛は深く頭を下げて、誠二に謝罪する。

　誠二はしばらく呆気にとられたように硬直していたが、しばらくしてクスクスと笑いだした。

「ふふっ。ハハッ。アハハハハハッ」

　その笑い声は徐々に大きくなっていき、誠二は言う。

「そんなの、できる訳ないじゃないですか！　一人の女を抱いたら、絹川と業務提携？　そんな簡単に事が上手く運ぶなんて、あり得ませんよ！」

「そうですよね。すみません……。私も分かっていたのですが」

「そもそも、高野が女性絡みで問題を起こすことなんてしょっちゅうです。でも、そのほとんどが百万円程度のお金でなかったことにされる。貴方が抱かれたとしても、同じ結末を辿ったでしょう。お金が欲しい訳ではないのなら、抱かれ損です」

「ですよね……」

　誠二に思い切り笑われて、凛はふと我に返る。

　確かに彼の言う通り、自分一人で会社の問題をどうこうできるはずがない。もしかしたら、両親は最初からそれが分かっていて、凛を厄介払いしたかっただけかもしれなかった。

「そもそも、愛してくれもしない両親のために、身体を売るなんて馬鹿げてる。そうは思わないのですか？」

　不意に出てきた誠二の言葉に、凛はフリーズする。

「なんでそれを……」

　美人局をしようとしたことは伝えたが、それが誰の指示によるものかは言っていない。

　ましてや、両親に愛されていないことは、知り得ない情報のはずだ。

　しかし、誠二はさらりと言う。

「以前、個人的に絹川のことを調べまして。貴方がどういう状況に置かれていたかも俺は知っています。そういう訳で、うちが絹川運輸と業務提携を結ぶことは、何があってもあり得ません」

（絹川運輸の内部事情を知っているから、業務提携をしない？　それって、どういう……）

　凛の頭に、疑問符が幾つも浮かぶ。

　すると、誠二は右手をスッと差し出した。

「手、見せていただけませんか？」

「え？」

「先ほどから、気になっていたんです。貴方の手のあかぎれ」

　誠二は先ほどまで笑顔だったのに、途端に表情を暗くさせる。

「……それは」

「見せてください。お願いです」

　誠二に強く願われ、おそるおそる両手を差し出す。

　包み込むように優しく触れたその手は、凛の指先のあかぎれをじっと見つめた。
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「この手を見れば分かる。貴方がどれだけ、辛い状況に身を置いていたか」

　彼の言葉があまりにも優しく胸に響いて、今度は別の意味で涙腺が緩みそうになる。

　ずっと、家族から我慢を強いられて生きてきた。自分の意思を表に出すことも許されず、小間使いされる日々に精神を摩耗させてきた。誰一人として優しい言葉を掛けてくれることもなく、一生このまま、暗闇の中を生きていくのだと思った。

　自分の人生なんて、母が死んだ十三年前に終わったのだと、そう諦めてしまっていたから。

「絹川凛さん」

「えっ。名前……」

　誠二は確かに今、凛の名前を呼んだ。

　名乗った覚えはない。どうして彼が、その名前を知っているのかも分からない。

「────俺と一緒に、絹川を裏切りませんか？」

　誠二の放った言葉に、胸が大きく揺さぶられた。

『裏切る』

　ずっと考えないようにしてきた、この状況を打破する一つの選択肢。

「……何を、言って」

　絹川家の言うことは、絶対だ。

　逆らうことは決して許されない。許されてはならない、はずなのだ。

　しかし、誠二は真剣に続ける。

「俺は至って本気ですよ。貴方をこれ以上、あの場所に置いておくことなんてできない。見て見ぬフリができるほど、俺は冷酷な人間ではありませんから」

「……でも」

「やっと外に出られたのでしょう？　それなら、このまま逃げてしまいましょう」

　どうせ逃げたところで、行く宛てなどどこにもない。

　そう自分に言い聞かせて、鍵のかかっていない檻の中で惨めに生きてきた。

「私には、行くところなんて……」

「俺のところに来ればいい。先ほどは高野が失礼な発言をしましたが、今後は貴方に対する物言いも改めるよう俺が言っておきます」

　生まれて初めて、他でもない自分のために差し出された手。

　その手をじっと見つめてから、凛はゆっくり顔を上げた。

「なんで……そこまで」

（私のために、してくれるの……？）

　今しがた、初めて会話した女性に、彼がそこまでのことをしてあげる義理はないはずだ。

　人を一人養うことが、どれだけお金がかかることなのか、凛も大人だから理解している。

　それなのに、彼の眼差しは決してぶれることはなく、凛を真っ直ぐに見つめたまま、そっと誠二は微笑みかけた。

「その理由が分かるまで、俺と一緒にいましょう？　凛さん」

（私のこと、名前で……）

　何故かはまだ分からない。誠二とは初対面のはずなのに、ずっと前から彼のことを知っていたような気がする。

　その温かな手に触れただけで、全身を預けるように、彼の優しさに甘えてしまいそうになる。

「ひとまず、このままパーティーを抜けましょう。ここに居たら、絹川の誰かに見られているかもしれないですからね。念のため、盗聴器などがないか確認しても？」

「えっ。とうちょう？」

「失礼」

　誠二は、凛の周りをぐるりと回って、ドレスに異物がついていないか確認する。

　そして、凛の後ろ髪を横にずらすと、首の後ろについた小さな黒い盗聴器を発見し、それをドレスから引き剥がした。

「何、それ……」

　そんなものが付いているなんて、両親からも聞いていない。

　凛は困惑するも、誠二は盗聴器を右手で握りつぶし、近くのテーブルに置く。

「今までの会話、聞かれていた可能性が高いですね。さっさと逃げましょう」

「えっ」

「逃げたところで、逃げた先がバレていますが。まぁ良いでしょう。俺の家のセキュリティを舐めてもらっては困る」

　誠二は凛の右腕を掴み、スタスタと歩き出す。つられて歩き出した凛は、誠二に問いかけた。

「それは、お継母かあ様が仕掛けたのですか？」

「さぁ？　そのドレスを用意した者が手配したのでは？」

「……そんな」

　凛がスマホで残す証拠の他にも、会話内容を録音することで、より確実な証拠を残そうとしたのだろうか。

　誠二は淡々と語る。

「おそらく、貴方に話しかけた相手が俺だから絹川は動かなかった。最終目標がうちとの業務提携であれば、落とす相手は清隆ではなく俺でもいい。ある意味、こちらとしては好都合です」

「……っ」

「一応、清隆にはパーティーを抜けると伝えます。ついてきてください」

「はい」

　誠二は凛の手を引いて、パーティー会場へと一度戻る。

　そして、その足で高野清隆の前に立つと、彼の名前を呼んだ。

「清隆」

「……どうした？」

　清隆は話しかけられても立ち上がることなく、隣に座る女性の髪に触れて、慈しむようにその頭を撫でている。

「俺は先に会場を出ます。好きなだけ遊んで結構ですが、後始末が大変な遊び方はしないように」

「分かってるよ。お前こそ、何を拾ったんだ？」

　誠二の背後に立つ凛を見て、清隆はクスッと笑う。

　どうやら彼は、凛に思うことがあるらしい。

「宝物です。ようやく外に出てきてくれた。これは千載一遇のチャンスですから」

「ハハッ。ガキの約束だろ？」

「それでも、俺にとっては大切な約束ですから」

（……？）

　二人の会話の意味が、凛にはすぐに分からない。

（子どもの約束？　って、なに？）

　すると誠二は、「行きましょう」と声を掛けてくる。凛は黙って彼についていくと、そそくさと会場を後にし、駐車場へと向かった。

「……あの」

　二人きりになったところで、凛は疑問を投げかける。

「先ほどの会話は、どういう意味ですか？」

　誠二はこちらを振り返ると、悲しそうに笑みを浮かべた。

「さぁ。どういう意味でしょうね？」

「……」

　どうして彼は、時折とても悲しそうな顔をするのだろう。楽しそうに話しかけてきたと思ったら、すぐに寂しそうな顔をする。

　その理由はまだ分からないけれど、『分からない』と思うたびに、一つの可能性がふと頭の中を過ぎった。

（これはただの、思い上がりでしかないけれど……）

　そんなこと、本当にあるのだろうか。

　子どもの頃に交わした約束なんて、とうに時効を迎えている。

　それでも……。

（貴方は、もしかして）

　そうであってほしい。

　そうであったなら、どんなに幸せなことだろう。

　これがただの、願望でしかないことは分かっている。

　それでも、どうしても一筋の希望に縋ってしまう自分が、一つの答えを導き出した。

　────貴方は、あの日『迎えに行く』と約束してくれた……。






　あの、『誠二くん』ですか？

















第二章　初めて感じたときめき












　駐車場に到着すると、誠二は背広から車の鍵を取り出し、白塗りの車の鍵を開錠する。

　車のことは詳しくないが、見覚えのあるブランドエンブレムだ。右ハンドルではあるが、外国産のものと思われる。中型車でスタイリッシュな造りをしており、洗車も行き届いていた。車に拘りがある人が所有するものだと、一目見ただけですぐ分かる。

「念のため。スマホは持っていますか？」

「あ、はい」

「出してくれます？」

「はい」

　凛はドレスバッグの中からスマホを取り出し、誠二に渡す。

「この中に、大事なものはしまってありますか？」

「いえ。特には」

　凛の返答を聞いた誠二は、迷うことなくスマホを投げ捨てる。

　それは駐車場の脇にあった噴水の中に着地し、ポチャンと音を立てて見えなくなった。

「あっ」

「後で新しいものを俺が買います。今は絹川に邪魔される訳にはいかないので」

　誠二はそれだけ言うと、急いで車に乗り込む。慌てて凛も助手席に座ると、エンジンがかかるなり、車が発進した。

　一刻も早くこの場から逃げたいのか、運転席に座る誠二には焦りすら感じる。しかし、しばらく運転をして会場から遠のくと、誠二はバックミラーで追手がいないことを確認し、ようやく笑顔を取り戻した。

「まだ何も食べてませんよね？　どこかで腹ごしらえしましょう」

「あ、はい」

「何が食べたいです？　なんでも好きなものを言ってください」

　なんでも好きなもの、と言われると、先ほどパーティー会場で見た料理が頭に浮かんでしまう。だが、どれも高価なものばかりだ。初対面の男性に頼むなんて、おこがましいにも程がある。

　それでも、今すぐ食べたいものが、どうしてもそれしか思い浮かばない。凛はおそるおそる口を開いた。

「ろ、ローストビーフ……」

「なるほど。いいですね」

「でも！　お金、払えないです！」

　外から一歩も出ることを許されない凛は、現在の物の相場もよく分かっていない。ローストビーフを外で食べると幾らするのか、凛には想像もつかなかった。

　それに、今の凛は正真正銘の無一文だ。会計時に出せるものなど、何一つ持っていない。

「気にしないでいい。そのために社長になったんですから」

「でも……」

　誠二はチラと凛の方を見て、小さく笑った。

「凛さんが喜んで食べるところが見たいんです。これは俺の我儘ですから、凛さんは気にせずお腹いっぱい食べてください」

「……！」

（そんなことを喜んでくれるなんて、誠二さんって、とても変わった人？）

　今までずっと、食べる物もろくに与えられず、醜い、臭いと罵られて生きてきた。

　自分には何の価値もないと痛感する日々を送っていた凛にとって、彼の言葉はとても優しく響く。

「俺の友人が、レストランの経営をしているんです。そこなら個室もありますし、ここからも近い。ゆっくりとはいかないですが、一旦そこで休憩しましょう」

　そう言って、誠二は車を走らせる。

　しばらくして車窓の景色が変わると、遊園地が見えてきた。観覧車には20：18と時間が表示されていて、夜空を彩るイルミネーションが点灯している。近くには港も見えて、何隻か船が停泊していた。その見たことのない美しい景色には、自然と胸が高鳴る。

　近くにあった駐車場に車を停めると、二人は外に出た。

　十一月の夜空は肌寒く、身体がプルッと震える。その姿を見た誠二は、何も言わずにジャケットを脱ぐと、それを凛の肩にかけた。

「……ありがとうございます」

「どういたしまして」

　そのまま、五分ほど歩いただろうか。ビル街を縫うように歩いた先に、黒塗りの木造家屋が見えてくる。そこでは、『＆ＮＡＴＵＲＡＬ』と看板が掲げられたお洒落なバー＆レストランが営業していた。

「久しぶり」

　誠二はレストランに入ると、黒のエプロンをした三十代男性に声を掛ける。

　その人はここのオーナーなのだろうか、誠二に気づくなり笑顔を見せた。

「おぉ。久しぶり！」

「ちょっと訳ありなんだ。個室は空いてるか？」

　すると、オーナーは誠二の後ろに立つ凛に気づく。

　凛が軽く会釈をすると、彼はハハッと笑った。

「女連れで訳ありって、何する気だよ？」

「変なことはしない。誰にも会話を聞かれたくないんだ」

「……なるほど。了解」

　本当に了解したのかは分からないが、オーナーは二人を店内の奥に通す。最奥には幾つかの個室があり、そのうちの一つに通されると、二人は向かい合うようにソファに腰掛けた。

　誠二はメニュー表を見てすぐに注文を済ませる。その後に水がテーブルに置かれると、オーナーは厨房へと戻っていった。

「……あの、そんなに警戒しないとダメなんですか？」

　わざわざ個室まで用意してもらって、このお店のオーナーにも誠二にも申し訳ない気がしてしまう。

　誠二は水を口に含むと、凛を安心させるように優しい口調で続けた。

「今だけですよ。絹川の追手が来ないと分かったら、その後は自由です」

「あの。絹川は私に、そこまでの価値を見出していないかと……」

「と、思うでしょう？　ですが、昨日と今日では話が違う」

　それはどういう意味だろうか。

　凛が不思議に思っていると、誠二は分かりやすく説明してくれた。

「凛さんは現在、ノクターンとの業務提携の足掛かりとなる立ち位置に居るんです。凛さんを攫って、『返してほしければ業務提携を結べ』と言われたら、こちらは従うことしかできない。貴方の身柄には今、それだけの価値がある」

「……どうして、そこまでして私のことを？」

　今しがた会った女性に、誠二は何故、そこまでの価値を見出しているのだろう。

　より大きく膨れ上がっていく疑問に、誠二は寂しそうに笑った。

「どうしてでしょうね。ゆっくりでいいので、考えてみてください」

（考えて、と言われても……）

　何度考えたところで、思い出すのは十五年前の約束だけだ。

　誠二くんとした、必ず凛を『迎えに行く』という約束。彼の顔が思い出せなくなって久しいが、大人になった今、誠二くんは元気にしているだろうか。

　今までの人生は、あまりにも嫌なことが多すぎて、楽しかった頃の記憶はすべて美化されている。けれど、それは凛の一方的な想いだ。もしかしたら、誠二くんは凛の存在すら忘れているかもしれない。

　でも、もしあの『誠二くん』が、目の前にいる彼だったら……。

（ううん。それはない。だって、『月山』くんではなかったもの。それだけは憶えてる。確か、苗字は……藤田ふじたか、藤崎ふじさきか……。藤がついたことは憶えてるんだけど）

　凛が悶々と頭を悩ませていると、真向かいに座る誠二は小さく笑う。

「ですが、心配のしすぎは良くないので。久しぶりの外ですから、今は思いきり楽しみましょう？」

　テーブルに飲み物が運ばれてくる。注文したのはオレンジジュースだ。二人は片手でグラスを持ち上げると、カチンと音を立てて重ねた。

「乾杯」

　凛はストローを使ってオレンジジュースを飲む。

　ジュースは贅沢品だから、凛は家で一切飲むことを禁じられていた。久しぶりの柑橘の味に、舌がピリピリする。でも、ゴクゴクと飲むにつれ、その味がとても美味しく感じられた。

「この後、したいことはありますか？」

　誠二の質問に、凛は首を傾げる。

「したいこと……？」

「可能であれば、すべて叶えたい。なんでもいいですよ？」

　いきなりそんなことを言われても、すぐには思い浮かばない。

　けれど、しばらく考えるうちに、やってみたいこと、したかったことが幾つか頭に浮かんできて、凛はその一つを言葉にした。

「写真を撮ってみたいです」

「写真？　なんの？」

「私、誰かと写真を撮るの、高校を卒業してから一度もしてなくて……。憧れのようなもので」

　普通の生活をしていたなら、写真を撮ることなんて日常なのだろう。

　だが、ずっと絹川家に閉じ込められていた凛にとって、その当たり前は願望でしかない。

「それなら、今から撮りましょう？」

　誠二はスマホを取り出すと、カメラ機能を使って二人が画角に入るよう手を伸ばす。

　インカメラになったスマホ画面は、凛と誠二の姿を映し出した。

「えっ。ええっ」

　いきなりカメラを向けられた凛は、身体をビクンと仰け反らせて驚いてしまう。

　その様子を横で見ていた誠二は、クスッと笑って凛に言った。

「こんなに綺麗に着飾ってるんですから、写真に収めないなんて勿体ない。今日はたくさん写真を撮りましょう？」

　言われてみれば、こんなにも綺麗に自分を着飾ったのはいつぶりだろう。折角素敵なドレスを着ているのだから、今日という日の記念に、何枚か写真を残しておくのも良いかもしれない。

　凛はできる限り口角を持ち上げて、ぎこちない笑みを作る。カメラ越しに誠二の表情を確認すると、彼はとても自然な表情で笑っていた。

　カシャッという音がして、写真が撮影される。凛は撮影が完了したことを確認してから、すぐに頭を下げた。

「久しぶりに笑ったので、変な顔になってたらすみません！」

　笑顔なんて、いつぶりに作っただろう。

　絹川家では笑うだけで怒鳴られ、気持ち悪いと吐き捨てられてきた。そんな凛にとって、誰の視線も気にすることなく、笑顔を作ることができたのは本当に久しぶりのことだ。

　凛がおそるおそる顔を上げると、先ほど撮影した写真に視線を落としたままの誠二は、暗い表情を浮かべていた。

「……それは、寂しい言葉ですね」

「？」

　誠二はスマホに映った凛の頭を撫でるように、画面に優しく触れる。

「これからは、凛さんの笑顔が絶えないような、そんな生活を送らせてあげたい」

　それが心からの願いであるかのように、誠二は顔を上げて、真っすぐ凛を見つめた。

「そのために、俺ができることはすべて、貴方にしてあげたいんです」

　その眼差しに、吸い込まれるような心地がする。どうして彼は、こんなにも凛に優しくしてくれるのだろう。彼といると、生まれて初めて、ときめくような感情を覚えるのだ。

（私……。誠二さんのこと）

　トクン──。

　胸が大きく脈を打ち、彼から貰った言葉一つ一つが、身体中に沁みわたっていく。

「あ。あの……。私！」

　凛がその続きを言いかけたその時、唐突にオーナーが料理を持って現れた。

「お熱いところすまん。国産牛とマルゲリータだ」

　その一言で、二人はハッと我に返る。

　出てきた料理は、ローストビーフなどの国産牛五種盛りと、ピザのマルゲリータだった。

「……ああ。ありがとう」

　オーナーがその場を去ってから、二人は食べたい分だけ小皿に取り分けて、熱いうちに食事を口に運ぶ。

　凛はまず、何よりも食べたかったローストビーフを食すると、その肉肉しい味わいに舌鼓を打った。

「！　美味しい」

　こんなに美味しい料理は、いつぶりだろうか。玉葱ソースの濃厚な味わいと、旨味が凝縮されたローストビーフが口の中で絡みあう。久しぶりのたんぱく質に、凛の身体は少し驚いているが、今なら幾らでも食べられそうだ。

「それは良かった。好きなだけ食べてください」

「はい！」

　続けて、ピザも口に運ぶ。火傷しそうなくらい熱々のピザは、チーズがとろりとよく伸びる。熱の通ったトマトの味わいも絶品で、脂っこいのに不思議と胃もたれしなかった。

「ふむぅ」

　口の中を火傷しないように、はふはふと浅い呼吸を繰り返す。

　いつもなら、すぐに食べ物が逆流してきて、えずくことが多かったのだが、今日はそれがない。もしかしたら、外の空気を吸ったことで、胃腸の調子が良くなったのかもしれなかった。

　空腹を訴えていた身体が、徐々に満たされていく。目の前に用意された食事をパクパクと頬張るうちに、あっという間にお皿は空になった。

「お腹、いっぱいになりました？」

　凛は笑顔で頷く。

「はいっ！」

「では、お会計しましょうか。長居は危険なので」

　誠二はテーブルで会計を済ませると、席を立って出口まで向かう。凛もその後ろをついていくと、誠二がオーナーにお願いする。

「すまない。外に怪しい人が立ってないか、念のため確認してくれないか？」

「あいよ」

　オーナーはレストランの外を出て、周囲をぐるりと見渡す。しばらくして店内に戻ってくると、誠二に言った。

「変な奴は立ってないな。普通に外の遊園地を楽しんでる奴らばっかだよ」

「分かった。ありがとう」

　誠二は最後に笑顔を見せ、レストランの外に出る。そのまま駐車場へ向かう道を歩いていると、ふと誠二は足を止め、顔を上に向けて観覧車の方を見た。

「そうだ。今から観覧車に乗りませんか？」

「えっ？」

「せっかくここまで来たので、記念になればと思って」

　凛が最後に観覧車に乗ったのは、小学生の時だ。母がまだ病気になる前、二人で遊園地の観覧車に乗った。

　そのあまりの高さに、凛はずっとゴンドラの中で震えながら、「怖いよぉ」と母に甘えていたのをよく憶えている。

（あの時は幸せだったな……。今は、観覧車も怖くないのかな？）

　ずっと働き詰めの毎日だった。たまの休息も、継母や弟に邪魔されてきた。

　けれど、今は誠二と二人きりだ。与えられたこの時間を思う存分楽しんでも、きっと誰にも邪魔されない。

「はい。乗ってみたいです」

　凛が笑顔を見せると、誠二は安心したように笑う。それから凛の右手を躊躇うことなく、ぎゅっと握りしめてきた。

「乗り場はこっちですよ」

　誠二に手を引かれて、一緒に観覧車の乗り場まで向かった。

　十一月の夜は肌寒いのに、誠二の手はぽかぽかと温かい。この温もりにずっと甘えたいと思ってしまうのは、今までずっと、心のどこかでこの温もりを探し求めていたからだろうか。

（楽しいな……）

　今までの嫌なことを全部、忘れることなんて、一生かかってもできない。

　それは、隣に誰かが居てくれたとしても同じだ。嫌なこと、悲しいことは、ずっと心の中に残り続ける。

　でも、今はそういうことをすべて心の中に封印して、自分のことを大切にしてくれる誠二との時間を大切にしたい。

　たくさんの笑顔に包まれたこの場所で、彼との新しい思い出を作りたい。

「すぐに乗れましたね」

　凛は誠二と向かい合うような形でゴンドラに乗り込むと、乗務員が扉を閉める。ゆっくりと上昇していくゴンドラの中で、凛は目の前に座る誠二に話しかけた。

「あの……その」

「どうしました？」

　上手く言葉が出てこない。それでも、誠二は凛の言葉をずっと、静かに待ってくれている。

　凛はゆっくり、言葉を選ぶように、その口を動かした。

「つまらないかもしれないですが、私の過去の話を聞いてほしくて」

「はい。いいですよ？」

　この話を誰かにするのは、これが初めてだ。

　ずっと、この記憶は凛にとって宝物だった。誰にも否定されたくなくて、笑われて汚されたくもなかった。だから、自分の胸の内に閉じ込めて、鍵をかけたのだ。

「私、十五年前に、誠二くんって男の子と約束したんです。『結婚しよう』って」

「……」

　誠二は黙ったまま、真剣に凛の話を聞いてくれる。

　しかし、凛は話すうちに恥ずかしくなって、思わず目を伏せてしまった。

「子どもの頃の話なので、もう時効を迎えていることは分かってます。でも、辛いことがあるたびに、ふと思い出すんです。……その約束を」

　この約束のおかげで、凛は今日まで生きていくことができた。

　凛にとってこの約束は、それほどまでに大切なことだったのだ。

「いろんなことがあって、誠二くんとも会えなくなって、家から出られなくなって……。ずっと独りぼっちでいるうちに、誠二くんの顔も思い出せなくなって。辛くて、悲しくて……それで」

　ぐるぐると頭の中で、たくさんの言葉が浮かぶ。でも、そのどれもが悲しい言葉ばかりで、凛の口は自然と閉ざされてしまった。

　視界が滲んで、泣きそうになっていることに気づく。咄嗟に指先で目頭を押さえると、誠二は堪えきれないとばかりに、凛の身体を抱きしめた。

「！」

　凛は大きく目を見開く。何故なら、彼の身体は小刻みに震えていたからだ。

　言葉にされずとも分かった。

　その身体の震えが、すべての答えを凛に教えてくれたから。

「ごめん、凛。ずっと迎えに行けなくて」

　誠二が、子どもの頃と同じように『凛』と呼んだ。

　この時、ようやくすべての合点がいく。

　彼がこんなにも真剣に、誠実に、凛のことを想ってくれる──その理由もすべて。

「……やっぱり。貴方が、誠二くん？」

　凛の問いかけに、誠二は静かに頷いた。

「そうだよ。なんで、もっと早く気づいてくれないの」

「だって……誠二くんは、確か苗字が」

「あの後、両親が離婚して、母の旧姓を名乗るようになったんだ」

「……そうだったんだ」

　おそるおそる、凛は顔を上げる。

　誠二はゆっくりと凛の身体から離れると、二人は確かめるように互いの顔を見合った。

「私ね、ずっと、誠二くんに会いたかった」

　凛のありのままの想いに、今度は誠二が泣きそうな顔をする。

「会いに来てくれて、ありがとう。誠二くん」

　もう大人になったから分かっている。

　あの日の約束が、とうに時効を迎えていることくらい。

　それでも、あの約束は果たされた。

　そのことが嬉しくて、凛の顔には自然と笑顔が浮かぶ。

「俺は、ずっと凛に会おうとしていたんだ。何度も、何度も、身分を伏せて変装して、凛に会いに行った。でも、いつも門前払いで……。屋敷に勝手に侵入したら、警察に突き出されたこともある」

「……そうなの？」

　すると、誠二は悔しそうに拳を握りしめる。

「凛に会いたかっただけなのに、あの両親はいつもそれを邪魔する……！　どうやったら凛に会えるんだって、何度も頭を悩ませて。そしたら、思いついたんだ。凛を外に出す方法」

「？」

　誠二は続けた。

「まず俺が、高野に絹川宛てで『業務提携を考えている』とメールさせる。それに食いついた絹川は高野と商談の提案をしてきたが、俺が当日になってその情報を聞きつけたことにして、反故にさせる。すると向こうは『どうすれば社長に邪魔されず、高野と懇意にできるか』を考える。その時、『高野が新しい女を探している』と嘘の情報を流す」

「えっ。そんな……」

「かなりの賭けだったけど、絹川家の血を継ぐ女性は凛しかいないから、まずは試しに凛を送り込むだろうことは推測できた。それに、高野を落とすのに同行者がいるとは考えにくい。結果として、凛を一人で外に出すことに成功した」

「そこまで、考えてくれていたの？」

　まさか、これまでの一連の出来事が、誠二によって仕組まれたものだとは思ってもいなかった。

　誠二は深く頭を下げると、凛に謝罪する。

「すまなかった、凛。『身体で落とせ』なんて言われて、不安だったよな。でも、これくらいしか、一人で外に出す方法が思いつかなかったんだ」

　荒療治ではあるが、これが誠二の思いつく最善の方法だったのだろう。

　そんな彼の勇気が、結果としてこの状況を作ってくれたというのなら、凛はそのすべてを許したい。

「別にいいの。確かに不安だったけど、こうして誠二くんが助けてくれたから」

　それが、今の気持ちのすべてだ。

　誠二と再会できて良かった。

　そして、願わくばこの先も、誠二の隣に居続けたい。

「凛に会えて、本当に良かった……！　こんなにギリギリの生活を、ずっと独りで頑張ってきたと思ったら、一日でも早く凛を解放したいと思っていた」

　ずっと彼は、凛の身を案じてくれていたのだろう。

　凛の両腕を掴んで、彼は必死に凛のことを離すまいとしている。

　凛はそっと笑みを浮かべると、誠二を安心させるように囁いた。

「確かに辛かったけど、誠二くんとの約束を思い出したら、自然と元気が湧いてきて。ここまで頑張ってこれたよ」

　また誠二と再会できたことは、奇跡なのかもしれない。

　互いが互いを想って、諦めなかったからこそ、この瞬間を迎えることができた。

「ありがとう。俺も、凛との約束があったから、ここまで頑張ってこれたんだ」

　誠二は再度、凛のことを正面から抱きしめる。

　彼の身体はもう震えていない。誠二の身体の熱がこちらまで伝わって来て、凛は両手を伸ばし、その背中に回す。

　観覧車はいつの間にか降下を始めている。煌びやかな外の景色は二人を祝福するように輝いて、誠二はゆっくりと顔を凛に寄せた。

　二人の唇が、そっと重なり合う。彼の唇から感じる熱が、凛の胸を熱く、優しくときめかせた。互いの唇は一度離れるも、すぐにまた求めるように重なり合う。

　ずっと誠二に触れていたい。彼の胸の中で、その愛を感じていたい。

　何度もその存在を確かめるように、二人は唇を重ねる。すると、不意に誠二の唇が動いた。

「……凛」

「？」

　凛が唇を離すと、吐息のかかる距離で、誠二は囁く。

「愛してる」

　もしかしたら、この悲しみと苦しみに満ちた二十四年間、凛はずっとその言葉を待っていたのかもしれない。

　それを耳にした瞬間、自分でも気づかぬうちに涙が溢れてきて、静かに右頬を伝った。

「あ、あれ？　私……」

　凛は右手の甲でその涙を拭うと、誠二は微笑む。

「笑って？」

　彼からのお願いに、凛は鼻を啜りながら、へへっと笑う。

　その笑顔を見た誠二は、凛を慈しむように一度、その頭を撫でた。

「……ありがとう」

　観覧車が、ついに降り口まで到着する。

　誠二は立ち上がって先にゴンドラから降りると、凛に向かって右手を差し出した。

「行こう」

　もう迷わない。

　彼の手を、決して離したりしない。

　凛はその手を取って、大きく頷く。

「うんっ！」

　凛は誠二の隣を並んで歩き出す。外はひんやりと冷たくて、深く吐いた息は白に染まる。

　それでも、今は不思議と寒くない。

　それは、今も肩にかかった彼のジャケットと、その手の温もりがあるからだ。

　二人は駐車場に停めていた車に乗り込むと、誠二の自宅へと向かいだした。
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　誠二の自宅は、恵比寿にあるタワーマンションの最上階だった。

　彼は凛との約束を守るために、清隆とノクターンを創業し、社長にまでなった男だ。

　ずっとこの部屋に凛を連れてきたかったのか、凛の手を握りしめた彼の手のひらは、自宅に近づくにつれて薄っすらと汗ばんでいく。

　このマンションはセキュリティが厳重で、エントランスやエレベーターの使用にはカードキーをかざす必要がある。上層階用のエレベーターに乗り込み、誠二が押した階数は五十三階だ。機体は驚く速さで上昇し、あっという間に目的の階に到着する。誠二はまたも廊下の入口でカードキーをかざすと、最奥の角部屋の前で立ち止まった。

「今日からここが、凛の家だよ」

　誠二は鍵を開錠して、凛を自宅に招いた。

　白の大理石が敷かれた玄関で靴を脱ぐと、来客用のスリッパを履いてから、おそるおそる廊下を進む。その先には、一面に黒の大理石が敷かれた、三十畳もあるリビングがあった。中央の黒革のソファの前には大型テレビが置かれ、その間にあるガラステーブルには小さな観葉植物とノートパソコンが置かれている。その横には食事をするための黒テーブルがあり、アイランドキッチンには一通りの調理器具が並んでいた。

「わぁ……！　素敵な部屋ですね」

　凛が振り返って話しかけると、誠二はどこか緊張した様子で言う。

「そう？　凛にそう言われると……嬉しい」

　誠二はおもむろにネクタイを外すと、それをテーブルに置く。そのままこちらに近づいてくると、もう堪えきれないとばかりに凛を抱きしめた。

「凛……。俺」

　彼が何を求めているのか、凛にも分かっている。

　それは、凛も欲しがっているものだ。

「今日は、ずっと一緒に居てくれる？」

　凛の方からそれを口にすると、誠二は恥ずかしそうに唇をキュッと噛んだ。

「いいの？　凛」

　その答えは、もう決まっている。

「うん。いいよ」

　凛が誠二の背中に手を回すと、彼はそれを合図に凛の唇を奪う。

　このキスは、先ほどのような可愛らしいものではない。互いの愛を確かめるように、凛の唇を貪る熱い口づけは、やがて凛の腔内に舌を絡ませることでより熱を帯びた。

　彼の肉厚な舌先が、凛の舌に絡み合う。ぴちゃりと音を立てて重なり合う舌は、凛の上顎をなぞるように動いて、歯の裏を舐めた。ゾクゾクと背筋に痺れが走って、凛は「ん」と声を漏らす。しかし、彼の凛を求める動きは止まることを知らない。

　凛の唇の先から、つうっと唾液が垂れる。誠二は背中に手を回すと、逃げる凛を追いかけるように身体を傾けながら、その口づけを止めない。

　凛が舌を吸い込むように力を入れると、誠二の身体がビクッとする。彼は甘く息を吐いて凛の唇を舌で舐めると、ゆっくりとその唇を離した。

「……もう我慢できない」

　誠二は凛の腕を引いて、寝室へと招き入れる。そこにはキングサイズのベッドが用意され、黒の掛布団カバーが敷かれていた。

　凛はそのベッドに押し倒され、誠二がその上に跨る。彼はじれったそうにシャツのボタンを三つほど開けると、熱そうに息を漏らしながら、濡れた瞳で凛を見つめた。

「ずっと、こうしたかった」

　彼は凛の頬を撫でながら、はぁと息を吐く。誠二の頬は高揚し、火照った身体を隠すズボンは、その屹立の形を浮き彫りにさせていた。

「凛……凛」

　誠二は首筋を舐めて、凛の身体を堪能する。それから、凛に背中を向けさせると、ファスナーを下ろしてドレスを脱がせた。

　ドレスを脱いで、ベッドの下に置く。下着姿となった凛を見て、誠二はそのお腹に右手で触れる。その指先を徐々に上に向けて、ブラジャーに手をかけた。

　今日のブラジャーは、この日の為に継母が用意してくれたものだ。赤の生地に雪の結晶の銀の刺繍が施された、クリスマス仕様のもので、見せる相手が誠二になるとは思わなかった。

　だが、初めての行為は、愛する人としたい。

　そう、他の誰でもない、誠二がいいのだ。

「下着、可愛い」

「そう？」

「……これを清隆に見せようとしてたなんて、嫉妬するな」

「っ」

　誠二の指先が、ブラジャーの中へと入っていく。彼は凛の乳房に触れて、その中心にある乳首を人差し指で弄った。その言い知れぬ快感から凛が身をよじるも、彼は親指と人差し指を使って凛の乳首をクリクリと触る。

　浅く息が漏れて、凛の身体に力が入る。誠二はブラジャーをずらすと、はみ出た乳房を揉んで顔を近づけた。

　彼の舌先が、凛の乳首に触れる。彼は乳首を舐めてから、ちゅうと音を立てて吸い込んだ。その愛撫によって敏感になった凛の下半身からは甘い蜜が垂れ、ショーツが楕円形にじわりと濡れる。

　彼の指先で乳首を弄られただけで、こんなにも気持ちいいのだ。中をその肉棒でめちゃくちゃにされたら、どれほどまでの快楽だろう。想像するだけで、凛の身体は熱く滾っていく。

　誠二は身体が火照ったのか、シャツにパタパタと空気を送って、面倒そうにボタンを外す。上半身に纏うものを取り払った彼は、凛の身体と改めて向き合った。

　六つに割れた彼の腹筋が、凛の目の前に来る。胸筋の上にはピンクに色づく乳首があり、贅肉のない逞しい身体は薄っすらと汗ばんでいた。

「凛。……凛」

　誠二は名前を呼びながら、何度も凛の唇を奪う。ちゅっと音を立てて重なり合ううちに、彼の右手が背中に伸びてブラジャーのホックを外した。

　はだけたブラジャーを引っ張って、凛の胸が露わとなる。痩せ細ったその身体はあばら骨が見え、決して綺麗なものとは言えない。それでも、誠二は大切なものを扱うように優しく乳房を揉んで、乳首を舌先で舐めた。

「誠二さっ……！」

　乳首から感じるゾクゾクとした刺激が、凛の脳を支配する。気持ち良いのか、恥ずかしいのか、凛にはよく分からない。その快感に背中をのけ反らせて、凛は誠二の肩にしがみつくように手を伸ばした。

　手のひらに、彼の体温が伝わる。その温かさが、凛にはとても心地が良かった。緊張しているのだろうか、誠二は浅い呼吸を繰り返している。

「……脱ぐから」

　それだけ言うと、誠二はベルトを外して、ズボンのチャックを下げる。その隙間から見えたボクサーパンツには、隠しきれていない屹立の形が浮き彫りとなっていた。

　その先端は先走りで濡れ、誠二はおもむろにパンツを脱ぐ。雄竿は凛を求めるように硬く、肥大化している。その、初めて見る男性の屹立に、凛はゴクンと唾を飲みこんだ。

「凛のも、見せて？」

　続けて、誠二は凛のショーツに手をかける。するりと脱がされたショーツは、甘く蜜が糸を引いていた。凛は恥ずかしそうにショーツを隠して、ベッドの下に落とす。しかし、糸を引いているところは誠二も既に確認している。

「中、弄るよ？」

「……うん」

　凛の秘部に、誠二の右手が近づく。花弁にひたと触れて、誠二はゆっくりと陰核を弄った。痺れるような気持ち良さが、全身を駆け抜ける。隘路からは蜜が溢れ、まだその中には挿入されていないのにちゅぷっと小さく音を立てた。

「はぁ。ん」

　凛は唇をきゅっと噛んで、誠二の指の動きに注目する。彼の指先は花弁に触れ、蜜路の先端を何度か擦った。やがて、中に挿入しても大丈夫と思ったのか、誠二は人差し指を入れてくる。

「……！」

　初めて膣内に挿入される指の感覚に、自然と緊張が走る。彼の第三関節まで指が挿入されると、蜜路を上下して中を解していく。

「……ん。ふ」

　彼の肩にしがみついたまま、凛は小さく声を漏らす。徐々に解れていく蜜路は、人差し指だけでは物足りない。誠二はそれに気づいたのか、続けて中指も挿入する。

「誠二さん……」

「なに？」

　はぁ、はぁ。何度も息を吐きながら、凛は囁く。

「もう、大丈夫、だから」

　しかし、誠二は簡単に首を縦には振らない。

「初めてだから、ちゃんと解すよ」

「でも……！」

　身体中が熱くなって、意識が朦朧とする。指だけでは、圧倒的に足りない『何か』を求めて、秘穴がずっと疼いている。

　寝室に、凛の蜜と誠二の指が絡み合う淫らな音が響き渡る。その音だけでも、凛の意識は快楽に浸食され、どうにかなってしまいそうだ。

　彼の第一関節がクイッと曲げられ、凛の蜜路をこじ開ける。凛の敏感なところが少しずつ分かってきた誠二は、その反応を確かめるように要所で執拗に弄った。

「んんっ」

　漏れ出た声とともに、凛は破顔する。今まで感じたことのない快感に、凛は声を我慢することができない。

「あっ。あ……っ？」

「そろそろかな」

　誠二は指を抜くと、蜜で濡れた指先を見て微笑む。そして、ベッドの脇に置かれた避妊具を手にすると、歯で袋を切って雄竿に装着した。

　彼の肉棒は、凛の中へ挿入されるのを今か今かと待ち受けるように大きく反り立っている。秘穴に押し当てられたそれは熱く、凛は緊張で息を呑む。

　ゆっくりと、着実に、彼の雄竿が蜜路の中へと挿入されていく。ぎちぎちとこじ開けられた蜜路は収縮し、やがて処女膜へと到達した。

　彼がぐっと力を入れて、その膜を一気に貫く。破瓜の痛みは多少あるが、耐えられないものではない。つうっ……と血が花弁に垂れると、誠二は心配そうに問いかけた。

「大丈夫？」

「うん。大丈夫、だから」

　流血はしているが、それだけだ。それよりも、今は──。

　もっと、頂戴……？

　凛は甘えるように誠二の頬に触れて、顔を持ち上げてその唇に口づけをする。

　ハッとしたように目を見開いた誠二は、その唇が離れるなり凛の両手首を掴んだ。

「動くよ？」

　その言葉とともに、雄竿が隘路の奥、子宮の入口をトンと突く。痺れるような感覚とともに、誠二のもので下腹部がきつく締め付けられた。

（誠二さんので、お腹がいっぱい……！）

　凛はパクパクと口を動かして、身体の中に挿入された肉の感覚に酔いしれる。

　誠二は腰を何度か上下させて、小刻みに中を動く。そのたびに、蜜が彼の肉棒に絡みあって、淫らな音が鼓膜に響いた。

「ん……。は」

「ごめん。我慢できない」

　その言葉を最後に、誠二は手加減するのを止める。激しく中を突いて、凛の身体をぐちゃぐちゃにかき乱していく。

「あっ。ああっ！」

「はぁ……はぁ」

　誠二の呼吸と、凛の喘ぎ声が混じり合う。誠二が腰を振ると、凛の中は言い知れぬ快感が駆け巡って、ゾクゾクと背筋がのけ反った。

　乳房が微かに揺れ、誠二の両手指が凛の指と絡み合う。恋人繋ぎをした二人は、蕩けるように身体を重ねて、互いの吐息をかけ合った。
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「凛。凛……！」

　彼は首筋に唇を這わせて、熱く息を吐く。腰を振る誠二の姿は肉欲に溺れ、欲するがままに蜜路を動いた。

　しかし、それでも足りなくなった誠二は、手を離して凛の左の太ももを掴む。それを持ち上げて股を開かせると、より奥まで肉棒を挿入させた。

「ん……！　ああっ！」

　彼のものが、先ほどよりも肥大化したような気がする。その屹立は、既に凛の身体では手に負えないほど熱くなり、奥まで挿入されると電気が走ったような衝撃が走る。

「んっ。ん。好きっ。大好き」

　破顔した凛は、気持ちが抑えられないとばかりに愛を口にした。

　その言葉に誠二は汗ばみながら、満足そうに口角を上げる。

「それ、俺にしか言ってない？」

　そんなのは当たり前だ。誠二も分かって聞いているのだろう。

「言ってない。ほんと」

　凛は正直に答えて、口の端から笑みをこぼす。

　誠二は嬉しそうに笑みを浮かべると、凛の腰辺りに手を当てて、雄竿を引き抜く。それから凛の身体を、仰向けからうつ伏せにひっくり返した。

「？」

　凛は訳も分からず背中を見せる。すると、腰を立たせて挿入しやすい体位にすると、誠二は肉棒を躊躇することなく後ろから挿入した。

「あっ？　ん？」

　バックの体勢で挿入されたことによって、雄竿の形がより鮮明に分かる。蜜路を何度も出し入れされるそれは大きく、挿入されるたびに、閃光が走ったような痺れが走った。

（きつい……！　けど、気持ちいい……）

「ふぁっ。ん。んん！」

　凛は思うがままに嬌声を発し、誠二にされるがまま、性の喜びを感じ取る。

　彼のものが、凛の奥を激しく突く。凛の気持ち良い場所をピンポイントに狙って突くその動きは、凛の感情を激しく昂らせた。

「ここ、気持ちいいでしょ？」

　誠二は凛の下腹部に右手で触れると、腰を振りながら囁く。

「うっ。んっ。んぅ」

「凛の好きなところ、分かっちゃった」

　誠二は笑みを漏らして、凛の下腹部を押さえる。彼のものが出し入れされるたび、下腹部に入る力が変わった。それを誠二は右手で感じると、凛の背中に吸い付くように身体を寄せる。

「可愛いね。凛」

　誠二の目はいつしか情欲に濡れ、蕩けた眼差しで凛の肢体を見つめる。

　続けて誠二は雄竿を引き抜くと、ベッドに仰向けに寝転んで両手を広げた。

「凛。上にのって？」

「……ん」

　凛は荒く息を吐きながら、誠二の上に跨る。彼の肉棒を右手で掴むと、おそるおそるそれを自身の秘部に押し当てた。

　ゆっくりと腰を落として、秘穴に彼の雄竿を挿入させていく。彼の屹立が奥まで挿入されると、凛はぺたんと彼の太ももに臀部を乗せた。

「きつい？」

　誠二はクスッと笑みをこぼして、凛の表情を見つめる。隘路がきつくこじ開けられ、凛は息を呑んだ。

「……うん」

　凛が頷くと、誠二は右足をくの字に立たせて、腰を持ち上げる。そして、凛の隘路を下から突くような形で、何度もその腰を振った。

「あっ。あっ！　んっ？」

　パンパンと肌が擦れ合い、隘路から蜜が垂れる。それは誠二の下半身に垂れるも、彼は構わず腰を振り続けた。

　初めての騎乗位は、快感の逃げ道がなく気持ちが良い。また、奥まで深く挿入されるその感覚は、誠二の身体を直に感じられて好きだった。

「ふぁっ。あっ。んんっ」

　身体が上下に揺れ、乳房が重力に圧される。あまりの気持ち良さに声を抑えることも忘れ、凛は喘ぎ声を漏らして彼の肉棒の硬さを感じた。

「はぁ。はぁ」

　誠二は息が切れそうなほど腰を振り、凛の身体を求める。やがて、彼の屹立はより硬く、熱くなっていく。

「凛。……イキそう」

（イク？　って、なに？）

「んぁ？　ん？」

　凛が首を傾げるも、耐え切れなくなった誠二は、ついに限界まで腰を振る。

「ふぁっ。あっ。だ、ダメっ！　ダメ！」

　凛の制止も意味はなく、誠二は腰を振り続ける。

　やがて、彼は避妊具の中に精を解き放つと、腰を動かすのを止めて荒く息を吐いた。

「……はぁ。はぁ」

　ようやく腰の動きが止まり、凛は額に汗を浮かばせる。チカチカと視界が光って、蜜が隘路から溢れ出た。

「凛も、イッた？」

　これが、イクということなのだろうか。初めての感覚に、凛の意識は遠のいていく。

「……ん。うん。イッたかも」

「そっか。良かった」

　凛がぺたんとシーツの上に座り込むと、誠二は手をついて起き上がる。そして凛の身体を抱きしめると、そっとその頭を撫でた。

「これからは、ずっと一緒だよ。凛」

　その言葉は、空っぽだった凛の心に優しく響く。

　やっと、誠二と再会することができた。

　そして今、彼と同じ気持ちで、その身体の熱に心が満たされていく。

「うん。……ずっと一緒」

　凛は彼の背中に手を回して、彼のことを抱きしめる。

　二人はまた、互いの顔を見合わせて、恥ずかしそうに微笑みあう。

　やがて、待ちきれないとばかりに唇を重ね合わせると、互いを求め合いながら、長い長いキスを交わした。

















第三章　初めて食べたマカロン












　ピンポーン

　──翌朝。

　久しぶりに、ふかふかなベッドの上でぐっすりと眠っていた凛は、人の訪れを知らせるインターホンの音で目が醒める。

　ピンポーン　ピンポーン

　それは絶え間なく部屋中に響き渡り、凛は急かされるようにベッドから起き上がると、ごしごしと目を擦った。

　横で眠る誠二の方に目を向けると、彼はまだぐっすりと眠っている。どうやら、彼にはインターホンの音が聞こえていないらしい。

　ピンポピンポピンポピンポーン

「あの、鳴ってます。インターホン」

「んん……」

　凛が誠二の身体を軽く揺さぶるも、彼は一向に目を開けようとしない。

（どうしよう。今は裸だから、外には出られない）

　凛はひとまず、ベッドの下に落ちていた昨日と同じ下着を身に着けると、床に落ちたドレスを拾おうとする。だが、ドレスは身動きが取りづらく、何もない日に着用する服装としては相応しくないように思う。

　と、その時、部屋の奥にあるハンガーラックに、二着のバスローブがかかっているのが見えた。

（すみません、誠二さん。拝借します）

　凛はバスローブに袖を通すと、寝室を出て玄関の方へ向かう。

　バスローブは男性用のため、肩幅が広くて上手く着こなせないが、腰の部分のベルトをきつく絞って脱げないようにした。

　ピンポピンポピンポピンポーン

「はいはいはいっ。今出ますっ」

　その、急き立てられるようなインターホンの音に慌てて、凛は玄関のドアアイを覗き込む。

　すると、そこには高野清隆の姿があった。

「あの。えっと」

　凛は玄関の鍵を開錠し、扉を開く。

　清隆とは、昨夜のパーティーぶりだ。あの時は散々な言われ様だったから、正直なところ二人きりで会話はしたくない。だが、清隆は誠二のビジネスパートナーで、安心できる味方だ。

「おはようございます」

　粗相がないよう、深々と頭を下げる。

　しかし、清隆は呆れた様子でため息を吐いた。

「ダメだろ。お前が勝手にドアを開けたら。追われてる意識はないのか？」

「……あ」

　言われて気づいたが、凛は今、絹川家から逃げている最中だ。相手が高野清隆とはいえ、軽率に扉を開けるべきではなかった。

「すみませんっ。高野さんだったので、大丈夫かと思って……」

「言っておくが、俺はこの家の鍵を持ってる。インターホンなんて鳴らす必要ないんだよ。だが、お前もこの部屋に居るって聞いたから、念のために鳴らしたんだ。誠二と合言葉も用意してる。勝手な行動されると困るんだよ」

「はい。仰る通りです……」

「まぁ、いい。お前には『優しくしろ』と誠二から言われてる。だからこれは俺なりの『アドバイス』だ。インターホンが鳴っても、簡単にドアを開けるな。いいな？」

「はい」

　凛の返事を聞いて、清隆は慣れた様子で靴を脱ぎ、一直線に誠二の寝室に向かう。彼はノックすることもなく扉を開けて、ベッドでぐっすりと眠る誠二の掛布団を思い切りひっくり返した。

「おい。いつまで寝てんだ。作戦会議すっぞ！」

「ん……」

　寒さから誠二は一瞬目を開くも、すぐに目を閉じて枕に顔をくっつける。

「んん～。あと三十分……」

「お前。その寝起きの悪さ、なんとかならないのか？」

　すると、誠二はベッドの脇にある目覚まし時計を確認した。

「まだ八時じゃないですかぁ。今日は日曜ですよぉ？」

「もう八時なんだよ！　いい加減起きろ！」

　その、駄々をこねる子どものような声が可愛くて、凛は清隆の後ろでクスッと笑う。

（誠二さん、可愛い。朝が苦手なのね？）

　しかし、清隆の方はと言うと、苛立ちを隠せない様子だ。

「これは、お前が持ち込んだ問題だろっ？　俺は親友のよしみで付き合ってるだけなんだから、さっさと起きろ！」

　誠二の身体を強く揺さぶって、清隆は強引に目を醒まさせる。

　仕方なく誠二は目を開けて起き上がると、目を擦りながら首を傾げた。

「で？　作戦？　なんの？」

　清隆は呆れてため息を吐く。

「お～い！　まだ寝ぼけてんのか！　そろそろ来るぞ。絹川の奴が！」

「来たとして、凛の身柄はこちらにあります。盗聴器もあらかじめ切断しましたし、スマホも捨てました。向こうは俺と凛が関係を持った確証がないはずです」

「ないってお前……」

　はぁ～。

　清隆はまた、盛大にため息を吐いて、大声で叫ぶ。

「男女が同じ部屋で一晩過ごしたってだけで、週刊誌にすっぱ抜かれんだよ！　週刊誌に三度、お世話になった俺からの忠告だ！　もう向こうは切り札を持ってる。そのつもりでいろ！」

「仮にそうだとして、俺としては絹川の要求はすべて突っぱねるつもりです」

「当たり前だろ！　こっちが折れたら向こうは好き放題だぞ。ひとまず、お前宛てにメールとか来てないのか？　絹川から」

「あー……。起きたばかりで、まだ確認してません」

「さっさと確認しろ！　ちなみに俺には来てない」

　誠二は特に恥ずかしがる様子もなく、裸のままベッドから起き上がると、眠たそうにバスローブを着用して寝室を出る。それからリビングのガラステーブルに置かれたノートパソコンの電源を入れると、彼は新着メールの確認をした。

「お？　来てますね」

「どれだ？」

　清隆も一緒にパソコンの前に立つ。

　凛はその二人の後ろに立つと、誠二は絹川家から届いたメールを朗読した。

『月山様

　突然のご連絡、失礼いたします。私は絹川運輸株式会社専務　絹川美優と申します。昨日はパーティー会場にて、私の愛娘である凛とご親交を深めてくださり感謝いたします。凛から貴方と一緒に居ると、とても楽しそうなメッセージが届き、私としても嬉しく思います。ですが、私は大変過保護なものでして、凛が昨夜からまだ自宅に帰って来ておりません。もし、まだ凛と一緒に居るようでしたら、絹川家まで帰ってくるようお伝えいただけませんでしょうか。大切な娘が何か事件に巻き込まれてはいないかと、昨夜から心配しております。ご多忙な中申し訳ございませんが、本メールをご確認くださいましたら、返信をお願いいたします。よろしくお願いいたします』

「なんとまぁ、白々しいメッセージで……」

　清隆の一言に、誠二も深く息を吐く。

「宣戦布告、と言ったところでしょうか」

「向こうは状況を把握済みって感じだな。本当に盗聴器、全部外したのか？」

　誠二はパソコンから離れて、引き出しの中から大きな黒い電子機器を取り出す。それを部屋の方々にかざし、彼は盗聴器の反応がないか確かめているようだった。

「反応がない。盗聴器はなさそうですね」

「で？　返信すんのか？」

「しません。下手に向こうを刺激したくないですから」

　誠二はそう言って、ひとまずパソコンを閉じる。

　それから凛に近寄ると、安心させるような優しい声で言った。

「絹川は凛の身柄を確保して、こちらをゆするつもりです。それが明確である以上、凛には申し訳ないですが、しばらくこの家の敷地から一人で出ないようにしてください」

「こちらこそ、ごめんなさい……。私が厄介ごとを持ち込んだばかりに……」

　自分のせいで、誠二と清隆に迷惑をかけている自覚はある。

　凛が謝罪を口にすると、清隆は茶化すように言った。

「小説では読んだことあるが、令和のこの時代に追手から逃げるってあるんだな。俺の友達に警察官がいるから、護衛させるか？」

　しかし、誠二は否定的だ。

「警察は被害届がないと動かせないのでは？　成人した凛の取り巻く状況を認定してもらうだけで、かなり話がややこしくなりそうですが」

「まぁ、そうだな。動かすなら警察より記者の方か」

「凛のことを公にして、絹川を落とす記事を書かせるってことですか？　それは反対です」

「どうして？」

　清隆は首を傾げる。

　それが最も簡単に凛を守る手段であることは、誰が見ても明白だからだろう。

　だが、誠二には誠二なりの思いやりがあった。

「凛の人生に傷がつく。これから先、ずっとそういう目で周囲から見られることになる。凛が傷つかない方法で、絹川を落としたい」

「つってもなぁ。俺は材料持ってないぞ」

「……俺もです」

　二人は揃って口を閉ざしてしまう。今後どうすればいいか、まだ結論が出ない状況なのだろう。

「あ。あの」

「どうしました？」

　そこで凛は、初めて二人の会話に割って入る。

「私……会社の雑用しかしていないので、確証めいたことは言えないのですが……。お父様だったら、法を犯すくらいのことをしているのではないかと思うんです……」

　絹川家の内情は、凛もよく理解している。両親の性格上、法律よりも私腹を肥やすことを優先するのは明らかだ。

「そりゃあ、まぁ、な？　俺もそう思うが、何事にも証拠ってもんがいるんだよ。それも一億人の日本人、誰が見ても黒っていう証拠が」

　清隆の意見に、凛は黙り込んでしまう。

　誰が見ても黒だという、確固たる証拠。それは雑用係だった凛でも、持っていないものだ。

（お二人の役に立てない。私、迷惑をかけてばかりで……）

　すると、誠二が口を開く。

「ひとまず、記者に探らせるというのは？」

「あいつら、金にならねーことやらねぇぞ？」

　それは誠二も理解しているのか、躊躇うことなくさらりと言う。

「ひとまず、一千万。不正の証拠が見つかったら、もう一千万払います。それで手を打てないですか？」

「札束で人を動かすか。俺もよくやられるんだよなぁ」

　清隆の乾いた笑いに、誠二はムッとする。

「感傷に浸ってる場合ですか。こっちは失敗したら、凛も会社も損害を被るんですよ」

　凛が絹川家に奪われでもしたら、誠二は何を差し出してでも凛を取り戻そうとするだろう。そのために、ノクターンにとって不当な契約でも呑んでしまうかもしれない。

　清隆は言った。

「おそらく、一人動かすのに一千万かかる。何人動かす？」

「短期決戦が望ましいので、動かせるだけ動かしましょう」

「俺のツテは二人。お前は？」

「……一人です。計三人ですね」

「三人か。一応聞くけど、ポケットマネーは足りるよな？」

　誠二はクスッと鼻で笑う。

「当たり前でしょう。いくら稼いでると思ってるんですか」

「はいはい。んじゃ、ひとまず不正を暴くって方向でいきますか。もし何も見つからなかったら、三千万はパァだ」

「ギャンブルに使ったと思えば、惜しくないですよ。そんなはした金」

「ハハッ。まぁそうだな」

　流れるような二人のやり取りに、凛は心の中で思う。

（なんだろう。二人とも、私の知らない世界に住んでるのかな？　会話が不穏だし、金銭感覚もずれている気がする）

　高校を卒業してから、お金にはしばらく触れていないが、三千万円は凛にとって大金だ。

　誠二にとって、凛はそれほどの価値を使ってでも、守りたい存在なのだ。

（私は二人の邪魔をしないようにしなくちゃ。この家から出ないことはもちろん、常に周囲を警戒する必要がある）

　凛が改めて気を引き締めていると、誠二が言った。

「すみません、凛にこんな話を聞かせるなんて。ひとまず朝食にしましょう」

「えっ。あ、はい」

　誠二はキッチンに向かうと、テキパキと料理を始める。今ここで、凛が一緒にキッチンに立っても、彼の作ろうとする料理の邪魔にしかならないだろう。凛は大人しく椅子に座ると、誠二の料理が完成するのを待つ。

　しばらくして運ばれてきたのは、凛には馴染みのない卵料理だった。イングリッシュマフィンの上にはベーコンとポーチドエッグが置かれ、上にはたらりとオランデーズ風ソースがかかっている。その横にはサニーレタスのサラダが置かれ、一枚の平皿はとても華やかな印象だ。

「これは……なんですか？」

「アメリカでは馴染みの朝食、エッグベネディクトですよ」

「エッグ、ベ……？」

「エッグベネディクトです」

　聞き慣れない単語で、つい聞き返してしまう。

　だが、もう一度聞いたところで、簡単には覚えられない単語だった。

「いただきます」

　凛は手を合わせてから、ナイフとフォークを手にするも、食べ方が分からずあたふたしてしまう。

　誠二の手元を見ると、イングリッシュマフィンを一口大にナイフで切り、卵を割ってソースと絡めて口に運んでいた。それを真似て凛も料理を口に運ぶと、その美味しさに目を見開く。

「！」

　オランデーズ風ソースの味がハッキリとしていて、眠たい朝に丁度良い一皿だ。マフィンと卵の相性も良く、ベーコンの濃厚な油が口の中で絡み合い、スッと溶けていく。

「美味しいです！」

　凛の笑顔を見て、誠二は嬉しそうに微笑む。

「良かった。たくさん食べてくださいね」

「はいっ」

　清隆はスマホに視線を落としたまま、二人の会話を聞いてシラけた様子だ。朝食も清隆の分はない。もしかしたら、先にどこかで食べてきたのかもしれない。

「ところで、凛は普段、どんな朝食を食べるんですか？」

　誠二の何気ない質問に、凛は答える。

「私は、白米とお味噌汁を」

「……おかずは？」

「おかずは、昼食に食べます」

「昼食は何を食べるんですか？」

「おにぎりです」

「……おかずはどこに？」

「おにぎりの中に、鮭が入ってます」

　その返答を聞いて、誠二は途端に険しい表情を浮かべた。

「夕食は？」

「食べません。時間がないので」

「……そうですか」

　誠二はそれだけ言って、表情を曇らせる。

　そのまま、しばらくの沈黙が流れて、凛は途端に不安を覚えた。

（何か、変なこと言ったかな？）

　すると、今まで黙っていた清隆が、急に声を上げる。

「横槍すまん。まーじでクソだな、絹川って！　肉親がやることとは思えん！」

　その一言で、ようやく誠二は口を開く。

「……その通りです。清隆が今、俺の感情を言語化してくれたので怒りが抑えられてますが、それがなかったらテーブルをひっくり返してるところでした」

「だ、ダメですよ、テーブルをひっくり返したら！　料理がダメになっちゃう！」

　凛の反論に、誠二は首を横に振る。

「そういう問題じゃないんです。……そういう問題じゃ」

　誠二はやるせない表情のまま、拳をぎゅっと硬く握りしめた。

　彼は怒りに心を震わせたまま、なんとか冷静さを保とうと努めている。

　そんな時、清隆が一つの提案をしてきた。

「ひとまず、病院で検査してもらった方がいいんじゃないか？　この調子じゃ、健康診断も受けてないだろ」

　清隆の言う通り、凛は高校を卒業してから、一度も健康診断を受診していない。

　かれこれもう六年は病院に足を運んでいないから、清隆の心配はもっともだ。

　しかし、自分の体調のことは、自分が一番よく分かる。

「私、誠二さんに会うまでは、ずっと吐き気が止まらなくて……。少量のご飯も戻してしまうことが多かったのですが、昨日はお肉もいっぱい食べられたんです。多分、誠二さんのおかげで体調が良くなって！」

「だとしてもな、検査してもらえ。逆流性食道炎だろうが、薬は貰った方がいい」

「……そうですよね」

　清隆の言う通り、一通りの検査はした方がいいのだろう。

　もしかしたら、すぐに治療しなければならない病気もあるのかもしれない。

「明日、車を出しましょう。俺の懇意にしている医師に相談します」

　誠二の提案に、凛は頭を下げた。

「ありがとうございます」

（こんなに良くしてもらっちゃって、私はなんて果報者……）

　今まで、絹川家では凛の体調を心配してくれる者など一人もいなかった。

　それが今では、凛のためにご飯を作ってくれる人がいて、凛の身を案じてくれる人がいる。

（お母さん。私ね、ちょっとずつだけど、人生が良い方向に向かっている気がするの。だから、天国で見守っていてね）

　心の中でそう呟いて、凛はぎゅっと右手で胸を押さえる。

　こんなに幸せを感じたのは、いつぶりのことだろう。誰かの優しさを肌で感じて、笑顔で食卓を囲んだのは、母が生きていた頃以来かもしれない。

（この生活を、なんとしても守らなきゃ）

　凛はそう思いながら、誠二の作ってくれた朝食を美味しく完食した。
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　朝食を摂り終えてから、凛は誠二の洋服を借りて、二人で生活必需品の買い物に出かけた。

　ひとまず凛の着用する下着や洋服、パジャマ一式を購入し、その他にも歯ブラシやタオル、ブラシやゴム、ハンカチなども併せて購入する。それから、凛が絹川家でよく使用していた調味料も一緒に購入しておくと、会計が終わった頃には、二人の両手は買い物袋で一杯になった。

　それを車に乗せて帰宅すると、今度は購入したものの整理に取り掛かる。一日がかりで生活の基盤を整えると、翌朝は健康診断ということもあり、早めに夕飯を食べて就寝した。

　そして、翌朝。

　清隆と外で落ち合ってから、三人は誠二の運転で滝沢たきざわクリニックという個人経営の病院に向かう。そこには二人が懇意にする医師がいるそうで、凛のように健康保険証を持っていない患者も見てくれるらしい。

　病院の中に入ると、誠二は受付の前に立つ。そこには看護師が一人いたが、誠二の顔を見てすぐに医院長を呼んだ。

「久しぶりだな。どうした？」

　四十代と思われる、男性の医院長は、二人に気さくに話しかける。

　おそらく、懇意にしている医師とは彼のことだろう。

「すみません。彼女の健康診断をお願いします。栄養失調、逆流性食道炎の可能性が高いです」

　すると、医院長はクスッと笑った。

「ただの健康診断に、天下のノクターン社長と副社長が二人で付き添いか？」

　誠二は茶化すことなく続ける。

「訳ありなんです。できれば、検査中も付き添いたい」

「個室前に待機ならいいぞ」

「ありがとうございます」

　二人の会話が終わってから、受付の女性が声を掛けてきた。

「健康保険証はありますか？」

「実費で結構です」

「お名前は？」

　誠二は少しだけ考える素振りを見せて、名前を言う。

「山田やまだ花子はなこです」

　それには、既に背中を向けていた医院長も笑い堪えきれなかったらしい。

「ハハッ。とんだＶＩＰ様だな！」

「言ったでしょう。訳ありなんです」

「だからうちを使うのか。まぁいいよ」

　おそらく、ここを利用したのは融通が利くからなのだろう。

　凛のように追われる立場の人間でも、最低限の情報だけで患者を診察してくれるのは有難い。

　凛は受付の女性から検査服に着替えるよう指示され、更衣室で上下のスウェットに着替える。

　その後、誠二が付き添う形で身体測定、血液検査の採血を終えて、視力、聴力、レントゲン、眼底検査、乳房検査、子宮頸がん検査を受けた。

　一通りの検査を終えて、最後に内科の検査を受けると、医院長は二人に告げる。

「現時点で分かる異常は、まず肥満度だな。マイナス二十を超えてる。痩せすぎってところか。あとは貧血と、栄養失調の疑いあり。採血の結果は後日だ。逆流性食道炎の検査は胃カメラが必要になる。やるか？」

　凛が誠二の方を見ると、彼はすぐに頷く。

「お願いします」

「麻酔はどうする？」

「……苦しいでしょうから、使ってください」

　医院長は了承し、凛は胃カメラ検査をすることになる。

　検査では、咽頭反射がでない静脈麻酔で胃カメラ検査を行ってくれるらしい。凛は検査台に寝そべったまま、うとうとしながら意識を失っていった。

　しばらくして、トントン、と肩を揺さぶられる。ゆっくりと目を開けると、どうやら検査が終わったらしく、看護師が凛をソファまで運んでくれた。

　そして、そのソファの横には、誠二が座ってくれている。

「検査は終了しました。よく頑張りましたね」

「……あ。私、寝て」

　検査を受けている間、まったく意識がなかった。胃の中にカメラを入れるなんて、辛くて苦しい検査なのではないかと想像していたが、そんなことは一切ない。

「検査結果、どうでした？」

　凛が不安そうに問いかけるも、誠二は優しく微笑みかけた。

「胃の弁が緩くなっていて、口にしたものが逆流しやすい状態のようです。あと、胃の中に傷があり出血していて、ポリープも幾つか確認されました。シロップを処方されたので、出血が治るまで飲み続けましょう」

　出血やポリープという言葉を聞いて、凛は表情を曇らせる。

「それって、良くないの？」

「良くはないですが、ポリープは小さいので経過観察だそうです。食道炎は、胃薬とシロップで治るそうですよ」

「……そうなんだ」

　ひとまず、大病ではなかったようで安心した。

　絹川家に居た頃の凛であれば、病気になって死ぬことなんて何も怖くなかったと思う。

　けれど、今は一分一秒でも、誠二の傍に居たい。

　病気を理由に、彼との時間を一秒でも奪われたくないのだ。

「やっと終わったか」

　ずっと外で見張ってくれていたのだろう。清隆は寒そうにプルッと身体を震わせて、院内に入ってくる。

「外に怪しい人物は？」

「いないな。俺たちが心配しすぎなのかもしれない」

　清隆の返事に、誠二は気を緩めることなく続ける。

「用心に越したことはないですよ。一度でも凛を奪われたら、こちらは打つ手がない」

「まぁ、そうだな。ひとまず帰ろう。ソイツもまだ眠いだろうし」

「そうですね」

　まだ麻酔が切れたばかりで、凛の身体は思うように動かない。そこで、誠二が凛の肩を支えるように横で歩きながら、三人は車に乗り込んだ。

　運転は清隆に任せて、後部座席に二人は座ると、誠二の膝の上に凛の頭を寝かせた。

「凛……」

　誠二は慈しむように凛の頬を撫でて、そっと目を細める。

（大きくて、温かい……。誠二さんの手ね）

　凛は目を閉じたまま、そんなことを思う。

　ずっと、この温もりを肌で感じていたい。

　何があっても、この手を離さず、見失わないでいたい。

　────たとえそれが、絹川家の意に反するものであったとしても。

　車が発進する。走行中の車内の揺れが、凛の身体をまたも深い眠りに誘った。

　そして、誠二に肩を優しく叩かれて目を醒ます。

　すると、車はいつの間にか誠二の住むマンションに到着しており、凛は大きく伸びをして車のドアを開けた。
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「眠気はもう醒めましたか？」

「うん。ぐっすり眠れました」

　マンションに戻って、凛は玄関で靴を脱ぐ。それからリビングに向かうと、ひとまずソファに腰を落とした。すると、誠二がその横に並んで腰掛ける。

「絹川では何時間睡眠だったんだ？」

　立ったままの清隆に質問され、凛は答える。

「四時間睡眠でした。深夜の二時に寝て、朝の六時に起床です」

「短いな……。俺より寝てないのか」

（短いのかな？　私は、これが当たり前だったから）

　確かに、身体の疲れが取れない日はよくあった。

　しかし、誰よりも早く起床して朝食を作らないと、美優や弟の仁也に小言を言われる。睡眠が取れない不満よりも、そちらの方が凛にとっては避けたいことだったのだ。

「これからは、規則正しく生活することを心掛けましょう。人間は一日八時間睡眠を取ることが規則正しいとされています。これからは、十二時には寝て、八時に起きましょう」

「朝ごはんの支度は、その時間で間に合いますか？」

　凛の疑問に、誠二は笑顔で頷く。

「間に合いますよ。うちの会社は、始業時間が十時からなので」

「主に誠二のせいな？　朝が弱すぎて、会社の定時さえも一時間遅らせたっていう」

　清隆の小言に、誠二はクスクスと笑う。

「清隆が今までしてきた女遊びに比べたら、俺の我儘なんて可愛いものですよ」

「はぁ～ん。言ってくれるなぁ。一番厄介そうなこと持ち込んでおいて！」

「ふふっ」

　不意に凛が笑ってしまうと、二人の視線が一気にこちらへ集まる。

「すみません。お二人とも、とっても仲良しだなぁって！」

　お互いの欠点を笑い合える関係なんて、簡単に築けるものではない。それは二人が互いのことを信頼し、認め合っている証拠だ。

　だが、二人はそれを認めるのが照れ臭いのか、清隆は口を尖らせて言う。

「仲良しっつーか、ここまでくると……腐れ縁？　一度は乗りかかった船だから、どこまで行くか見てみたいって感じかな」

「俺も将来、清隆がどんな姐さん女房と結婚するのか興味があるので」

　すると、清隆は子どものように憤慨した。

「なんで年上なんだよ。俺は年下好きだっての！」

「賭けてもいいですよ。貴方みたいな遊び人、受け入れてくれる懐の広い女性は年上だけですから」

「ハッ。ありえねーな！」

　清隆は鼻で笑うも、誠二は満面の笑みだ。

　そんな二人の会話を隣で聞けるのが楽しくて、凛もついつい笑顔になってしまう。

「凛はお腹が空きましたよね？　今からご飯を作るので、ひとまずマカロンでも食べててください」

「マカロン？」

「見たことありますか？　可愛いでしょう」

　誠二がガラステーブルの上に置いたのは、気品のある黒い箱に入ったマカロンだ。

　全部で八個並んでおり、さまざまな色をしたマカロンが綺麗に整列している。

「見たことはあるけど、食べたことはなくて」

　凛はおそるおそる、最初に目に入ったピンクのマカロンを手にする。それを不思議そうに眺めていると、清隆は小さく笑った。

「これ、まったく腹が膨れないのに、値段だけはご立派なんだよな」

「それだけ手間がかかってるんですよ」

　ひとまず、凛はマカロンを一口頬張る。

　それはとても不思議な味がして、ここ数年、お菓子を食べたことのなかった凛にとって、あまり馴染みのない味だった。

「ベリー？」

　ラズベリーの甘いジュレと、サクサクとした生地が口の中で調和する。噛むにつれて、ねっとりとしたソースが口の中に溢れ出して、凛は顔を上げた。

「美味しい！」

　素直な感想を口にすると、先ほどまで誠二が座っていた場所に清隆が座る。

「おっ。気に入ったか。好きなだけ食え食え！」

「色によって、味が違うんですか？」

　すると、キッチンから誠二が答えた。

「緑がピスタチオで、ピンクがラズベリーだったかと。黄色はレモンだったかな」

　小さなお菓子ではあるが、一つずつ丁寧に作られているのが見ただけで分かる。

　清隆の口ぶりから察するに、かなり高級なお菓子なのだろう。それが八つもあるのだ。

　凛は隣に座る清隆に話しかける。

「高野さんも食べてください。残りは誠二さんに」

「なんだ？　俺の分まであんのか？　珍しいな」

　クツクツと笑う清隆に、誠二は嫌味っぽく返す。

「清隆は女性にあげたら、いつも全部食べられてしまいますからね」

「それが可愛いんじゃねぇか。女は貪欲なくらいが丁度いいんだよ」

　どうやら、二人は女性に対する価値観や好みが正反対のようだ。

　よく、価値観の合う人と友達になった方が良いと言うが、女性の好みに関しては異なる方が喧嘩にならなくて良いのかもしれない。

「できました。今日は肉じゃがです」

　凛がマカロンを食べているうちに、昼食が完成する。

　誠二がお盆にのせて運んできたのは、肉じゃがと白米、きゅうりの酢漬けだった。

「美味しそう！」

　肉じゃがは凛も大好きな家庭料理だ。

　しかし、その料理を見た清隆は、馬鹿にしたように鼻で笑った。

「マカロン食べた後に日本食かよ！」

「別に、清隆のために作ったものではありませんから」

　誠二と凛の分の食事がテーブルに並んで、二人は椅子に着席する。

　それを横で見ていた清隆は、外出用のコートを羽織って誠二に言った。

「食事の邪魔だよな。俺はそろそろ帰るわ」

「えっ。食べていかないんですか？」

　凛が咄嗟に質問すると、清隆はハハッと笑う。

「なんで俺が、誠二の作った飯を食べなきゃならねーんだ」

「でも……」

　せっかく料理があるのだから、清隆も食べていけばいい。

　そう思ってしまうのは、凛だけなのだろうか。

「俺は俺で、やることがあんだよ。二人はよろしくやってればいい」

「はいはい。お気遣いありがとうございます。凛、彼のことは気にしないでいい」

　誠二にもそう言われ、凛は渋々頷いた。

「……うん。分かった」

　そそくさと清隆がマンションを出ていくと、凛は誠二と二人きりになる。

　誠二の作ってくれた肉じゃがをパクパクと口に運んで、しっかりと味の染みたじゃが芋をごくんと飲みこむ。その、日本食らしい醤油出汁の味わいに、凛はほっと口元を緩ませた。

「誠二さんの料理、とっても美味しい」

　肉じゃがは、家庭によって少しずつ味が異なる。

　凛の作る肉じゃがとは少し違って、濃い口なところがまた美味しかった。

「良かった。肉じゃがは自信があるんです」

　だが、誠二に食事を作らせてばかりのこの状況は、あまり良くない気がする。

　誠二は上場企業の代表取締役社長だ。今日は日曜日だから仕事はないが、明日からは彼も会社に行かなければならない。

「私、何も役に立ててなくて。申し訳ないので、これからは私が料理しますね？」

　凛の提案に、誠二は笑顔を見せた。

「凛の作るご飯、俺も食べてみたいな」

「……期待するほどじゃないかも」

　恥ずかしそうに俯く凛に、誠二は言う。

「凛が作ってくれたってだけで、俺は嬉しいんです。どんな料理だって完食してみせます」

「ふふっ。ありがとう」

　それはまるで、新婚のカップルのような会話だ。こそばゆくなって、凛は白米を口に詰め込んだ。

（なんだか、幸せだな……）

　ふと、今ある幸せを噛みしめる。

　誠二との、何気ない会話や大切な約束も全部、ずっと胸の中で忘れずにとっておきたい。

　彼との穏やかで優しい時間を、皺くちゃのお婆さんになるまで続くようにと、心の底から祈る自分がいる。

　けれど、同時に不安も覚えた。

　この先もずっと、この生活を続けることは許されるのだろうか。

　誠二と同じ食卓を囲み、彼の温もりを感じながら、同じ布団でぐっすりと眠る。

　そんな当たり前の幸せを、絹川家が許してくれる日は来るのだろうか。

「これからもずっと、誠二さんと一緒に居られるかな？」

　不安になって、凛はついそんなことを口にしてしまう。

「当たり前でしょう？　ずっとここに居てください」

　そう、誠二が即答してくれるのは、素直に嬉しい。

　けれどまだ、心には小さなしこりのようなものが残っている。

「お継母様は今頃、どうしているのかな……」

　業務提携の話を結ぶために、凛はあの会場に送り出された。

　その期待に応えることができなかった凛を、今ごろ両親はどう思っているだろう。

　あの家の者たちは、凛の幸せなんて、一度として考えてくれたことはない。

　それはこの先も変わることなく、凛の身を攫って監禁してしまえば、条件の良い契約をノクターンと結べる。そんなことを考えているに違いないのだ。

「気になりますか？」

「……気になるというか。なんだろう？」

　心の中が、モヤモヤとしている。

　父親も、継母も、弟も、凛のことを家族とは思ってくれなかった。

　それはいい。正直なところ、そんなことはもう、どうでもいいのだ。

　けれど……。

「今はただ、邪魔しないでほしいなって」

　やっと凛が手にした、この温かな暮らしと幸せを、あの三人にだけは壊されたくない。

　今まで、辛く苦しい日々を、やっとの思いで耐えてきたのだ。

　いい加減、凛を絹川家から解放してほしい。

「大丈夫ですよ。今日も何もなかったでしょう？」

　誠二の温かな手がこちらに伸びて、凛の右手をそっと握りしめる。

　凛はその温もりを感じながら、目を伏せて呟いた。

「……そうだといいな」

　今ここにある幸せを、誰にも邪魔されたくない。

　誠二にも、清隆にも、これ以上迷惑をかけたくない。

　ただ、穏やかに、幸せに、なんてことない細やかな日常を、誠二の隣で過ごしたいだけなのに──。

「俺が守るから。凛のこと、絶対に」

　その言葉を傍で聞けるだけで、凛の心は不安で押し潰されずに済む。

　何があっても、誠二が守ってくれる。

　そう思えることが、唯一の救いだった。

「うん。ありがとう」

　二人は昼食を食べ終えると、横のソファに並んで座る。凛が誠二の肩にもたれかかると、彼は嬉しそうに凛の頭をそっと撫でた。

「ねえ、誠二さん」

「なに？」

　凛は甘えるように誠二の頬にキスをして、その耳元で囁く。

「一昨日は、嬉しかった」

　誠二の身体の熱を直に感じて、凛は心も身体も満たされた。

　そして、今もまだ、その熱が忘れられない。それほどまでに、あの一夜は濃厚で幸せなものだった。

「……凛」

　誠二は恥ずかしそうに頬を赤らめる。

　彼の肌は白いから、照れているのがすぐ分かるのだ。

「また、してもいい？」

　凛のおねだりに、彼は期待するようにごくりと唾を飲む。

　彼は今、己の欲望と理性で葛藤しているのだろう。

　だが、我慢する必要はない。今はただ、一秒でも長く、誠二の身体に触れていたいのだ。

「今日は、随分と積極的ですね？」

「……だって」

　今までずっと、己の欲望を抑えて過ごしてきた。なるべく両親と弟を怒らせないように、自分の感情を押し殺して生きてきた。

　だが、その必要ももうない。

　それならば、欲しいものは『欲しい』と、口に出して言いたいのだ。

「触ってもいい？」

　それがどこを指しているのか、誠二も分かっているだろう。彼は凛の隣で、緊張した様子のまま顔を強張らせる。

「……ダメ、なんて。言えるはずないじゃないですか」

　刹那、誠二は顔を真っ赤にして凛の唇を奪う。三回ほど音を立てて唇を重ねると、誠二の方から舌を絡ませてきた。それに応えて、凛も舌を伸ばして身体を寄せる。唾液が絡みあったのち、熱のこもった吐息が頬にかかった。

　凛は全身を預けるように、誠二の方にすり寄る。彼もまた、凛の腰に手を置いて、その身体を離すまいと唇を貪った。

「ん。ん……」

　どうしようもなく、彼のことが愛おしい。それを身体で表現するのに、キスだけでは物足りないのだ。

　凛は右手を彼の下半身の上にのせて、撫でるように擦る。誠二はビクッと肩を震わせて、凛の手が今どこにあるか、それを視線の先で追った。

「凛」

　名前を呼ばれる。だが、その手を止めるつもりはない。

　凛はその雄竿を勃たせるために、指先で優しく撫でて屹立させる。ズボン越しからでも分かる凛の手の動きに呼応するように、誠二の雄は硬く、熱くなっていく。

「……触って」

　誠二はズボンのベルトを外して、堪えきれずにファスナーを下ろす。一緒に脱いだズボンの下から、半勃ちした雄竿が見えると、誠二は欲望のままに言う。

「舐めて？」

　言われずとも、そうしようと思っていたところだ。凛はソファから床に移動すると、しゃがんだまま誠二の下半身と向かい合う。その肉棒はまだ柔らかく、何度か上下に触れたところで大きくならない。だが、先走りで先端が濡れ、凛の指先の動きに感じているのが分かった。

　凛は亀頭を口に含むと、ゆっくりと奥まで雄竿を咥え込む。音を立てながら顎を何度か上下し、裏筋を舌で這わせた。

「っ」

　誠二は凛の口の動きに、悶絶するような表情を見せる。それが着火剤となって、凛の感情はより昂っていく。

　凛はちゅうと口をすぼめて、肉棒を吸い込む。その動きとともに雄は屹立していき、硬く大きくなっていった。その形はとうとう、喉の奥まで咥えても咥えきれず、凛は「ぷはぁ」と息を吐いて口を離す。

「はぁ。はぁ」

　誠二は何度も荒い呼吸を繰り返して、凛が雄を咥える様子を、目を細めて眺めている。

　やがて、彼はもう耐え切れなくなったのか、凛の頭を掴んでゾクゾクと身体を震わせた。

「……凛っ」

　今にも絶頂しそうな顔で、凛に熱い眼差しを向ける。凛はその姿に恍惚な笑みを浮かべて、誠二の肉棒に何度も吸い付いた。

「だ、だめ……っ。凛っ」

　ちゅぱっ、ちゅぱっと音を立てて、凛は雄竿を口から離さない。誠二はとうとう破顔して凛の髪をぐしゃりと掴むと、ついに白濁の液を凛の口の中に流し込んだ。

「……っ」

　勢いよく流れ込んでくる精に、凛はビクンと身体を震わせる。たった今、この瞬間、誠二は凛の口の中で果てたのだ。

　それが分かると同時に、凛の思考は歓喜と興奮に溢れ、その白濁をごくんと喉を鳴らして飲み込む。

「……あ」

　誠二は、精を飲み込んだ音に気づいたのだろう。

　驚きを隠せない表情で凛を見つめる。

「飲んじゃった」

　凛がそう言うと、誠二は瞳を揺らして唇を噛んだ。

「あー。もうダメだ。我慢できない」

　誠二はそれだけ言って、凛の身体をひょいと両手で持ち上げる。体重の軽い凛はあっという間に誠二の胸の中に収まり、お姫様抱っこで寝室まで運ばれる。

　ストンとベッドの上にのせられると、誠二はその上に跨った。そして、凛の着用していたピンクのスカートの下に手をかける。

　それは、白のショーツだ。スカートを脱がせるよりも先に、ショーツが先に地面に落ちる。それから誠二は、躊躇することなく凛の下半身に顔を寄せ、スカートの中に潜り込むような形で舌を伸ばした。

「～～！」

　凛の陰核に、誠二の濡れた舌が這う。ピリッと電撃が走ったような身体の快感に、凛は誠二が何をしたいのか分かってしまう。

　誠二は、凛と同じように、口だけで凛を果てさせるつもりだ。

　凛はシーツの端を右手で掴んで、ぎゅっと目を瞑った。誠二の舌先の動きが、スカートで見えずともよく分かる。彼は淫核を口で吸いこんで、音を立てて唇を離す。それを繰り返しながら、両手で陰核を開いて執拗に舐めていく。

「あっ。ん」

　凛が嬌声を漏らすも、誠二の動きは止まらない。彼は右手指を蜜路の先端に宛がうと、花弁を舐めながら指で上下する。蜜は花弁に滴り落ち、誠二の口の中へと侵入する。その味を堪能するように誠二は音を立てて飲み込むと、隘路をこじ開けるように続けて三本の指が挿入される。

「っ！　ん……！」

　さすがに三本はきつい。それでも、何度か柔襞を擦られるうちに、身体がそれに慣れていく。子宮が疼いて、きゅんとする感覚がある。言い知れぬ快感が凛の全身を襲い、淫らな声が寝室に響いた。

「はぁ。んっ？　あっ」

　蜜が股から流れ落ちる。それを逃がすまいと舐めとる誠二の舌の動きが、なんとも言えず気持ちが良い。

　誠二は舐めやすいように、凛の股をより大きく開かせる。その時、誠二の雄の顔が見え、凛の胸は熱くときめいた。

「っ！」

　誠二は今、瞳を濡らして、凛の身体だけを求めるように貪っている。その眼差しは熱く、性欲に満ち溢れていた。

「……凛のせいだから」

　そう呟いて、誠二は続ける。

「凛が俺に、火をつけたんですよ？」

「んん」

　唾液と蜜が混じり合う音がする。それはまさしく、誠二と凛が絡み合う音だ。身体は痺れるような快楽とともに、少しずつその頂点に向かおうとしている。

（ダメ。漏れ……ちゃう）

　パシャッ！

　そう思ったのと同時に、隘路から蜜の海が溢れ出る。それが誠二の顔にかかって、彼は手の甲でそれを一度拭った。

「イッた？」

「……っ。はぁ。はぁ」

　誠二は満足げに唇で弧を描く。凛は小刻みに呼吸を繰り返しながら、シーツをぐしゃりと掴んだ。

「イ、っちゃった」

　こんなにもはしたなく果ててしまったことが、今は少し恥ずかしい。誠二の舌の動きがあまりに気持ち良くて、我を忘れて絶頂を迎えてしまった。

「まだまだ、これからですよ？」

　果てたのもつかの間、誠二は凛の股を再度開脚させ、下半身を寄せる。

　彼の雄はもう、今すぐにでも凛の中に入りたがっていた。それは彼の火照る熱と、その顔に浮かぶ情欲に濡れた瞳を見れば分かる。

「……中、今はどんな感じ？」

　ずぶ……と、蜜路をこじ開けるように誠二の屹立が挿入される。蜜路は何度も痙攣し収縮しながら、彼の存在を歓喜するように受け入れていく。

「誠二……さっ」

　きつい。彼のものが大きくて、お腹が張る。

　身体は果てたばかりで、小刻みに痙攣していた。今は少しでも彼に動かれたら、快楽の海に溺れてしまいそうだ。

　誠二の腰の動きが、本格的になる。はじめはゆっくりとした動きだったが、そのピストンが少しずつ速くなっていった。

　凛の身体には自然と力が入るも、やがて、甘い吐息とともに感情が昂っていく。

　誠二はそんな凛の姿を見て、はぁと深く息を吐いた。

「絶対に離さない」

　その一言が合図となって、誠二の腰が激しく動く。

「んあっ！」

　激しいピストンによって、蜜がぐちゅぐちゅと泡立つ。隘路を上下する雄竿は、先ほど果てたとは思えぬほど硬く、そして熱い。肥大化した雄は柔襞を擦り、全身を駆け抜けるような刺激が凛の脳を襲う。

　誠二は貪るように凛の身体を味わいながら、時折目を細めて、熱い眼差しで凛を見つめる。

「はぁっ。んっ！　あっ」

　凛は羞恥も忘れ、誠二の屹立に酔いしれるように口を大きく開き、喘ぎ声を出す。

　今の誠二は、凛のすべてを手に入れたいとばかりに身体を蹂躙している。それは愛なのか、欲望なのか、もしかしたらその両方かもしれない。誠二が激しく中を上下するたびに、陰核がともに刺激され、ピリピリとした気持ち良さが凛の身体を揺さぶった。

　身体に入っていた力も抜けて、甘い声が口を突いて出る。と同時に、凛は抱えきれないほどの幸せを感じた。

（ああ。誠二さんの全部、私のもの……）

　彼の方に視線を向けると、誠二は気持ち良さそうに凛を求めている。

　たった今、凛と誠二は同じ気持ちで、ここに居るのだ。

　そう考えただけで、凛は今まで感じたことのないような幸福感が駆け巡る。

「俺の……宝物」

　誠二は不意に、そう口にした。

「……？」

　凛が誠二を真っ直ぐに見つめると、誠二はにっこりと、優しく微笑む。

「愛してる」

　トクンと、胸が脈を打った。

　彼の想いは、もう十分に伝わっている。

　けれど、その一言で凛は、空っぽだった盃が満たされていくように、安堵して笑顔が浮かぶ。

「私もだよ、誠二さん」

　この先のことなんて、誰にも分からない。

　もしかしたら、今こうしている間にも、絹川家は二人を追い詰めようと画策しているかもしれない。

　その不安は消えた訳ではないし、これから先もつきまとっていく問題だろう。

　だが、誠二が傍に居てくれる。凛の横で、確かに笑ってくれている。

　たとえ、この先どんなことがあったとしても、誠二が必ず迎えに来てくれるだろう。

　だからもう、何も怖くない。

　決して、その手を離したりはしないのだから。

「ねえ、抱きしめて」

　凛は両手を広げて、彼を受け入れようとする。誠二はそんな凛の右腕を引っ張り起こすと、その身体を正面から抱きしめた。

　彼の身体は、薄っすらと汗をかいている。それは凛も同じだ。

　互いの汗が混じり合い、どちらのものか分からなくなる。それが心地良くて、凛はそっと瞼を閉じた。

「凛……。俺」

「？」

　誠二は凛の臀部を持ち上げて、その屹立を下から挿入する。二人は抱きしめ合ったまま、誠二から突き上げるように腰を振ると、凛の身体が上下に大きく揺さぶられた。

「んっ。んっ！」

　肌が擦れ合う、パンパンという音が寝室に響く。

　互いの心も身体も、この瞬間、確かに繋がっている。その雄竿は逞しく反り上がり、凛の蜜路の奥、子宮の扉を叩いた。

（気持ちが良い。ああ、なんて幸せなの？）

　彼に抱きしめられながら、その身体を貪られる。彼の熱を帯びた吐息が顔にかかって、凛は多幸感を覚えた。

　彼の腰の動きで、凛の身体は跳ねるように揺れる。その雄が上下するたび、下腹部に圧迫されるような刺激があった。彼のものが奥へ挿入されると、閃光が走ったように背筋に快感が走る。

（このままじゃ、またイッちゃう……！）

　誠二の舌で一度は果てたこの身体が、またも果てる準備を始めている。

　そして、それは誠二も同じだった。

「凛。凛っ」

　彼は今、まさに果てようとしている。それは、彼の腰の動きが激しくなったことからも明らかだ。

　それが分かってもなお、凛はそのすべてを受け入れる気持ちに、変わりはない。

　もちろん、その白濁が子宮に解き放たれることがどういう意味を指すのか、凛は分かっている。

（誠二さんのものは、全部欲しいの。私ってば、我儘？）

　もしこれがきっかけで、新しい命が生まれるとしたら、それも良い。

　愛する誠二との子どもだ。この先何があっても、絶対に幸せにしてみせる。

「凛……っ」

　誠二は凛の名前を呼びながら、その中で弾けるように白濁を解き放った。

　ドクドクと、その精が吐き出されているのが、凛にも分かる。それは勢いよく子宮の中に放たれ、空っぽだった身体を満たしていく。

「はぁ。……はぁ」

　彼は何度も荒い呼吸を繰り返して、ゆっくりと凛の身体から離れた。秘穴からは白濁が垂れ、それがシーツを濡らす。

　二人は視線を重ねて、そっと微笑みあった。

　それから凛は、誠二の頬に甘えるようにキスをする。

「ふふっ」

　凛が笑うと、誠二もお返しをするように、その唇にキスをする。

　彼の唇はしっとりと濡れ、小刻みに息を吐いた。その吐息とともに舌が伸びて、凛の舌と重なり合う。

　互いの舌が混じり合い、唾液が糸を引く。彼の舌でかき乱されるたびに、子宮がきゅんと収縮した。

（ああ。私の全部が、誠二さんでいっぱい……）

　彼の白濁は凛の子宮では受け止めきれないほど多く、息をするたびに精が秘穴から垂れそうになる。それをきゅっと力を込めてこぼれないようにして、凛は誠二に飛びついた。

「……大好き」

　そう言葉にして、凛は笑う。

　誠二は、凛の身体を両手で受け止めると、甘えるように互いのおでこをコツンとくっつけた。

　そうして、二人はこの瞬間の幸せを強く噛みしめるように、花が咲いたような笑顔を見せ合う。

「ずっと、一緒だ」

　彼と今、同じ気持ちでここに居る。

　それが嬉しくて、凛は彼の言葉に頷いた。

「そんなの、当たり前だよ」

　凛は誠二と強く、優しく抱きしめ合いながら、彼の熱を感じる。

　彼と過ごす一瞬一瞬が、まるで奇跡のように、凛の人生を輝かせてくれた。

　だから、この先も絶対に、その手を離さない。

「愛してる」

　そう言葉にして、凛はゆっくりと瞳を閉じる。

　すると、彼は甘えるように凛の首筋にキスをして、囁いた。

「ああ。俺も」

















第四章　初めて言葉にした決意












　それから、何事もなく三カ月の時が過ぎた。

　誠二との絆は、同じ時間を過ごすにつれて、深く、強くなっているのを確かに感じる。

　彼との同棲は最初こそ戸惑うことも多かったが、今では驚きと発見に満ち、楽しい日々を過ごしていた。

　だが、誠二は平日の多くの時間を会社で過ごし、凛はその間、一人でこの家に居る。自由に外出もできず、かと言ってすることもない凛は、多くの時間を読書かテレビのドラマを観て過ごしていた。

「行ってらっしゃい。誠二さん」

　ある日の朝。

　朝食を一緒に食べ終えてから、凛は誠二に鞄を渡す。

　彼はそれを受け取ってから玄関に向かうと、靴を履いて声を掛けた。

「今日は仕事が長引くかもしれないから、凛は先に寝てて」

「ううん。話したいから、待ってる」

　今の凛にとって、誠二と過ごす時間はかけがえのないものだ。

　眠気なんかに負けている場合ではない。

「分かった。ありがとう」

　誠二は玄関の扉を開け、凛に手を振る。凛も振り返すと、やがて扉がパタンと閉まった。

　独りになった部屋の中で、凛はまたも時間を持て余してしまう。

「はぁ……」

　最近、あまりにも暇だから、クロスステッチを始めた。

　特に裁縫が好きというわけではないのだが、とにかくすることがないのだ。

　家事、テレビ、読書。それだけでは、暇な時間を埋めることはできない。絵を描くことにも挑戦したが、あまりに下手ですぐにやめてしまった。

　クロスステッチは、唯一続いた時間潰しだ。

（私は、いつまでこの家の中で、無意味な時間を過ごすのかな）

　絹川家を出てから、凛は怖い思いをしたことが一度もない。このマンションに怪しい人が押しかけてきたこともないし、誠二との同棲生活はびっくりするほど平穏無事だ。

（もしかしたら、私たちの杞憂だったのかもしれない。私の価値は、絹川家にとって『ない』にも等しいのだから）

　一成も、美優も、仁也も、とっくの昔に凛のことなんて忘れたのかもしれない。あの家に凛が居なくても、困る者は一人もいないだろう。家のことは家政婦がやってくれるし、凛が居なくなった分、新しい家政婦を雇えば良いだけの話だ。

　絹川家に居た頃は、外に出ることが夢物語だった。毎日のように仕事に追われ、寝る時間もろくに与えられず、ひたすら精神を摩耗させる日々を送っていた。

　それが当たり前だった凛にとって、誰も自分を傷つけてこない、何かに追われることもない今の生活は、びっくりするほど平和そのものだ。

　人間とは実に不思議なもので、ずっと欲しかったものが手に入ると、次はあれが欲しい、これも欲しいと、欲望が肥大化していく。

　今の凛が、まさしくそれだ。

　誠二のように、外で仕事がしたい。

　街を歩いて回りたいし、海にも、山にも、足を運んでみたい。

　自分でお金を稼いで、必要のない物をたくさん買って、無駄遣いしたと後悔してみたい。

　いつまで、この家の中で独りの時間を過ごすのだろう。やりたいことが沢山あるのに、今のままでは、不自由なままだ。

　ピンポーン

「？」

　インターホンの音がした。だが、この時間は清隆も誠二も働いているはずだ。

　急いでモニターを確認すると、そこには見知らぬ女性が立っていた。

（出ない方がいいのかな？）

　だが、絹川家の追手には見えない。可愛らしいピンクのワンピースを身に纏った女性は、その手にお菓子の入った紙袋を持っている。

「どちら様ですか？」

　凛がインターホンに出ると、女性はパッと顔を明るくした。

『あっ。もしかして、凛ちゃん？』

（凛ちゃん？）

「……そうですが」

　凛が曖昧に返事をすると、女性は笑顔で言う。

『私、高野清隆の姉です！　紗耶香さやかって言うの。ドアを開けてくれないかしら？　お菓子持ってきたの！』

（高野さんのお姉さん？　開けてもいいのかな？）

「すみません。誠二さんに、ドアを開けていいか聞いてみます」

『分かった！　待ってるわね』

　凛は、以前、誠二に買ってもらったスマホで連絡を取る。

「もしもし。誠二さん？」

『どうしました？』

　誠二はすぐに電話に出てくれて、凛は早速質問をした。

「今、マンションに高野さんのお姉さんという方がいらっしゃってて」

『ああ。紗耶香ですか？』

「うん、そう。部屋に入れてもいい？」

『いいですよ』

「ありがとう」

　電話を切ってから、凛はエントランスゲートの扉を開錠する。

「どうぞ。入ってください」

　紗耶香がマンションの中に入ったのを確認してから、しばらくののち、玄関のベルが鳴る。

　凛は扉を開くと、まずは紗耶香に挨拶をした。

「こんにちは」

　すると、びっくりするくらいのハイテンションで紗耶香が言う。

「わ～！　初めまして！　私ね、ずっと凛ちゃんとお話がしたかったのよ～！」

「そうなんですか？」

「清隆から、誠二くんに恋人ができたって聞いて。誠二くんとは子どもの頃からの付き合いだから、どんな子なんだろう？　ってずっと気になってたの！」

　さすがは清隆の姉ということもあり、紗耶香は目鼻立ちのハッキリした美人だ。身長も百七十センチ以上あり、抜群のモデル体型と言える。ピンクのワンピースの上には白いコートを羽織り、黒のキルティングバッグは有名ブランドのものだ。

　一目見ただけで、凛とは別世界を生きる女性と分かる。清隆と同じで、纏うオーラが他と違うのだ。

　普段なら声を掛けるだけでも緊張してしまいそうだが、紗耶香は凛に至って友好的だ。

　凛は安心して話しかけた。

「子どもの頃から、誠二さんと知り合いなんですか？」

「ええ。小学校が同じでね。家も近所だったのよ。清隆にできた最初のお友達で、よく家にも遊びに来てたの」

「そうなんですね」

「これ、クッキー持ってきたの。一緒に食べない？」

「ありがとうございます」

　二人はリビングまで移動すると、凛はキッチンで紅茶を淹れる。品種は、普段から飲み慣れているセイロンティーだ。それをテーブルまで運んだのち、凛は紗耶香の真向いの椅子に腰かける。

「一応聞いておくけど、清隆に変なことされてない？　大丈夫？」

　凛はふふっと笑った。

「大丈夫です。高野さんは、とても優しい方ですよ」

「あら、そう。安心したわ。アイツ、女が絡むとすぐポンコツになるから」

「交遊関係が広いみたいですね？」

「広いなんてもんじゃないわよ！　家族はみんな、呆れかえってるんだから！」

　紗耶香はケラケラと笑う。

　彼女はひとしきり笑ってから、クッキーを箱から取り出し、凛の前に置いて言った。

「それで、お二人の馴れ初め話、もし良かったら聞かせてもらえる？」

　おそらく、これが紗耶香にとって、今日一番に話したかったことなのだろう。凛は恥ずかしさを覚えつつも、正直に語りだした。

「紗耶香さんと同じで、私も誠二さんと小学生の時に交流があったんです。誠二さんは中学生でしたが。それで、この前のパーティーで再会して……付き合うことに」

「え～！　知り合いだったのね？　素敵な再会愛じゃない！」

「えへへ。ありがとうございます」

　誰かに誠二のことを話して、祝福してもらうのはこれが初めてだ。

　高校を卒業してから、凛は絹川家の敷地から一歩も外に出ていない。連絡を取り合う友人もいない凛にとって、恋愛話を誰かとできるのは不思議な心地がした。

「私もそういう素敵な恋愛、してみたいわ～。仕事が忙しくて、恋愛にまで手が回らなくてね……。気づけばもう三十歳よ」

「えっ。み、見えないです……！」

　だが、誠二と清隆は現在二十八歳だ。

　姉である紗耶香が三十歳というのは妥当な話だろう。

「ふふ。ありがと。凛ちゃんは何歳？」

「二十四です」

「あら、若い！　何にでもトライできる年齢ね。今はどんなお仕事をされてるの？」

　それは、一種の社交辞令のような質問なのだろう。

　だが、今の凛にとっては一番きつい質問だった。

「あ、えっと……。仕事には就いていません」

「そうなの？」

「その、いろいろあって、外には出られなくて……」

　ぎゅっと、両手の拳を握りしめる。

　俯いたまま、凛が言いにくそうに黙り込んでしまうと、紗耶香はうんうんと首を縦に振った。

「そうなのね。きっと、大変なことがあったのよね？　外の世界は楽しいことばかりではないから……」

（えっ？　何か、勘違いされてる？　外に出たくないから、仕事をしていない訳ではないのだけど……）

　もしかしたら、清隆はその辺りの事情を紗耶香に話していないのかもしれない。

　紗耶香は勘違いしたまま会話を続ける。

「そうね。私から言えるのは、凛ちゃんも外に出たいって思えるような、素敵なきっかけがあると良いのかも。私は仕事しかしてこなかったから、仕事のことしか話せないんだけど……」

　胸がヒリヒリと痛む。

　外の世界で仕事ができるなんて、素直に羨ましい。

（私は、したくてもできないのに）

　そんなことを少しでも考えてしまう自分が、心に暗い影を落としていく。

「お仕事、楽しいですか？」

　ぽつりと呟いた言葉に、紗耶香は優しく頷いた。

「ええ。私、アパレル会社でデザイナーをしているんだけど、周りをたくさん巻き込んで、いっぱい苦労して作った商品が、実際に店頭に並ぶ姿を見ると、ここまで頑張ってきて本当に良かったって思うの。そういう、小さな成功体験の積み重ねが、今の私を支えてくれているって実感するわ」

「……いいですね。私も」

（外に出て、仕事がしたいな。なんて……、我儘なのかな？）

　絹川家を抜け出して、誠二と一緒に暮らして、清隆と三人で楽しく世間話をする。

　そんな幸せを手にした凛が、これ以上を望むなんておこがましいのかもしれない。

　けれどたまに、どうしようもなく、それ以上を望む自分が心を支配して、胸がきつく締め付けられる。

「どんなきっかけでもいい。凛ちゃんが『外に出たい』と思える日が来たら、その時は思い切り、好きなことをしていいのよ。誰に何を言われたって気にしなくていいわ。自分が後悔しない道なら、それでいいの」

（それができないの。私は！　したくても、できないの……！）

　凛は心の中で叫びながら、紗耶香に精一杯の笑顔を向けた。

「はい。私もいつか、外に出ることができたら、その時は紗耶香さんの言う通り、好きなことをしたいなって思います」

「そう。良かった！」

　そうは言ったものの、紗耶香は凛が無理していることに気づいているのだろう。

　話題の方向を変えようと、必死に模索しているのがこちらにも伝わってくる。

「あっ、なんか、しんみりした空気になっちゃったわね！　今日は楽しいお話をしようと思って来たのに！」

　紗耶香はわざとらしく笑って、この重たい空気を変えようとしてくれる。

　そこで、凛はチョコ味のクッキーに手を伸ばすと、一口で頬張る。サクサクと音を立てて咀嚼してから、紗耶香に向かって笑顔を見せた。

「このクッキー、美味しいですね」

「そう？　これ、東京限定なのよ。私も大好きなの！」

　────それから、紗耶香とはなんてことない世間話をした。

　仕事の話には触れず、清隆と誠二の昔話や、紗耶香の悩み事などを聞いたりする。

　そうこうしているうちに、二時間近く二人で話しこんでしまい、時計は十二時を回ろうとしていた。

「随分話し込んじゃったわね？　そろそろお暇しようかしら」

「はい。今日はありがとうございました」

　凛が深々と頭を下げると、紗耶香は微笑む。

「私の方こそ、凛ちゃんに会えて、とっても良い日だったわ！　また遊びに来てもいい？」

「もちろんです」

「ふふ。それじゃあ、またね！」

「はい。また」

　紗耶香を玄関まで見送って、パタンと扉が閉まる。

　凛は彼女の背中を最後まで見つめてから、ぽつりと呟いた。

「……いいな」

　当たり前のように自由を享受して、それを楽しそうに話す人を見ると、どうしようもなく惨めな感情が押し寄せてくる。

　外の世界の人たちが、キラキラと眩しくて、羨ましくて仕方がない。

（ううん。ダメ）

　凛は両頬をパンッと叩いて、その感情を押し殺すように、ふるふると首を何度も横に振る。

　これ以上なんて、望んではダメだ。ダメだと、頭では分かっているはずなのに……。

　どうしてこんなにも、胸が苦しくなるのだろう。

　その理由が、凛にもまだ、よく分からずにいた。







■　　　■　　　■








「ただいま」

「おかえりなさい」

　その日、誠二が帰宅したのは二十三時を過ぎた頃だった。

　誠二は普段から仕事が忙しく、帰宅時間が零時を過ぎることも多い。夕飯もどこかで食べてくることが多く、帰宅後は二人でビールを飲むのが決まりだった。

「ねえ、誠二さん」

「ん？　どうしました？」

　誠二はネクタイを外しながら、ソファに腰掛ける。凛はその横に座って、缶ビールを二つガラステーブルに並べた。

「あのね。相談があって」

「なんですか？」

　こんなことを言われても、誠二は困るだけだろう。

　それが分かっているのに、溢れ出る願望が、とうとう凛の口を突いて出た。

「私、お仕事がしたいの」

「……仕事？」

　凛は一度、コクンと頷く。

「リモートでもいいの。ずっと家に居てもすることがなくて。家事だけだと時間を持て余しちゃうし」

　無理な話だということは、凛も重々承知している。

　このご時世で、リモート勤務が普及したからと言って、凛のような未経験者を雇ってくれる会社も少ないだろう。

　だが、せっかく絹川家を出たのだ。外へ自由に出て、やりたい仕事に就いてみたい。

「うーん……。そうですね」

「絹川家もね、私のこと、もう忘れてるんじゃないかなって。少しくらい外に出ても、問題ないんじゃないかな？」

「……」

　誠二はしばらくの間、黙り込んでしまう。

　彼は真剣に考えてくれているようだが、その答えは容易に想像できた。

　おそらく、遠まわしに『無理』と言うだろう。絹川家の追手がいつ来るか分からない以上、凛が一人で外を出ることは許されない。

　凛は俯いたまま、スカートをぐしゃりと掴む。

（どうして、私は自由になれないの？　どうして、私だけがこんな思いをしなくちゃいけないの……？）

　すると、その様子を見かねた誠二が言った。

「では、うちの会社で働いてみましょうか」

「！」

　大きく目を見開く。

　凛は咄嗟に顔を上げて、誠二の方を見た。

「ノクターンの社内であれば、俺と清隆も近くに居ますし、絹川家も簡単には手出しできないはずです」

　誠二は最大限、凛の想いを尊重してくれたのだろう。

　それが言葉で伝わって来て、凛は思わず泣きそうになる。

「うん、うん……！」

　何度も首を縦に振って、目頭を押さえた。

　それから凛は、誠二に思い切り抱きつく。

「ありがとう！　お仕事、頑張るね！」

　その決意を聞いて、誠二は凛の頭にぽんと手を置くと、そっと撫でてくる。

　彼の身体の温もりが全身に伝わってきて、凛はとびきりの笑顔を見せた。

　これでようやく、外の世界に行ける。

　ようやく、みんなと同じ生活ができる。

（やった……！）

　凛は誠二の頬にキスをして、その喜びを全身で噛みしめた。







■　　　■　　　■








　────一週間後。

「はじめまして。絹川凛と申します。これから皆さんと一緒にお仕事させていただきます。至らぬ点もあるかと思いますが、よろしくお願いいたします」

　株式会社ノクターン、本社。

　神保町にある二十五階建ての自社ビルの中に、凛は居た。

「よろしくお願いします」

　凛が配属されたのは、顧客満足度向上センターと言われる部署だ。

　自社が運営するファッション通販サイト『ノクターン』に寄せられる、お問い合わせやアンケートの集計を行う部署で、現在は女性八名、男性四名が働いている。

　凛が自己紹介を終えると、社員は手を叩いて歓迎してくれた。

　その後、各々が業務に当たるために席に着くと、早速パソコンの打鍵音がフロアに響き渡る。

（みんな忙しそう。私は何をすればいいんだろう？）

「おはようございます」

　すると、凛の傍に一人の女性社員が近づいてくる。

「おはようございます」

　凛が頭を下げると、女性は微笑んだ。

「私が絹川さんにお仕事を教える、井浦いうらと申します。よろしくお願いします」

「はい。よろしくお願いします」

「席はこちらです。ついてきてください」

　言われるがまま、凛は指定の席に座る。目の前にはパソコンとモニターがあり、井浦がパソコンを操作すると、アンケート集計のための専用フォームが開いた。

「今回、絹川さんに集計いただきたいのは、質問４の集計で──」

　そこから、三十分ほどつきっきりで仕事を教わった。井浦の説明は分かりやすく、するすると業務内容が理解できる。

　その後、一人で業務に当たり、凛は着々とアンケートの集計を進めていく。

（久しぶりのお仕事。お給料が貰えると思ったら、今まで以上にやる気が出る。精一杯頑張らなくちゃ）

　社会貢献がしたい、などという立派な考えは持っていないが、ずっと外の世界で仕事がしたかった。それが今、ようやく叶ったのだ。どんな仕事であっても、一つ一つを大事に取り組みたい。

　そして、あっという間にお昼休憩の十二時を迎えると、井浦はまた席までやって来た。

「絹川さん！」

「はいっ。なんでしょうか？」

　凛が席を立ち上がると、井浦は優しく微笑む。

「一緒に昼食はどう？」

　それは、会社員一日目の、初めての食事のお誘いだった。

　ついつい嬉しくなって、凛は肩を揺らしてしまう。

「いいんですか？　一緒に食べたいです！」

「ここのすぐ近くにね、美味しい蕎麦屋さんがあるの。そこに行かない？」

　しかし、その一言で、凛は急速に現実に引き戻された。

（あ……。お弁当じゃなくて、外でって話）

　今日は、誠二にお弁当を持っていくよう言われ、朝に作ったものがある。

　てっきりオフィスの中でお弁当を食べる約束だと思っていた凛は、もごもごと言いにくそうに呟いた。

「あの、今日はその、お弁当があって……」

「？」

　よく聞き取れなかったのか、井浦は首を傾げる。

　それを見た凛は、心の中で大きな葛藤が生まれた。

（せっかく食事に誘ってくれたんだよ？　それを無下にするなんて……。私も、外で食事してみたい。お蕎麦……食べてみたい！）

「いやっ。なんでもありません！　お蕎麦、食べたいです！」

　それがいけないことだということは、重々承知の上だ。

　誠二がお弁当を持っていくように言ったのは、凛を外に出さないためだろう。

　だが今は、外に出たいという欲望に勝てそうになかった。

「ここら辺って、美味しいレストラン多いの。一通り食べて、好きなお店見つけると良いと思うよ」

「いいですね。楽しみです！」

　二人で一緒に会社の外に出て、久方ぶりに陽の光を浴びた。

　その光があまりに眩しくて、凛は目を細めてしまう。

　大きく胸を膨らませて、外の空気を思い切り吸い込む。それはあまり『美味しい』とは言えないけれど、どこか清々しく感じられた。

（これが、外……）

　今日は会社への通勤も、誠二の車を使って来た。

　こうして外を歩くのは、高校生の時以来だ。

　街にはたくさんのビルが乱立し、道路には車が忙しなく往来している。十二時という時刻もあって、街路樹が並ぶ歩道には、大勢の会社員の姿があった。

「お蕎麦屋さんはね、ここから五分くらい歩いたところで──」

　今は、隣で話す井浦の会話も遠くに聞こえる。

　初めて、心が解き放たれたような気がした。

　ずっと家の中に閉じこもって生きてきた凛にとって、それはとても新鮮な心地だ。

（私はこれから、この街で仕事をするのね）

　大通りを歩いたのち、井浦は狭い脇道の方へと進んでいく。どうやら、蕎麦屋は少し隠れたところにあるらしい。

　人通りが少なくなっていく。遠くの方で人が歩いているのが見えるが、それだけだ。

「結構、遠いんですね？」

「うん。でも、空いてるからすぐに座れるよ！」

「……そうですか」

　微かに不安が過ぎる。

　けれど、それは外の空気にかき消されて、霧散した。

「あ、ここだよ！　お蕎麦屋さん！」

　外は気持ちが良い。

　外はどこまでも自由だ。

　────だから、気づかなかった。

　絹川家の追手が、今か今かと、この瞬間を待ちわびていたことなんて。

「！」

　背後から、いきなりハンカチで口を塞がれる。三人組の屈強な男は、凛の身体を羽交い絞めにし、その自由を一瞬で奪った。

　一呼吸した瞬間、意識が遠のく。凛がゆっくりと瞼を閉じると、そのまま、道路の横に停車していた黒塗りの車の中に身体を押し込まれた。

「えっ。ちょっ、なんですかっ？」

　一緒に居た井浦は、この状況が理解できない様子だ。

　なんとかして凛を救い出そうと手を伸ばすも、男たちにガードされ、まったく手が出せない。

「ちょっと！　その子、離してください！」

　井浦が騒いだところで、周囲に人はいない。

　華奢な井浦では、力ずくで凛を奪い返すこともできなかった。

「ねえ、待って！　待ってってば！」

　混乱した井浦は叫び続けるも、無情にも車は、凛を乗せて走り去っていく。

　おそらく、凛の口元に当てられたハンカチには、薬物が仕込まれていたのだろう。今の凛に意識はなく、抵抗する術もない。

　井浦は、走り去っていく車のナンバープレートを目に焼き付けながら、自身のスマホを手にする。

「ど、どうすれば……。どうすればいいの」

　井浦は混乱し、ひとまず所属部署のセンター長に電話をかける。

　すると、情報はすぐさまエスカレーションされ、誠二と清隆にその一報が入った。







■　　　■　　　■








「どうして、凛を外に連れ出したんですか！」

「すみません！　こんなことになるとは思わなくて！」

　株式会社ノクターン、社長室。

　凛が拉致されたという一報に、誠二は動揺を隠せずにいた。

　拉致した犯人は十中八九、絹川家だろう。井浦は何度も頭を下げるが、誠二の怒りは一向に収まらない。

「落ち着け、誠二。俺たちにも非がある。やっぱりアイツを外で働かせるべきじゃなかった」

　清隆はこの状況でも至って冷静だ。

　ソワソワと落ち着かない様子で部屋を動き回る誠二に対し、ソファに座ったまま宥めるように言う。

「今まで何も動きがなかったのに……どうして！」

「なかったんじゃない。俺たちが守っていたんだよ」

　事実として、凛は絹川家を出てから一人で外出したことはない。絹川家は虎視眈々と、凛が一人になる時間を狙っていたのだ。

　誠二も凛も、三カ月以上も絹川家から接触がなかったことで、気を緩めていたのもある。

「……っ。絹川から連絡は？」

「ないな。これから来るだろうが」

　清隆の返答に、誠二はデスクをダンッ！　と両手で叩く。

　そして、諦めたように呟いた。

「……もう終わりだ」

　その一言に、清隆はぴくりと眉を動かす。

「はぁ？　まだ何も終わってねーだろうか」

「終わりですよ。凛は絹川家に連れ戻されたんですから」

「ふざけんな。お前が諦めるなよ！」

「……どうして、そんな無責任なことが言えるんですか？」

　誠二は倒れ込むように椅子に座る。

　回転椅子はぐるりと一回転し、誠二の身体は背もたれに寄り掛かった。

　清隆はそんな誠二の態度に痺れを切らし、ソファから立ち上がって誠二に叫ぶ。

「あのなぁ。俺たちは今まで、何があっても諦めないできただろう？　この程度のことでへこたれるなんて、お前らしくねーんだよ！」

「……でも、打つ手がない」

　三千万円も払って雇った記者たちは、二人に有力な情報を与えてはくれなかった。

　凛を取り返すためには、ノクターンが不当な契約を結ぶ他ないのかもしれない。

「まだ、できることがあるかもしれないだろ？　諦めんな！」

　すると、誠二はふぅ……と大きくため息を吐く。

「……ああ、そうですよね。なんだって言えますよね。清隆にとって、こんなの所詮は他人事ですから」

　パシンッ！

　誠二が言い終えるより先に、清隆がその頬を平手打ちにした。

　気の抜けた誠二に対し、清隆は咆哮する。

「俺はずっと、お前の背中を追いかけてきたんだ！　絶対に社長になって成功してやるってほら吹くお前に、コイツなら何かできるんじゃねーかと思って手を貸してきたんだよ！」

「……」

「俺が、お前の凄さを一番に分かってる！　お前の日和った顔なんて、見たくねーんだ！」

　誠二は頬に手を当てて、静かに目を伏せる。

　そして、現実を噛みしめるようにその手を握りしめた。

「俺は……凛を守れなかった」

「それは、これから次第だろ!?」

　これから次第。

　確かに、そうかもしれない。

　しかし、誠二には今、切れる手札がないのだ。

「俺は凛に、光の当たる世界で生きてもらいたかった。どこにでもいる普通の女の子と同じように、自由を謳歌してほしかった」

　そう言って、誠二は悔しそうに唇を震わせる。

「でも結局、家に閉じ込めることしかできなくて……。俺は！」

　自分は凛のために、何ができただろう。

　どれだけ考えても、これ以上の最適解が思い浮かばない。

　凛には自由を謳歌してほしいという想いとは裏腹に、彼女から自由を奪うことでしか平穏を守れなかった。

　それでも凛は笑ってくれたから、それで良いと、自分を納得させようとした。

「……戦おうぜ。誠二」

　どこにも勝ち目なんてない。

　凛は絹川家によって奪われ、もう会うことも叶わないかもしれなかった。

　それでも、目の前に居る清隆の目に、迷いはない。

　いつも無責任で、無鉄砲ではあるが、道に迷った時、どうすればいいか分からなくなった時、清隆は必ず正しい道に誠二を導いてくれた。

「今度こそ、アイツを光の当たる世界に連れて行こう」

　それがどれだけ難しいことなのか、二人は既に分かっている。

　だが今は、馬鹿になる時だ。

　一瞬だって、冷静になってはいけない。

「……ほんと、清隆は馬鹿だな」

「それは、お前も同じだろ？」

　状況は絶望的だ。

　それでも、清隆は笑っている。

『独りじゃない』

　たったそれだけで、誠二は立ち上がる力が湧いてきた。

「俺はその馬鹿さ加減に、いつも救われてきたんです」

「ハッ。それは、俺もだよ」

　誠二は立ち上がって、高らかに宣言する。

「必ず、凛を取り戻します」

　その決意に、清隆もやる気満々で応えた。

「おう！」







■　　　■　　　■








　────一方、その頃。

（ここは、どこ……？）

　徐々に意識がはっきりとしてきて、凛はゆっくりと起き上がる。

　そこは暗く湿った場所で、明かりは小さな豆電球一つだけだ。全体的に埃っぽい空気が漂い、居心地が良い環境とは言えない。

　だが、凛はこの場所を、よく知っていた。

「ああ。やっと起きたの？」

　凛は立ち上がって、目の前に居る継母の美優と、弟の仁也と対面する。

　ここは、絹川家の所有する蔵の中だ。

　普段は使わないものを収納する倉庫として使われているが、凛が仕事を失敗した時、美優の機嫌を損ねた時などに、懲罰房として使用されることがあった。

　ここでは幾ら叫んでも、声が外に漏れないと聞いたことがある。この蔵は絹川家の本邸から少し離れており、周囲は木々で覆われていた。周りに建物がないから、声を聞く人間がいないのだろう。

　凛の洋服は、蔵に積もった埃で真っ黒に汚れている。意識がない間、ぞんざいに扱われたのかもしれない。この蔵の中で転がされたのか、髪も身体も埃だらけだ。

「無理やり起こせば良かったのに。母さんは優しいな」

「ふふ。傷物にしたら、月山が約束を反故にするかもしれないからね」

　二人は凛を見世物のように見つめて、愉快そうに会話を弾ませている。

　春に近づいてきた二月下旬、外は少しずつ暖かくなってきたが、蔵の中には太陽の陽ざしが届かない。吐く息は白く染まり、体感温度は十度を下回っているだろう。二人は分厚いコートを羽織っているが、凛は拉致された時に着ていたはずのコートがない。

「月山誠二は、随分と悪趣味なんだな。姉さんが良いなんて」

　仁也は馬鹿にしたようにクスクスと笑う。

　凍えるような寒さと、先ほど吸い込んだ薬のせいで、身体が上手く動かない。カチカチと上下の歯が震え、吸い込む空気は棘のように痛く感じる。

「そうそう。まずは、アンタを褒めてあげなくちゃ」

　美優は勿体ぶるように、ゆるりと唇に弧を描く。

「よくやったものね？　その魅力のない顔と身体で。まさか、ここまでやるとは思わなかったわ」

「帰してください……！」

「は？」

　凛は鋭い眼光で美優を睨みつけ、叫んだ。

「私たちの幸せを、これ以上邪魔しないで！　早く、誠二さんに会わせて！」

　凛の瞳に、もう迷いはない。

　絹川家に閉じ込められていた時にはなかった決意が、今の凛にはある。

　しかし、美優はそのすべてを否定するかの如く、凛を睥睨する。

「何を言ってるんだか。お前の家はここでしょう？」

　美優はわざとらしく鼻をつまむ。

「臭くて、醜くて、要領も悪い。どうしようもないお前を、私たちはここまで育ててやったの。その恩を忘れたの？」

「約束したんです！　誠二さんの傍を離れないって！」

「……あら、そう。それもいいんじゃない？」

　凛の叫びに、いともあっさり美優は頷く。

「じゃあ！」

「それなら、彼には一筆書いてもらわなきゃ。ノクターンと絹川運輸が業務提携を結ぶ。その契約書にね？」

「……！」

　凛は目を見開き、キッと眉を立てた。

「ノクターンは、絹川と業務提携を結びません！」

「それを決めるのはお前じゃない。分かったら、その臭い口を閉じなさい！」

　今までの凛なら、ここで口を閉ざしただろう。

　美優と仁也の存在が、ひたすらに恐怖だった。

　何を言われても、抵抗しなければ、それ以上は傷つくこともない。

　……否。

　今はそれが、間違いだと知っている。

「誠二さんは、必ず迎えに来てくれる……！　貴方たちに、屈したりなんかしない！」

　それは、確信に近いものがあった。

　誠二なら、清隆なら、あの二人なら、必ず凛を迎えに来てくれる。

　これからのことは、何も心配しなくていい。

　今は、自分にできることを、精一杯やるだけだ。

「私たちを、舐めないでください！」

　ドンッ！

　刹那、美優と凛の間に割って入るように近づいてきた仁也が、凛の腹部を思い切り蹴り飛ばした。

　ガシャアアアアン！

　凛は受け身を取る余裕もなく、あっという間に身体ごと吹き飛ばされ、蔵の壁に激突して跳ね返る。

　蔵に保管されていた資材がその衝撃で倒れ、大きな音を響かせた。埃が舞い、凛は咳き込む。

「ガタガタうるせぇんだよ。お前は、黙って俺たちの言うことを聞いていればいい」

「……っ。ごほっ。ごほっ」

（痛い。苦しい。どこか、内臓が潰れたのかも。呼吸が……）

　しかし、今はそんな泣き言を吐いている場合ではない。壁に衝突した身体はジクジクと痛みを訴える。それでも、凛は一つの決意とともに、よろよろと地面に手をついて立ち上がった。

「貴方たちには……絶対に、負けない！　誠二さんは、絶対に、負けたりなんかしない！」

　息を切らしながら、凛は叫ぶ。

「私たちは、諦めたりなんかしない！」

「はぁ～～。アンタは何も分かっちゃいない！」

　美優は呆れたように、大きなため息を吐く。

　それから凛の前に立つと、その胸ぐらを掴んで叫んだ。

「いい？　アンタのせいで、ノクターンは不当な契約を結ぶのよ。アンタのせいで、月山誠二は絹川に頭を下げるのよ。ぜ～んぶ、アンタのせい。分かる？　アンタが不幸を運んでいるのよ。アンタが！　月山誠二の人生を狂わせたのよ！」

「違う！」

　かつての凛ならば、この言葉に反論できなかったかもしれない。

　自分のせいだと、自分が悪いのだと、無理やり納得しようとしたかもしれない。

「私のせいじゃない。全部……！　全部、貴方のせいです！」

　今まで、美優にはあらゆる権利を剥奪されて生きてきた。

　それは仕方のないことなのだと、何度も独りで納得しようとした。

　だが、それでは駄目なのだ。

　何かを変えるには、自分がまず変わらないといけない。

　そのことに、誠二に出会って気づいたから──！

「うるさい、うるさい、うるさい！　その反抗的な目も、気に入らないわ！」

　凛は下腹部を押さえたまま、美優を鋭く睨みつける。

　何度殴られても、蹴られても、もう現実から目を背けない。

　辛い現実に立ち向かう勇気が、今の凛には確かにある。

「……はぁ。もういいわ」

　すると、美優はまたため息を吐いて、投げやりに言う。

「ずっとここにいなさい。水もやらない。食事もやらない。このまま、ここで野垂れ死ねばいいのよ」

「……っ」

「私はね、業務提携なんてどうでもいいんだから！　ただ、アンタを苦しめたいだけ！　何故って？　それが面白いからよ！　でも、もう飽きた。月山誠二には、お前が死んだとだけ伝えるわ！」

　そう言って、美優はケラケラと高笑いする。

　やっと出てきた彼女の本音は、凛の感情を逆撫でするものだった。

　しかし、それを横で聞いていた仁也も、賛同するように笑みを漏らす。

「俺も、お前のことは記憶から消すよ。さよなら、姉さん」

　それだけ告げて、二人は蔵の出口まで歩いていく。

　凛を置き去りにして、二人は蔵の扉を開くと、一筋の光が蔵の中に差し込んだ。

「はぁ。ほんと、せいせいするわ」

　美優のそんな一言を最後に、蔵の扉が閉まる。

　凛はよろめきながらも、一歩ずつ蔵の中を進み、扉の前で思い切り体当たりした。

「ふんっ！」

　鍵がかかってしまったのか、蔵を出る唯一の手段である扉は、うんともすんとも動かない。

　しかし、このまま諦める訳にはいかないのだ。

「ふんっ！　ふんっ！」

　身体中が痛んで、なかなか力が入らない。何度身体をぶつけてみても、目の前の扉は開く気配すらなかった。

　そこで、凛は蔵の中を見渡す。すると、天井横に羽根板のついた通気口があるのを発見した。

（ここから出なくちゃ。誠二さんに、会わなくちゃ！）

　小柄な凛であれば、通気口に設置された木製の羽根板を壊して、出口を大きくすれば、外に出ることができるかもしれない。

　幸い、通気口の高さまでなら、蔵の荷物を積み重ねれば上れるだろう。

（お願い。誠二さんも、頑張って……！）

　必ず、また会える。

　もう迷わない。諦めない。疑ったりもしない。

　誠二は迎えに来てくれる。絶対に……！

　その一縷の希望だけが、今の凛を強く、強く突き動かしていた。







■　　　■　　　■








　それから、三十分後。

　誠二と清隆が、絹川家の本邸に到着する。

　二人を屋敷の前で出迎えたのは、凛の父、絹川一成だ。彼は一張羅のスーツに身を包んで二人の前に現れると、満面の笑みで恭しく頭を下げる。

「おや。これはこれは。ご足労いただきありがとうございます」

「凛はどこですか？」

　開口一番、誠二は凛の名前を口に出す。

「ハハ。まぁ落ち着いて。中でゆっくりお話しましょう」

　一成は屋敷の中へと案内し、二人を一階の来客室に通す。

　部屋の中央にある、木製のテーブルを取り囲むように置かれた黒革のソファに一成は腰を落とすと、その真向かいに誠二と清隆が座った。

「で、凛はどこですか？」

　再度の問いかけに、一成はテーブルの上に置かれたＡ４サイズの黒い書類カバーを手にする。その中から一枚の紙を取り出して、二人の前に差し出した。

「それは、こちらの契約書にサインいただけたら、すぐにでもお伝えします」

「……」

　誠二は契約書に視線を落とすも、内容を読むことなく顔を上げる。

「それはできません」

「ほう？　では、凛の居場所が分からなくていいと？」

　試すような一成の発言に、誠二はスーツの懐から一つのレコーダーを取り出す。

「こちらの録音音声を聞いてください」

　それは、お金で雇った記者から受け取った、唯一の切り札だ。

　レコーダーの再生ボタンを押し、一成に音声を聞かせた。

『本当に使えねーな！　糞野郎！　さっさと失せろ、この屑が！　俺の前にその醜い顔を見せるんじゃねえ！』

　ピッ。

　誠二は停止ボタンを押して、一成の目を見る。

「これは三日前、絹川運輸横浜支店で録音された、貴方の音声です」

「それが何か？」

　開き直る一成を、誠二は強く睨みつけた。

「パワハラですよね？　支店長に浴びせた罵詈雑言の数々、こちらはすべて音声を入手しています」

「……だから、なんです？　まさか、それが脅しになるとでも？」

　一成は腹の底からクツクツと笑うように、下卑た笑みで二人を嘲笑する。

　誠二は眉を寄せてレコーダーを懐にしまうと、一成に言った。

「凛を今すぐ解放しなければ、この音声を外部に流出させます」

　この一カ月間、記者を雇って絹川運輸株式会社の不正を暴こうとしたが、確たる証拠は何一つ出てこなかった。

　唯一分かったのは、パワハラの横行と、残業代の未払いだけだ。

　どちらも切り札としては効力が乏しい。しかし、絹川運輸株式会社は、運送業界でも大手だ。この音声が流出すれば、テレビやＳＮＳで情報が拡散し、社長退任にまで追い込める可能性がある。

「流出させればいい」

「……は？」

　あっさりと一成は言う。

　彼は、何一つ慌てる様子なく続けた。

「その代わり、凛の居場所は何があっても教えない。貴方がたの願いは、永遠に叶わない。それでも良ければ、どうぞネットでも週刊誌でも、どこでも好きなところにそれを流してください」

「……」

　それでは意味がない。誠二はついに閉口してしまう。

　やはり、この状況での主導権は一成側にある。

　凛の居場所が分からない以上、誠二と清隆はどこまでも無力だ。

「ずっと、貴方と話がしてみたかった。凛の父親である、貴方と」

　それでも、誠二は拳を震わせ、一成を真っ直ぐ見る。

　その脂ぎった顔、丸く肥えた身体、そのどれもが、凛とは似ても似つかない。

　彼が、凛の父親で、凛を苦しめる元凶────！

「一つだけ質問します。どうして貴方は、実の娘である凛を、愛せなかったのですか？」

　それはずっと、一成に会ったら質問したかったことだ。

　徹底的なまでに凛を虐げる行為は、肉親としての常軌を逸している。

　少なからず、誠二が一成の立場であったなら、凛を美優から守ろうとしただろう。

　それが、普通の『父親』の姿ではないだろうか。

「……あんなのは私の娘じゃない」

　投げやりに言う一成に、誠二は眉を寄せる。

「どういう意味です？」

「あんな出来損ない、私の娘であるわけがない」

　それは、普段から温厚な誠二でも、怒り心頭に発する一言だった。

「貴方の子でしょう！　貴方と絹川雅子まさこの！」

　誠二は魂からそう叫ぶ。

　たとえ何があっても、自分の娘を『娘じゃない』と言ってほしくなかった。

　凛は何も悪くないのに、家族からの愛を与えられずに生きてきた。それがどれほどまでに苦痛な日々だったか、誠二でも容易に想像できる。

　そんな凛のためにも、せめて、娘であることだけは否定してもらいたくないのだ。

　しかし、一成はピクリとも動じなかった。

「あれは、雅子が外で作ってきた子だ」

「……は？」

　そんな話は聞いたことがない。おそらく、凛も知らない話だ。

（凛と一成には、血縁関係がない……？）

　誠二がフリーズするも、一成は続ける。

「雅子はずっと謝っていた。謝りながら死んだ。凛をこの世に遺したことをな。もしかして、知らなかったのか？」

　一成はフンと鼻を鳴らす。

　誠二は驚きのあまり、すぐには声が出てこなかった。

　だが、状況を理解するにつれて、ふつふつと許せない感情が、心の奥底から溢れ出してくる。

（肉親じゃない。だからなんだ？　それが、なんだと言う？）

「……それが事実だとして。ここまでの仕打ちを、子どもの凛にする必要がありましたか？」

　一成は顎に手を当てて、不思議そうに目を細める。

「どうだろうな。私はアイツに何かした覚えはない」

「何もしなかったことが！　凛の心を深く傷つけたのでしょう!?」

　一成が少しでも凛に加勢してくれたなら、彼女の人生はもう少しまともなものになったに違いない。

　だが、最後まで一成は無関心を貫いた。

　そのせいで、凛の心は完全に塞ぎこみ、辛く苦しい日々を耐え忍ぶことでしか生きていくことができなくなったのだ。

「私の方こそ聞きたい。何故、お前はあの娘にそこまで熱くなれる？」

　凛のことを名前で呼ばず、『あの娘』と言ったことに腹が立つ。

　だが、今は怒りに身を任せる時ではない。

「凛は、俺の希望です。たった一つの宝物です。貴方が何を言おうとも、凛は俺の愛した唯一の女性です！」

「それが理解できない。アイツにそこまでの価値はない」

「それは俺が決める！　貴方が決めることではない！」

　────このままでは、埒が明かないと思ったのだろう。

　隣に座っていた清隆は、急に立ち上がって素っ頓狂なことを口にする。

「あー。すまん、トイレだ」

　そのまま清隆はくるりと背中を向けて、バタバタと騒々しく部屋を飛び出してしまう。

「逃がすな！」

　一成の一声で、凛を拉致した屈強な男性三人組が、清隆の前に立ち塞がる。

　だが、清隆は幼少の頃から喧嘩に関しては、一度も負けたことがない。

　男性三人を一斉に相手した清隆は、容赦なく脇腹を殴り蹴とばして、躊躇わずに足で金的蹴りを決めると、誠二に向かって叫ぶ。

「おら、行くぞ！　誠二！」

「はい！」

　誠二は急いで立ち上がり、清隆の後ろを走る。

　こういう時、喧嘩の強い清隆は頼もしい。誠二にはないフィジカルの強さがあり、彼が先陣を切ってくれることで状況を打開する糸口となってくれる。

「他人の家で騒ぎおって。警察にでも突き出されたいのか！」

「突き出せばいい！　その時は真実を話す！」

「……っ」

　後ろを追いかける一成は、体重が重く体力もないため、二人との距離が徐々に広がっていく。

　清隆は本邸の階段を駆け上がって叫んだ。

「絹川凛！　居るなら叫べ！　助けに行く！」

　手当たり次第に部屋の扉を開くも、凛の姿はない。廊下には怯えたように動かない家政婦が何人かいるが、そのすべてを無視して二人は突き進む。

「声が聞こえないな。この建物には居ないのか？」

　清隆は廊下の奥まで進み、凛の存在を確認できずＵターンする。

　そこで、追いついてきた一成と遭遇するも、久しぶりに走ったことで息が切れたようだ。清隆はその身体を軽々と押しのけ、階段を使って一階に戻る。

「向こうに蔵があります。そこが怪しいかもしれません」

「なんで知ってんだよ？」

　誠二は開き直ったように笑った。

「昔、不法侵入で捕まってますから」

「ハハッ！」

　二人は本邸を抜け出し、颯爽と絹川家の庭を駆ける。

　庭園の中心には大きな梅の木が植えられており、その周囲を囲むように、手入れの行き届いた花々が咲き乱れていた。

「で？　その蔵はどこだ？」

「俺が先導します」

　誠二が前に出て、蔵までの道を走っていく。

　大体、五十メートルほど走った頃だろうか。

　その道すがらで、美優と仁也に遭遇した。

「あらまぁ。どうされたんです？　若い男が、血相変えて」

　美優は菫色の着物の袖で口元を隠しながら、クスクスと笑う。

　だが、その着物は土埃を被ったのか、裾のところに汚れがあった。それは仁也も同じで、コートの袖の部分が黒くなっている。

「そこを通してもらえませんか？　行きたいところがあるんです」

　誠二がハッキリと言うと、美優は意地悪く目を細めた。

「まさか、他人様の物を横取りしようなんて思ってませんよね？」

　この家の者たちはみな、誠二の神経を逆撫でする。

　誠二は堪らず叫んだ。

「凛は物じゃない。貴方のものでもない！」

　怒りから、何度も我を忘れそうになった。

　今、こうしている間にも、凛は独りで苦しんでいるだろう。そんな彼女のためにも、今はここで立ち止まっている場合ではない。

「ふふ。ほんとに、意味の分からない方々ね。あんなのに熱くなるなんて、正気を疑うわ」

　今度は凛のことを『あんなの』と呼ばれ、誠二は拳を固く握る。

　隣にいる清隆も気分を害したのか、その額には血管が浮かび上がっていた。

「ずっと、貴方に言いたいことがあったんです」

　なんとか冷静さを保とうと、誠二は大きく息を吐く。

　だが、そんなことをしても無駄だ。今はこの怒りを、相手にぶつけずにはいられない。

「二度と凛の前に姿を現すな。俺たちの前から、とっとと失せろ！」

　しかし、美優の余裕ぶった笑みは消えることがない。

「あらあら。怖い顔。色男が台無しね？」

「チッ。面倒だな……。暴力は使えないぞ」

　清隆が横で耳打ちする。

　美優と仁也に傷を負わせれば、後で警察の厄介になることになるだろう。そんなことになったら、ノクターンの存続にも影響を及ぼすかもしれない。それは、誠二も清隆も避けたいことだった。

　すると、後ろからはぁ、はぁ、という荒い息遣いが聞こえてきた。どうやら、一成が二人に追いついたようだ。

　一成は、息を切らしながらフンッと鼻を鳴らす。

「もう諦めたらどうだ？　凛を返してほしければ、素直にサインすればいい。ただそれだけのことだ」

　続けて、美優が言う。

「そうよ。こんな手荒な真似をして、許されると思っているの？」

　両サイドを絹川家の者に塞がれ、二人は逃げ場を失くす。

　誠二は、はぁ～……と深く息を吐くと、溢れ出る決意とともに美優を見た。

「必ず、凛を陽の当たる場所に連れていく」

　策はないが、度胸ならある。

　誠二は続けて一成に目を向けると、叫んだ。

「俺たちは、絶対に凛を取り戻す！」

　凛がどこに居るか、今はまだ分からない。

　だが、今この瞬間も、凛は誠二の助けを待っている。それが分かるから、ここで立ち止まるわけにはいかないのだ。

　幸いなことに、隣にいる清隆も同じ気持ちでいてくれる。

　誠二は、独りじゃない。

　だから、最後まで絹川家と戦える。

「────誠二さんっ！」

　刹那、どこからか、間違いなく凛の声が聞こえた。

「凛っ？　凛？」

　誠二は何度も名前を呼ぶ。

　今、凛は間違いなく近くに居る。

　誠二は辺りをきょろきょろと見渡すと、凛は土と埃に塗れた身体で、美優と仁也の後方からこちらまで走ってきた。

「凛っ！」

　すぐさま誠二は、凛に駆け寄ろうとする。

　しかし、凛はその手前、仁也の背後で助走を開始した。

　凛は全力で走りながら、間髪入れずに勢いよく右足を振り上げると、仁也の下腹部を思い切り蹴とばす。

「あっ？」

　ドンッ────！

　仁也は、凛に蹴られる想定がなかったのか、もろにその蹴りを喰らった。

　受け身も取れずに下腹部に凛の足がめり込んで、後ろに勢いよくその身体が吹き飛ばされる。

　ズシャアアアア！

　派手な音を立てて、仁也は地面に転がった。

「……っ。いってーな！」

　身体を派手に打ち付けられた仁也の周囲に、土埃が舞う。

　彼は憎々しく凛を睨みつけるも、凛はふんっ！　と鼻を鳴らした。

　その一連の様子を見ていた美優は、信じられないとばかりに首を横に振る。

「お前っ！　こんなことをして、許されると思ってるの!?」

　凛は美優と仁也を睨みつけ、叫ぶ。

「これは……ただの、姉弟喧嘩です！」

「……は？」

　凛は悪びれず、続けた。

「さっき蹴られた分を、蹴り返しただけです。それと！」

　凛は、堂々と宣言した。

「お継母様。私は、この家を出ていきます！」

　それは、今の凛にしか選べない、唯一無二の選択肢だった。

　もう我慢はしない。屈することもない。

　その強い意志だけが、この身体を突き動かしている。

「……いまさら、何を言って」

「もし、それを許してくれないのなら、何だってする！　この家だって燃やすし、会社だって追い詰めるし、弟に殴られたら殴り返します！」

　すると、一成は乾いた笑みを浮かべた。

「それがどうした。お前は──」

「今までここから逃げ出さなかったのは、外の世界が怖かったから！　独りで生きていくことなんてできないって、諦めていたから！　でも、今は違う！」

　もっと早く、こうすれば良かった。

　だがそれは、きっと誠二に出会うことがなかったら、一生かかっても選ぶことのなかった選択肢だろう。

「私は外の素晴らしさを知ってる！　誠二さんも、高野さんもいる！　私は独りじゃない！　だから、もう私をこの家に閉じ込めておくことなんてできない！　もしそんなことをされたら、家中に火を放って逃げます！」

「ほら吹きめ。お前にそんな度胸が」

「あります！　誠二さんと一緒に居るためなら、私はなんだってします！」

「うぅ。おぇえ」

　と、その時、仁也が辛そうにその場でえずく。

　凛に身体を蹴り飛ばされた衝撃が残っているのか、気持ち悪そうに口元を押さえながら、胃の中のものをすべて吐き出した。

「仁也！　大丈夫なの？」

「ごほっ。げほっ！」

　美優は仁也の傍に駆け寄ると、その場にしゃがみ込んで背中をさする。

　仁也は咳き込んだまま、とても気分が悪そうだった。

　それを見た凛は多少の罪悪感を覚えるも、仁也には、やられたことをやり返しただけだ。

　彼が謝らない以上、こちらも謝罪するつもりはない。

「ちょっと、お父さん！　仁也を病院に連れていかなくちゃ！」

　しかし、一成は予想外にも激怒する。

「今はそんなこと言ってる場合じゃないだろう！」

「……なんですって？」

　激怒した美優が、一成を蛇のような目でぎろりと睨みつけた。

　それでも、一成は面倒そうに言う。

「今は、ノクターンと業務提携を結ぶことの方が先決だろう！　女に一発蹴りを入れられたぐらいで、ぎゃーぎゃー騒ぐんじゃない！」

　一成の叱責に、美優は眉をピクピクと痙攣させる。

「……なんてことを。お前さんは、仁也が大切じゃないの？」

「だから、今は！」

　美優はゆっくりと立ち上がり、その拳を震わせた。

　だが、やがて一成を説得するのも諦めたように、大きくため息を吐く。

　美優はそれから、開き直った様子で言った。

「はぁ～。分かりました。もう、信じられない。お前さんにとって、仁也はその程度の人間なのね。一番大事なものは仕事。私たちのことなんて二の次」

「あのなぁ！」

「もう耐えられない！　私たちは、この家を出ていきます！」

「……はぁ？」

　美優の癇癪に、一成は呆れた表情だ。

　美優が一成に対して癇癪を起こすことは、そう珍しいことではない。凛自身も何度も二人が喧嘩する姿は見てきた。

　だが、今回はいつもの喧嘩とは違い、美優は本気で激怒しているように見える。

「私は慰謝料さえ貰えればそれでいいわ！　業務提携なんて、どうでもいいもの！　仁也もそうでしょう？」

　仁也は何度も浅い呼吸を繰り返しながら、力なく頷く。

　それを見た一成は眉をひそめ、二人に向かって暴言を吐いた。

「勝手にしろ！　俺の金がなけりゃ、何もできない寄生虫が！」

「──っ」

　その一言で、一瞬にしてこの場の空気が凍り付く。

　美優も仁也もその場から動けず、凛、誠二、清隆も言葉を失った。

「……ずっと、そう思っていたのね？」

　美優が唇を震わせるも、一成は叫ぶ。

「当たり前だろう！　何の役にも立たない、金食い虫だ。お前らは！」

　そしてまた、しばらくの沈黙が辺りを包む。

　美優は怒りよりも、虚しさの方が勝ってしまったのだろう。

　一成に言い返す言葉もなく、仁也の隣で悔しそうに唇を噛み、その目に涙を浮かべた。

　その光景を黙って見ていた誠二は、ようやく口を開く。

「……だから貴方は、独りなんですね」

　ぽつりと、誠二は呟く。

「なんだ、その目は」

　一成は、誠二が向ける眼差しが気に食わないのだろう。

　誠二が一成を見つめる瞳は実に無機質で、同情でも、哀れみでもない。

　もう救いようがない。そう、言わんばかりのものだった。

「行こう。凛」

　誠二は視線を凛に向けると、優しく微笑む。

「こんな奴らのことなんて、もう忘れるんだ。……いや、さすがにそれは無理か」

　彼は力なく笑って、凛に一歩ずつ近づいていく。

　埃だらけの凛の肩に、誠二は躊躇うことなく触れた。彼は、ぽんぽん、と肩を叩くと、一成に視線を移す。

　そして、ハッキリと告げた。

「凛は見つかりました。貴方が今、それでも道を譲らないと言うのなら、先ほどの音声を流出させます。それでもまだ、凛の自由を奪うのであれば、次は容赦しない」

「……ふんっ。容赦しないとは、何をするつもりだ？」

「それを言葉にしないと、貴方は分かりませんか？」

　誠二の瞳に、もう迷いはない。

　彼は、凛を守るためならば、本当に何でもしてしまうかもしれない。

　だが、それは凛の意に反するものだ。

（それなら、私が言わなくちゃ！）

「……お父様」

　凛は一歩、前に出る。

　そして、ハッキリとその口を動かした。

「私は、貴方を一生かけても許しません。受けた痛みも、悲しみも、絶対に忘れません。ですが……私はもう、貴方に仕返しをする気力もないんです」

　凛の口調はとても静かだ。そこには、喜怒哀楽のどの感情もない。

　一成は一笑して、凛を睥睨する。

「はんっ！　要は、度胸がないって話だろ？」

「違います」

　凛は静かに首を横に振る。

　今までずっと、一成は恐怖の対象だった。

　彼の顔色を窺い、怒らせるような発言はしないよう留意して日々を過ごしてきた。

　だが、今の彼はもう独りだ。その必要はない。

　目の前に居る一成は、酷く弱く、惨めな存在に見える。

「もう、貴方に割く時間が勿体ないのです。今、こうして話し合うのも、無益な時間だと思っています」

　それが、凛の紛れもない本音だった。

　もう、何も恐れない。怖くもなければ、悲しくもない。

「これから私は、お父様のことを忘れて生きていきます。ですからどうか、お父様も私のことを忘れて生きてください」

　凛は頭を下げ、一成に告げた。

「お願いします。これが、最初で最後の、貴方の娘としての我儘です」

　一成の姿を見るのは、これで最後になるだろう。

　だが、何も悲しいことはない。

　これで、終わるのだ。

　絹川家との、長きにわたる苦しみの日々も、そのすべてが。

「……許さんぞ。誰がお前を育ててやったと思っている」

「その点については感謝しております。ですが、その御恩は労働でお返しした認識です」

「で？　これがお前の、自由か？　そんなもの、得たところでお前は何も変わらん」

　一成は納得していない様子だが、そんなのはもう関係がない。

　美優と仁也は、この家を出ていくのだろう。

　であれば、二人がノクターンとの業務提携を迫ることはない。

　それを成し遂げたいとするのは一成だけで、彼は今、孤独そのものだ。

　彼一人の力だけでは、誠二と清隆を屈服させることはできないだろう。

（これで終わり。これで……）

　もう、何も恐れる必要はないのだ。

　これで凛は、晴れて自由の身となる。

「変わらないかどうかは、私が決めます。お父様の決めることじゃない。そしてお父様は、もう味方もいない。貴方はこれから、正真正銘、独りなんです」

　独りがどれだけ恐ろしいことか、凛はよく知っている。

　それをこれから、一成も肌で感じて生きていくのだ。

　そう考えれば、一成にこれまでされてきたことは、ここで手打ちにできる。

「……はんっ！　勝手にしろ！」

　一成は投げやりに言う。

「お前ら全員、さっさとこの敷地から出ていけ！　目障りだ！」

　一成の暴言を聞いて、凛は気分がスッキリした。

　美優は仁也の体調ばかりに気を遣い、一成のことはもうどうでもいいらしい。

　今の一成を見る者は、誰も居ない。

　凛はその顔を上げて、誠二に向かって微笑んだ。

「行きましょうか、誠二さん」

　今日この瞬間、凛の二十四年間は、すべて過去のものとなった。

　これからは、『絹川凛』としてでなく、『凛』として、その人生を生きていく。

「……ええ。そうですね」

　凛、誠二、清隆の三人は、絹川家の門を出て、外の世界に戻ってきた。

　敷地の外を出てから、ふと空を見上げると、綺麗な夕陽が見えた。その茜色の空を横切るように、烏の群れが鳴き声とともに通り過ぎていく。

　いつぶりに、絹川家の門の外から、空を見上げただろう。

　これからはきっと、この幻想的な景色さえも当たり前のものとなって、いつかは感動もしなくなる。

　それでも、今はこの夕陽が、胸を打つほどに美しく見えた。

（やっと手に入れた。これが、自由なのね？）

　誠二たちは、外の夕陽を見ても何も言わない。

　ただ、当たり前のものとして、その空の下を歩いている。

　今はまだ、自由の実感が湧かない。

　それでも、これからはきっと、それをたくさん肌で感じて生きていくことになる。

（……あ。誠二さんの車だ）

　近くの駐車場には、誠二の車が停まっていた。彼がロックを解除すると、三人は黙って車に乗り込む。

　エンジンがかかって、車が発進する。

　向かう場所は、誠二と二人で住む、あのマンションだ。

「夕陽が、綺麗……」

　きっと、今日という日を境に、凛にとってさまざまな『当たり前』が変わっていく。

　不安を感じることもあるだろう。泣きたくなる日も来るかもしれない。

（それでもいいの。私はずっと、そんな自由が欲しかった）

　凛はそう思いながら、変わりゆく車窓の景色を、後部座席から眺め続けた。







■　　　■　　　■








　マンションに到着して、凛はすぐに入浴をした。埃だらけの洋服は手洗いで汚れを落としたが、すべては落とせない。もうこのワンピースはお釈迦にするしかないかもしれないが、この程度の損害で済んだのだ。むしろ、これで良かったと言うべきだろう。

　入浴後、紺のワンピースを着用してから洗面台で髪を乾かし、凛はリビングに向かった。

　誠二と清隆はソファに並んで座っていて、二人は凛の存在に気づくと顔を上げる。

「凛」

　誠二はすぐにソファから立ち上がり、飛びつくように凛のことを抱きしめた。

「……良かった。良かった」

　彼は何度も凛の存在を確かめるように、強く強く抱擁する。

　その瞳には薄っすらと涙が浮かび、深く吐いた息は心なしか震えていた。

「あの、その」

　凛が口を開くと、誠二はゆっくりと離れる。

　凛は二人の前に立つと、深く頭を下げて謝罪した。

「この度は、私が勝手な行動をしたせいで、お二人にはご迷惑をおかけしました。大変申し訳ございませんでした」

　すると、誠二が言う。

「まぁ、結果オーライじゃないですか？　これで凛も、晴れて自由の身です」

「俺は完全に、面倒ごとに巻き込まれただけだったけどな」

　チクリと刺すような清隆の意見に、凛は再度頭を下げた。

「すみません……。高野さんには、もう頭が上がりません」

　そう言って、凛はすぐに顔を上げる。

　すると、ぷはっと噴き出すように清隆が笑った。

「いや、上がったじゃん」

「……比喩表現です」

「ああ。知ってる」

　清隆は今回の一件を怒っていないのか、それ以上は何も言ってこない。

　改めて誠二と向き合うと、凛はおそるおそる口を開いた。

「誠二さん。あの、お願いがあって」

「どうしました？」

　今日はあんなことがあったのに、これ以上の我儘を誠二に言うのは良くないかもしれない。

　でも、ようやく自由の身になったのだ。

『絹川家の外に出る』

『誠二と一緒に暮らす』

　その次の願望は……。

「就職活動をしてもいいですか？」

　外の世界で、自由に好きな仕事がしたい。

　今度こそ、自分の人生を、自分で選択して生きていく。

「ノクターンが嫌という訳ではないんです。ただ、紗耶香さんと約束したことがあって」

「紗耶香と？」

　清隆がピクリと反応する。

　凛は頷いた。

「『外に出ることができたら、その時は好きなことをする』。そう、約束したんです」

　あの時は、紗耶香のことを羨ましがることしかできなかった。だが、今は違う。

　これからは、好きなことをして、好きに生きる。

　自分を抑えつけて、理不尽なことに納得するようなことはしない。

　すると、誠二はその決意に笑みを見せて肯定した。

「いいですよ。俺が反対する訳がないじゃないですか」

　その一言に、心から安堵する。

　そして、今日一番の笑顔の花が咲いた。

「ありがとう！」

　今度は、凛が誠二に飛びついて抱きしめる。

　────これからは、どこまでも自由だ。

　外の世界は凛に厳しいかもしれない。自由は、想像よりも辛いことかもしれない。

　……それでも良い。

　これからは、好きなことを『好き』と言える自分になりたい。

　そのためなら、どんな苦労だって引き受ける。

「んじゃ、俺はもう帰るわ。疲れた」

　二人の様子を見て、清隆は深く息を吐く。

「高野さん！」

　すぐにでもここを去ろうとする清隆を呼び止めて、凛はもう一度頭を下げた。

「ありがとうございました！」

　すると、ひらひらと手を振って、清隆は背中を向ける。

　彼はそれから何も言わず、そそくさとマンションを出ていくと、誠二と二人きりになった。

「凛。怪我はしてない？」

　心配する誠二に、凛は答える。

「弟に思い切り蹴られましたけど、思い切り蹴り返したら、痛みが吹っ飛びました！」

　ふふっと、凛は笑う。

　幸い、今ではもう痛みもなく、痣も残っていない。仁也に思い切り蹴とばされた時はムカついたが、それも蹴り返したことでスッキリした。

「……ごめん、凛。すぐに助けられなくて」

　凛は首を横に振る。

「ううん。誠二さんは、精一杯頑張ってくれました」

　誠二と清隆が助けに来てくれたから、凛は外に出ることができた。

　二人には感謝してもしきれないほどだ。

「ありがとう。誠二さん」

　凛は求めるがまま、誠二の頬に口づけをする。すると、誠二はクスッと笑って凛を抱きしめた。

　彼の体温は温かくて、ひたすらに気持ちがいい。彼と抱きしめ合っていると、ずっと空っぽのまま飢えていた盃が満たされていくように、満たされた心地がする。

　誠二は凛の唇を奪うと、何度か口づけを繰り返してから、舌を腔内に入り込ませてくる。互いの舌は求めるように絡み合い、唾液が混じってどちらのものか分からなくなっていく。

（……大好き）

　今はただ、この感情だけを抱いて、誠二と同じ時間を過ごしたい。

　彼の身体を求め、愛し、その心まで奪い、尽くしたい。

　誠二は凛の腕を引いて、寝室に連れ込む。凛はベッドの上に押し倒されると、その上に跨った誠二は貪るように凛の唇にディープキスをする。

「……っ」

　唾液が口の端から漏れ、頬を垂れていく。それでも、二人の唇が離れることはない。

　我も忘れるように、熱を込めて身体を求め合う。

　もう、誰の邪魔も入らない。欲しいものは、欲しいと言っていいのだから。

「……凛」

　誠二が、凛の着用するワンピースのファスナーをゆっくりと下ろす。露出したピンクの花柄の下着は、最近になって凛が通販で一目惚れして購入したものだ。

「可愛い」

　誠二の笑みに、凛も微笑む。

「でしょ？」

　だが、誠二はすぐにブラジャーのホックを外すと、するりと下着を剥がす。続けてショーツも脱がすと、あっという間に裸になった。

　誠二は着ていたシャツのボタンを面倒そうに外すと、ベルトのホックを外してパンツを見せる。はぁ、はぁ、という呼吸音とともに現れたのは、彼の硬くなった屹立だ。

「もう、そんなに勃ってるの？」

　凛は意地悪く笑う。誠二は恥ずかしそうに鼻を掻いた。

「……だって」

　誠二はそれ以上の言い訳をせず、凛の身体をダイブして抱きしめる。

　ふふっと凛が笑うと、誠二は首筋にキスをして、乳房を撫でるように揉んだ。それから、乳首を親指と人差し指で弄るようにつまむと、凛の反応を窺う。

　乳首を弄ばれると、ムズムズするような感覚が全身を襲う。それは、気持ち良いような、恥ずかしいような、不思議な心地だ。身体が自然とよじれて、悶えるように凛は顔を赤らめる。続けて、彼の舌が乳首を刺激し、唇が吸い付いて離れない。

「んっ」

　彼の歯に甘噛みされ、凛はぎゅっと目を閉じて、浅く息を吐く。思わずこぼれた声に、誠二は満足気に口角を上げた。

　やがて、誠二の舌が乳首から離れると、今度はちゅぷりと音を立てて、彼の指先が凛の蜜路の先端に触れる。指の平で陰核を擦られ、凛は甘く息を漏らした。

（もっと……。もっと）

　凛は息を吐いて、誠二の両肩にしがみつく。

　彼の指はまず一本、蜜路の中に挿入される。初めこそ痛みはあったが、何度も上下するうちに、蜜が指先に絡んで淫らな音を立てた。

　痛みはやがて快楽へと変わり、凛は下腹部に自然と力が入る。彼は続けて二本目の指を挿入すると、身体を慣らすように何度も上下した。

　彼の指先に、泡だった蜜が纏わりつく。ちゅぷりと音を立てながら彼の指は上下し、凛はそのたびにはぁ、はぁ、と息を吐いた。

「誠二、さ」

「もう、大丈夫そうですね？」

「……うんっ」

　凛は大きく頷く。

　一刻も早く、彼のものが欲しい。今すぐにでも、その熱を全身で受け止めたい。

　その衝動に、今はこの身を委ねていたいのだ。

　誠二は指を引き抜くと、蜜のついた指先をじっと見つめる。凛は恥ずかしくなって視線を逸らすも、彼は小さく笑った。

　そのまま、誠二は凛の足を開脚し、雄竿を蜜路に宛がう。

「～～！」

　何度経験しても、この感覚は不思議と慣れない。

　彼の逞しい雄が、こじ開けるように蜜路を入っていく。蜜路は狭いのに、彼の雄竿は巨大だ。サイズの異なるものが中に挿入されているなんて、考えただけでも痛いことのはずなのに、不思議と痛みはなく、満たすような快楽が全身を駆け抜けた。

　凛の身体には自然と力が入るが、快感の壺を的確に刺激されるうちに、へたりと身体の力が抜けていく。

　彼の雄が、子宮の扉をトンと突いて、奥まで挿入される。

「挿入ったよ」

　彼の一言に、凛は小さく頷いた。

「ん……っ。誠二、さん」

　甘い声で、誠二の名前を呼ぶ。

　凛の瞳には今、誠二しか見えていない。蕩けるような眼差しを向ける凛に、誠二は情欲に濡れた熱い眼差しを向けた。

「動くよ」

「うん」

　凛が頷くと、誠二は激しく腰を振り始める。柔襞が彼の雄と擦れて、蜜を増やしていく。彼が動くたびに淫らな音が寝室に溢れて、凛は破顔しながら嬌声を上げた。

「んっ！　んあっ」

　誠二の腰の動きに合わせて、凛の身体が上下に揺れる。ギシギシとベッドの軋む音が鼓膜に響いて、彼に求められているのだと実感した。

「んんっ……！」

　誠二の肩に置いた手に、薄っすらと汗が浮かんだ。手が滑ってしまった凛は、そのままシーツを鷲掴みにして、快楽を身体で感じる。

　誠二の濡れた瞳は、熱く蕩けるように凛を見つめた。そして彼は、試すように凛に言う。

「凛のこと、めちゃくちゃにしてもいい？」

　そんなことは、許可をするまでもない。

「して。お願い」

　すると、誠二は肩にしがみついていた凛の手をゆっくりと離して、凛の両足を持ち上げた。

　股が彼の手の動きに合わせて、百八十度に開脚する。本来ならばきつい体勢だが、隘路に挿入された彼の雄の存在が、凛の痛覚を奪った。

　いつの間にか、誠二の身体にはじんわりと汗が浮かんでいる。見ると、彼の額には一筋の汗が垂れていた。

（そんなになるまで、私が欲しいの？）

　凛がクスッと笑うと、誠二は不思議そうに「？」と首を傾げる。そしてすぐ、彼は凛の足を開かせたまま、激しく腰を動かした。

「んぁっ。～～！」

　足が大きく開脚していることもあって、彼の雄が凛の子宮の奥まで届く。彼の雄が子宮の入口を突くたび、凛の身体は痺れるような閃光が走った。その快感は身体に蓄積されていき、凛の身体は果てるカウントダウンを始める。

「あっ。あ、ダメっ？」

　そう口にしても、誠二は腰の動きを止めることはない。

　彼は激しく腰を動かしたまま、凛の股に跨るように雄を近づけた。

「このままイッても、いいんだよ？」

「んっ、んんっ」

　だが、ここで果てるのは勿体ない気もする。

　まだ、彼と繋がっていたい。彼との時間を、一秒でも長く味わっていたいのだ。

　しかし、身体はもう耐えられそうにない。全身で感じる彼の熱に、蜜が自然と溢れて止まらなかった。

「～～！」

　凛は声にならない叫びを上げて、蜜をぱしゃりと噴出する。

　誠二の下半身にかかった蜜は、彼の陰毛を濡らした。

「凛。イッちゃったね」

「……むぅ」

　凛は恥ずかしそうに口を尖らせるも、誠二はクスッと笑う。

　全身が痙攣して、言うことをきかない。秘穴はヒクヒクと収縮を繰り返し、彼の雄を受け止めるだけで精一杯だ。

「まだ、俺がイクまで、もう少しできそう？」

「……分からない」

　今、少しでも誠二に動かれたら、身体は余計に言うことを聞かなくなるだろう。

　だが、彼が果てるまで、その全てを受け止めたい気持ちもある。

「誠二さん。来て？」

　凛が両手を広げて、誠二を迎え入れる姿勢を取る。

　それを見た誠二は、凛の身体を強く抱きしめて、幸せそうに頬を寄せた。そして、彼は凛の存在を確かめるように頭を撫でて、その頬にキスをする。

「大好き。凛」

「私も。大好き」

　これからは、好きな時に、『好き』と言っていい。

　自分の気持ちを誤魔化して、嘘を吐かなくていい。

　嫌なものは『嫌だ』と、欲しいものは『欲しい』と、言葉にして生きていく。

「……誠二さんに会えて、良かった」

　それは本心だ。

　辛く苦しい日々の中で、彼の言葉だけが希望だった。

　そんな彼と、またこうして再会することができたのだ。たったそれだけで、凛の人生は満たされたものへと変化した。

「ありがとう」

　誠二は最後に、腰を激しく上下に動かす。

「んっ！　あ！」

　痙攣した秘穴から、蜜がぴちゃぴちゃと垂れていく。凛は思うがまま嬌声を上げ、その瞳で誠二を見つめた。

　彼の瞳にも、今は凛しか見えていない。

　この瞬間、この世界は、二人だけのものだ。

「……ん」

　そして、誠二は凛の中で果て、その白濁を子宮の中へ解き放つ。

　勢いよく吐き出されるそれは、凛の下腹部を満たし、緊張から唇にきゅっと力が入った。

「で、出てる……」

「……うん」

　誠二は頷いて、凛の身体を抱きしめたままだ。

「いいの？　出しても」

「……ダメだった？」

　誠二の問いに、凛はふるふると首を横に振る。

「ううん。いいよ」

　凛は笑顔で頷いて、誠二の頭に手を伸ばす。

　ぽん、とその頭に手を置いて、そっと一度、その頭を撫でた。
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「大好き」

　彼に対する感情を表すのに、他のどんな言葉も当てはまらない。

（大好きなの。誠二さん）

　凛の笑顔に、誠二も笑みを見せる。彼は幸せそうに目を細めて、凛の唇に口づけをした。

　ちゅっと音を立てて、互いの唇が離れる。

　けれど、またすぐに名残惜しくなって、互いの唇を求め合う。

　そうして、何度も求め合ううちに、二人だけの時間が過ぎていく。

　何度、身体を重ねたか分からない。これから幾らでも同じ時間を過ごせるはずなのに、身体は激しく彼を求めて動く。

（やっと見つけた。私の宝物）

　誠二の身体の熱を感じながら、凛は切に願う。






　────どうか、この幸せが、永遠に続きますように。

















エピローグ　初めて踊ったダンス












　────一カ月後。

　凛は二週間前から、マンションからほど近い場所にある、個人経営の喫茶店で働き始めた。

　初めのうちは会社勤めをするために何社か面接を受けていたのだが、その就職活動中に偶然このお店に立ち寄った際、注文したコーヒーの味わいに感動したのだ。

　このコーヒーを、自分でも淹れられるようになりたい。

　そんな思いからアルバイト募集に応募し、オーナーから採用通知を受け取ったことで、現在は平日の週五日でフルタイム勤務をしている。

　土日は誠二と出掛けたり、一緒に家で映画を観たり、することはさまざまだ。

　外の世界は、もちろん厳しいことも多い。喫茶店ではオーナーに怒られることも多く、接客態度が悪いとお客様からクレームを言われることもある。勉強しなければならないこともたくさんあるし、疲れて帰宅後、ベッドに倒れ込んで爆睡してしまうこともしばしばだ。

　けれど今は、そんな生活がとても楽しい。

　誠二と二人で住むようになってから、たくさんのことを知った。それはどれも普通に生きていれば『当たり前』のことばかりだが、凛には刺激的だ。

　これからも、多くのことを知り、学んでいきたい。

　そしていつか、自分なりの『普通』を、『幸せ』を、模索していきたいと思う。

　そんな今日は、誠二と港区のパーティーに出る約束をしている。参加者の中には一流企業の役員もいるらしく、仕事の話をすることはタブーだろうが、交流を深めるきっかけになるかもしれない。

　今日のために、薄紫色のフレアドレスを誠二に買ってもらった。会場は一流ホテルの大広間を使用するらしく、二人はタクシーでそこまで移動する。

　凛はホテルのエントランスを通ると、大きく一度、深呼吸をした。

「うう。緊張する……」

　先ほどから、胸がドキドキしている。パーティーに出席するのは、誠二と再会したあの時以来だ。

「そんなに緊張するものでもないですよ。ただの社交界ですから」

「だから緊張するの！　私に社交能力ないもん！」

　凛はぷっくりと頬を膨らませて、ふうっと息を吐く。

　今日は、誠二のパートナーとしてパーティーに参加する。である以上、失態を犯して誠二に迷惑をかける訳にはいかない。

「すみません。清隆を一人でパーティーに行かせるのは、どうしても不安で」

　既に清隆は会場に居るそうだが、女遊びの激しい彼のことだ。もう複数名の女性に声を掛けて、彼は彼なりに楽しんでいるのだろう。

「よしっ！」

　凛は意を決し、パーティー会場に足を踏み入れる。

　そこは、煌びやかなシャンデリアが目を惹く、綺麗な大広間だった。壁を取り囲むように美味しそうなケータリングが並び、会場の中心では、男女が楽しそうに社交ダンスを踊っている。その横では燕尾服を纏ったオーケストラが恭しく伴奏をしていて、以前に出席したパーティーとは、また様相が異なっていた。

「えっ。なんで、みんな踊ってるの？」

　凛は驚きのあまり、目を丸くする。

「そういうパーティーだからじゃないですか？」

「私、踊ったことないよ……」

　凛はダンスの作法なんて知らない。

　そもそも、人前で踊ること自体、恥ずかしくて抵抗がある。

「Shall we dance?」

　誠二がこちらに手を差し出して、凛をダンスに誘う。

（だから私、ダンスの作法なんて、知らないんだって……！）

　凛があわあわと肩を揺らしていると、誠二は小さく笑った。

「大丈夫。安心して。こういうのは、ただ音楽に合わせて横に動くだけでいいんですよ」

「……そうなの？」

　誠二は頷く。

「正確には違いますが、今日はそれでいい。俺はただ、凛と踊りたいだけですから」

　その言葉で、ようやく決心がついた。凛は誠二の手を取り、二人で会場の中心まで進んで行く。

　誠二は凛の腰に手を置いて、音楽に身を委ねるように、手を繋いだまま左右に揺れる。難しいステップはせず、周りの見様見真似で身体を揺らすうちに、自然とリズムに心が慣れていった。

（ダンス、楽しいかも？）

　ステップを覚えたら、もっと楽しいかもしれない。

　今後もパーティーに出席する機会はあるだろうし、勉強するのも一考だ。

　ふと、顔を上げて誠二を見つめると、いつの間にか彼の白い肌は赤く染まっている。

「誠二さん。顔が赤いよ？」

　凛がクスッと微笑むと、誠二は照れ臭そうに笑った。

「ハハ。なんか、思い出しちゃって。昔のこと」

「昔？」

　それは、十五年前の話だろうか。

『迎えに行く』

　彼とそう約束をしてから、それほどまでの年月が過ぎた。

「ずっと、パーティーで踊ってみたかったんです。凛と二人で」

『俺が必ず、凛を迎えに行く。凛はシンデレラが大好きだろう？　あれみたいに、凛とパーティーで踊ってみたいんだ』

　彼は子どもの頃、確かに凛にそう言った。

　その約束は、十五年の時が流れた今も、色褪せずに残っている。

「やっと、あの日の約束が叶いましたね？」

　もう大人になったから分かっている。

　子どもの頃にした他愛ない約束なんて、とうに時効を迎えていることくらい。

　いつの間にか、何を成すこともなく大人になってもう久しい。

　それでも、目の前に居る彼は、いつも目を輝かせていて。

「これからも、傍に居てくれる？」

　凛の願いに、誠二は続けた。

「俺からも言わせてください」

　誠二は、凛の目をハッキリと見て告げる。

「俺と、結婚してください」

　その答えは、もうずっと前から────決まっていた。

「はい。喜んで」







了
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